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学
校
法
人
愛
知
産
業
大
学
は
、建
学
の
精
神
に
あ
り
ま
す
と
お
り
、広
く
社
会
に
貢
献
で

き
る
人
材
の
育
成
を
教
育
理
念
と
し
て
い
ま
す
。設
置
す
る
各
校
は
、年
齢
層
、教
育
形
態
に

違
い
は
あ
り
ま
す
が
、教
育
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、建
学
の
精
神
に
集
約
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
年
四
月
に
は
、約
二
千
五
百
名
が
本
学
園
に
入
学
し
ま
し
た
。知
識
、技
術
の
習
得
と
と
も

に「
物
事
の
本
質
を
見
極
め
る
」「
誠
実
で
あ
る
」「
思
い
や
り
の
心
を
持
つ
」こ
と
の
大
切
さ
を

身
に
着
け
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。本
誌
は
、各
設
置
校
の
基
本
情
報
と
、こ
の
一
年
間
を

中
心
に
教
育
研
究
活
動
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。そ
の
様
子
な
ど
が
、皆
様
の
お
手
元
に
届
き

ま
し
た
ら
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

本
学
園
は
、平
成
二
七
年
度
に
創
立
百
十
周
年
を
迎
え
、そ
の
記
念
事
業
と
し
て
学
園
の
歴

史
を
引
き
継
ぐ
、工
業
高
校
の
校
舎
を
新
た
に
建
築
す
る
こ
と
と
し
、二
七
年
九
月
に
八
階
建

て
の
新
校
舎
を
竣
工
し
、更
に
今
年
三
月
に
体
育
館
・
講
堂
棟
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。こ
れ
も

卒
業
生
、保
護
者
、関
連
企
業
、近
隣
の
方
々
を
は
じ
め
、多
く
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
、ご
協

力
の
お
陰
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、今
、我
が
国
で
は
、経
済
成
長
率
が
低
下
す
る
中
で
、少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て
お

り
、今
後
こ
の
国
を
ど
の
よ
う
に
活
性
化
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
状
況

の
下
で
、国
会
、政
府
、経
済
界
に
お
い
て
も
、今
後
の
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
盛
ん
に
議
論
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。経
済
界
ま
で
巻
き
込
ん
で
こ
の
よ
う
な
議
論
が
活
発
に
行
わ

れ
た
こ
と
は
、過
去
に
あ
ま
り
例
を
み
ま
せ
ん
。そ
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
中
で
、経
済
界
に
身
を

置
く
私
も
自
然
に
教
育
問
題
に
関
心
が
向
き
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

多
く
の
学
校
が
、学
生
数
が
す
う
勢
的
に
減
少
す
る
中
で
、日
本
の
未
来
を
支
え
る
若
者
に

し
っ
か
り
と
素
養
を
身
に
着
け
さ
せ
る
と
い
う
教
育
の
使
命
と
、学
校
法
人
を
健
全
に
運
営
し
て

い
く
と
い
う
課
題
の
双
方
を
、い
か
に
う
ま
く
ク
リ
ア
し
て
い
く
か
に
腐
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

学
園
は
平
成
二
三
年
度
か
ら
二
八
年
度
に
至
る
六
年
間
の
中
長
期
計
画
を
策
定
し
、着
実

に
実
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。こ
の
流
れ
を
絶
や
す
こ
と
な
く
更
に
一
歩
進
め
る
た
め
、今
年
四

月
か
ら
、一
次
計
画
を
総
括
し
次
の
計
画
作
成
の
た
め
に
、作
業
部
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

来
年
度
か
ら
、盤
石
な
経
営
基
盤
と
高
い
ブ
ラ
ン
ド
力
を
持
っ
た
学
園
を
作
り
あ
げ
る
べ
く
、

二
次
中
長
期
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、今
後
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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学長／堀越 哲美
大学院造形学研究科長／石川 清
造形学部長／石川 清
経営学部長／丸山 宏
事務局長／伊藤 旬二
学生数／
　大学院：18名（男：11名、女：7名）、
　大学：886名（男：724名、女：162名）
教職員数／教員：44名、非常勤：36名、職員：32名

□
□
□
□
□
□

□

□

□

設置学部・学科／募集定員
◎大学院造形学研究科／建築学専攻：10名 
　　　　　　　　　　　デザイン学専攻：10名
◎造形学部／デザイン学科：70名
　　　　　　建築学科：70名
◎経営学部／総合経営学科：120名
アクセス／
名鉄名古屋本線「藤川駅」よりスクールバス3分
◎「藤川駅」へは、
　「名鉄名古屋駅」より45分、「豊橋駅」より30分

□

□
□

 所在地／
 〒444‐0005 愛知県岡崎市岡町原山12‐５
 TEL：0564-48-4511
 http://www.asu.ac.jp/
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「
モ
ノ
と
し
く
み
を
創
る
」

人
を
つ
く
る
。

大学院造形学研究科／造形学部／デザイン学科・建築学科／経営学部／総合経営学科

デ
ザ
イ
ン
学
科
の
学
生
が
岡
崎
市
の
広
報
誌

「
市
政
だ
よ
り
」の
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
と
表
紙
を
制
作

　

2
0
1
5
年
９
月
に
岡
崎
市
と
結
ん

だ「
官
学
連
携
協
定
」の一
環
と
し
て
、

岡
崎
市
の
広
報
誌「
市
政
だ
よ
り
」の

ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
と
表
紙
を
2
0
1
6
年

４
月
号
か
ら
１
年
間
、学
生
の
デ
ザ
イ

ン
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
た
の
は
、デ

ザ
イ
ン
学
科
３
年
生（
現
在
４
年
生
）

の
三
枝
大
成
さ
ん（
東
邦
高
等
学
校
出

身
）が
、「
O
」と「
岡
」の
文
字
を
組
み

合
わ
せ
た
筆
文
字
で
丸
い
形
を
意
識
し

た
読
み
や
す
い
ロ
ゴ
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

表
紙
は
、４
月
は
桜
、５
月
は
藤
、６

月
は
ホ
タ
ル
と
言
っ
た
岡
崎
に
ち
な
ん

だ
モ
チ
ー
フ
を
テ
ー
マ
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
使
用
し
、８
名
の
学

生
が
12
枚
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、岡
崎
市
は
大
変
好
評
だ
っ
た

こ
と
を
受
け
、ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
は
半
永

久
的
に
使
用
す
る
予
定
で
、表
紙
に
関

し
て
も
再
度
2
0
1
7
年
４
月
号
の

「
市
政
だ
よ
り
」か
ら
１
年
間
、本
学

の
学
生
が
継
続
し
て
担
当
す
る
事
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
。

T
O

PIC
S.1

3
年
生（
現
在
4
年
生
）
松
本 

優
衣
さ
ん

静
岡
県
立
磐
田
西
高
等
学
校
出
身

〈
地
域
連
携
〉

表紙デザインと担当した学生

2016年

7月
3
年
生（
現
在
4
年
生
）
長
尾 

成
美
さ
ん

愛
知
県
立
松
平
高
等
学
校
出
身

2016年

6月
3
年
生（
現
在
4
年
生
）
安
田 

日
向
子
さ
ん

愛
知
県
立
日
進
高
等
学
校
出
身

2016年

5月
3
年
生（
現
在
4
年
生
）
山
本 

凌
太
さ
ん

名
城
大
学
付
属
高
等
学
校
出
身

2016年

4月

3
年
生（
現
在
4
年
生
）
爲
井 

紗
紀
さ
ん

愛
知
県
立
岩
津
高
等
学
校
出
身

2016年

11月
3
年
生（
現
在
4
年
生
）
金 

知
美
さ
ん

愛
知
県
立
御
津
高
等
学
校
出
身

2016年

10月
3
年
生（
現
在
4
年
生
）
松
井 

律
貴
さ
ん

愛
知
産
業
大
学
三
河
高
等
学
校
出
身

2016年

9月
3
年
生（
現
在
4
年
生
）
近
藤 

由
衣
菜
さ
ん

藤
ノ
花
女
子
高
等
学
校
出
身

2016年

8月

3
年
生（
現
在
4
年
生
）
安
田 

日
向
子
さ
ん

愛
知
県
立
日
進
高
等
学
校
出
身

2017年

3月
3
年
生（
現
在
4
年
生
）
安
田 

日
向
子
さ
ん

愛
知
県
立
日
進
高
等
学
校
出
身

2017年

2月
3
年
生（
現
在
4
年
生
）
松
本 

優
衣
さ
ん

静
岡
県
立
磐
田
西
高
等
学
校
出
身

2017年

1月
3
年
生（
現
在
4
年
生
）
金 

知
美
さ
ん

愛
知
県
立
御
津
高
等
学
校
出
身

2016年

12月

3年生（現在4年生）
三枝 大成さん
（東邦高等学校出身）

ロゴデザインを
担当した学生
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全
国
に
活
躍
の
場
を
広
げ
る
３
つ
の

ス
ポ
ー
ツ
強
化
指
定
団
体（
硬
式
野
球

部
・
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
・ア
ー
チ
ェ

リ
ー
部
）の
活
動
を
学
内
外
に
広
く
知

ら
し
め
る
こ
と
で
本
学
園
に
寄
与
す
る

と
と
も
に
、学
生
生
活
の
活
性
化
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、「
Ａ
ス
ポ
」

を
発
刊
し
ま
し
た
。今
年
度
は
秋
に
発

行
予
定
。

T
O

PIC
S.2

▼
参
加
し
た
学
生

総
合
経
営
学
科

野
田 

大
介
さ
ん(

愛
知
産
業
大
学
三
河
高
校
出
身)

平
賀 

瑞
樹
さ
ん(

豊
川
高
校
出
身) 

竹
内 

大
輔
さ
ん(

愛
知
産
業
大
学
工
業
高
校
出
身)

リ
ュ
ウ
・
オ
ウ
ギ
さ
ん

建
築
学
科

山
本 

凌
司
さ
ん(

第
一
学
院
高
校
・
高
萩
校
出
身)

鈴
木 

郁
哉
さ
ん(

静
岡
県
立
島
田
工
業
高
校
出
身)

近
藤 

章
仁
さ
ん(

愛
知
産
業
大
学
工
業
高
校
出
身) 

近
藤 

誠
一
郎
さ
ん(

愛
知
産
業
大
学
工
業
高
校
出
身)

愛
知
産
業
大
学
部
活
動
ニュ
ー
ス

「
Ａ
ス
ポ
」発
刊
！

◆
家
康
行
列

　

岡
崎
市・岡
崎
市
観
光
協
会

　

岡
崎
市
制
施
行
百
周
年
の
記
念
す
べ
き

「
家
康
行
列
」に
、本
学
学
生
、教
員
も
広

く
日
本
全
国
で
活
躍
中
の「
愛
知
戦
国
甲

冑
隊
」に
参
加
し
、家
康
行
列
を
側
面
か
ら

支
援
す
る
隊
列
編
成
に
加
わ
り
ま
し
た
。

◆
能
見
神
明
宮
大
祭

　

岡
崎
市
観
光
協
会
協
賛

　
２
０
１
７
年
５
月
１４
日（
日
）に
岡
崎
市

の
三
大
祭
り
の一つ『
能
見
神
明
宮
大
祭
』

の
山
車
の
引
き
回
し
に
本
学
の
学
生
と
教

職
員
含
め
て
１８
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
能
見
神
明
宮
大
祭
」は
、本
学
教
員

が
橋
渡
し
と
な
り
、平
成
２４
年
か
ら
愛
産

大
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、岡
崎
市
能

見
町
の「
能
見
北
之
切
」地
区
の
山
車
町

曳
き（
や
ま
ぐ
る
ま 

ま
ち
ひ
き
）に
協
力
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、山
車
の
曳
き
回
し
だ
け
で
は

な
く
、山
車
の
中
で
お
囃
子
を
演
奏
す
る

小
堤
と
太
鼓
役
、舞
子
の
お
飛
成
回
収
な

ど
の
お
仕
事
も
お
手
伝
い
し
ま
し
た
。

◆
む
ら
さ
き
麦
ま
つ
り

　

藤
川
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

東
海
道
の
宿
場
町
で
あ
っ
た
岡
崎
市
藤

川
町
の
祭
り『
む
ら
さ
き
麦
ま
つ
り
』に
、

本
学
学
生
、卒
業
生
、教
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
紙
ね
ん
D
O
好
会
は
お
店
の
出
店
で

参
加
し
ま
し
た
。

◆
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

　
岡
崎
市
農
林
業
振
興
推
進
実
行
委
員
会

　

岡
崎
市
制
施
行
百
周
年
の一つ
と
し

て
企
画
さ
れ
た「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」で
、

本
学
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
学
生
が「
オ
カ

ザ
え
も
ん
」、「
桜
」、「
花
火
」を
配
置

し
た
デ
ザ
イ
ン
を
製
作
し
ま
し
た
。

◆
岡
崎
城
下
家
康
公
夏
祭
り

　
岡
崎
城
下
家
康
公
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

岡
崎
市
の
夏
ま
つ
り「
岡
崎
城
下
家

康
公
ま
つ
り
」に
本
学
の「
岡
崎
市
制

施
行
百
周
年
ね
ぶ
た
」を
出
品
し
ま
し

た
。制
作
に
は
、卒
業
生
や
岡
崎
市
内
の

一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
多
く
の
方
に

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
！

◆
夏
休
み
自
由
研
究
お
助
け
隊

　

岡
崎
市
教
育
委
員
会

　

夏
休
み
の
宿
題
の
自
由
研
究
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め「
積
み
木
建
築
と
折
り

紙
建
築 

建
物
の
模
型
を
作
る
」、「
野
原

で
集
め
た
葉
っ
ぱ
で
標
本
メ
ダ
ル
を
作
ろ

う
」、「
光
る
泥
だ
ん
ご
を
作
ろ
う
」で
企

画
参
加
し
ま
し
た
。

◆
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
体
験

　
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
東
海
ブ
ロッ
ク
大
会

　

リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・ア
ー
チ
ェ
リ
ー

競
技
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
チ
で
あ
る
本
学

教
員
の
講
演
会
お
よ
び
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

部
員
の
学
生
に
よ
る
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
体

験
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

◆「
お
父
さ
ん
と
一
緒
に
作
ろ
う
！

　

ピ
カ
ピ
カ
ど
ろ
団
子
」

　

岡
崎
市

　
本
学
建
築
学
科
教
員
が
講
師
を
務
め
、

T
O

PIC
S.3

地
域
交
流
状
況

 

新
開 

祐
樹
さ
ん(

岡
崎
城
西
高
校
出
身) 

三
浦 

弘
貴
さ
ん(

名
古
屋
工
業
高
校
出
身)

森 

良
太
さ
ん(

愛
知
産
業
大
学
工
業
高
校
出
身)

谷
口 

恭
脩
さ
ん(

名
古
屋
市
立
富
田
高
校
出
身)

江
川 

幸
奈
さ
ん(

大
分
県
立
大
分
南
高
校
出
身) 

三
輪 

真
太
郎
さ
ん(

愛
知
県
立
尾
西
高
校
出
身) 

熊
谷 

総
さ
ん(

愛
知
県
立
豊
橋
南
高
校
出
身) 

高
野 

寛
司
さ
ん(

福
井
県
立
羽
水
高
校
出
身) 

小
谷 

杏
樹
さ
ん(

岐
阜
県
立
東
濃
実
業
高
校
出
身)

◆
硬
式
野
球
部

　

愛
知
大
学
野
球
連
盟一部
所
属

　

目
指
す
は
神
宮
大
会
優
勝
！

本
学
初
の
プ
ロ
野
球
選
手

埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
５
位
指
名

平
井 

克
典（
飛
龍
高
出
）

◆
男
子
バ
レ
ー
部

　

東
海
学
連
2
部
所
属

　

2
部
優
勝
を
目
標
に

　

1
部
昇
格
を
目
指
す
！

【
２
０
１
６
大
会
成
績
】

　

東
海
学
生
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

　

王
座
出
場
決
定
戦

　

男
子
団
体
優
勝・女
子
団
体
準
優
勝

　

第
55
回
全
日
本
学
生
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

　

男
子
王
座
決
定
戦

　

男
子
団
体
６
位
入
賞

　

第
51
回
全
日
本
学
生
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

　

女
子
王
座
決
定
戦

　

女
子
団
体
５
位
入
賞

◆
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

　

経
営
学
部
教
授
・
新
海
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ナ

シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
チ
の
指
導
の
も
と
、目
指

す
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
活
躍
で
す
。

ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
化

２
号
館
・
3
号
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

３号館３１０１教室

▲２号館２４０６教室

　

本
学
で
は
、２
０
１
４
年
度
か
ら
正

課
授
業
の「
ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ

化
」
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

2
0
1
5
年
度
か
ら
特
定
の
正
課
授

業
内
で
Ｐ
Ｂ
Ｌ（P

roject-B
ased 

Learning

）を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
メ
デ
ィ

ア
ル
ー
ム
と
し
て
、３
号
館
３
１
０
１
教

室
、２
号
館
２
４
０
６
教
室
を
整
備
し

ま
し
た
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、及
び
ス
ク

リ
ー
ン
等
を
設
置
し
て
、学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

が
利
用
で
き
る
Ｗ
ｉ
ｆ
ｉ
環
境
も
整
え

ま
し
た
。多
く
の
学
生
が
、（
本
事
業

で
）整
備
し
た
中
規
模
の
教
室
空
間
を

学
習
ス
ペ
ー
ス（
自
学
学
習
ス
ペ
ー
ス
、

及
び
中
人
数
ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ

対
応
メ
デ
ィ
ア
・ス
ペ
ー
ス
）と
し
て
活

用
す
る
な
ど
、学
生
の
施
設
・
整
備
の

満
足
度
と
と
も
に
、学
習
意
欲
が
高
ま

り
、主
体
的
・
自
立
的
な
学
習
能
力
の

向
上
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

仕
上
げ
を
イ
タ
リ
ア
磨
き
と
い
う
左
官
技

術
を
使
う
こ
と
で
、参
加
し
た
44
組
の
ご

家
族
全
員
が
光
沢
の
あ
る
ど
ろ
団
子
を
完

成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

I
C
T
を
活
用
し
た

メ
デ
ィ
ア
ル
ー
ム
を
新
設

◆
I
C
T
と
は
？

　

I
C
T(Inform

ation and 
C
om
m
unication T

echnology)

は「
情
報
通
信
技
術
」の
略
で
あ
り
、

I
T（Inform
ation T

echnol-
ogy

）と
ほ
ぼ
同
義
の
意
味
を
持
つ
が
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
の
技
術
を
I
T
、コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
の
活
用
に
着
目
す

る
場
合
を
I
C
T
と
、区
別
し
て
用
い

る
場
合
も
あ
る
。国
際
的
に
I
C
T
が

定
着
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、日
本
で

も
近
年
I
C
T
が
I
T
に
代
わ
る
言
葉

と
し
て
広
ま
り
つ
つ
あ
る
。
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主
な
業
績

社
会
貢
献
活
動

業
調
査
活
動
に
従
事
し
ま
し
た
。同
社

で
の
上
司
に
東
京
日
本
橋
の
お
鮨
屋
さ

ん
で
同
社
へ
の
就
職
を
打
診
さ
れ
ま
し

た
が
、1
9
8
0
年
代
前
半
と
い
う
こ

と
で
、コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
の
社
会

的
な
立
ち
位
置
が
よ
く
わ
か
ら
ず
、結

局
、進
路
と
し
て
選
択
し
ま
せ
ん
で
し

た
。今
現
在
で
あ
れ
ば
、違
っ
た
判
断
に

な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。い
ず
れ
に
せ

よ
、有
意
義
な
実
務
経
験
で
は
あ
り
ま

し
た
。

　

独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会

に
設
置
さ
れ
て
い
る
学
術
シ
ス
テ
ム
研

究
セ
ン
タ
ー
の
専
門
研
究
員
に
機
関
推

薦
公
募
の
結
果
、選
抜
し
て
い
た
だ
き
、

国
の
科
学
研
究
助
成
の
あ
り
方
に
関
す

る
調
査
等
に
従
事
し
た
時
期
も
視
野
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
、充
実
し
た
期
間

で
し
た
。同
セ
ン
タ
ー
の
ト
ッ
プ
は
初
代

の
野
依
良
治
先
生
以
来
、歴
代
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
者
等
の
日
本
を
代
表
す
る
研

究
者
の
方
々
が
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。一

流
の
先
生
方
の
研
究
・
教
育
に
関
す
る

ご
意
見
を
直
接
伺
う
機
会
を
も
ち
、謦

咳
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
得

難
い
経
験
で
し
た
。全
国
の
さ
ま
ざ
ま

な
大
学
、専
攻
分
野
の
方
々
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

著
書

1.『
企
業
再
生
の
計
量
分
析
』

　

東
洋
経
済
新
報
社
、2
0
0
7
年

2.『
経
営
財
務
』

　
（
他
２
名
と
の
共
著
）、

　

有
斐
閣
、1
9
9
7
年

○
学
会
招
待
講
演

　
「
改
正
会
社
更
生
法
の
10
年
｜
法

　

廷
か
ら
市
場
へ
｜
」日
本
経
営
財
務

　

研
究
学
会
第
36
回
全
国
大
会
、統一

　

論
題
：
企
業
再
生
の
現
状
と
課
題
、

　

基
調
報
告
、2
0
1
2
年
10
月

○
論
文（
直
近
10
年
間
、科
研
費
成
果

　

報
告
書
、学
会
大
会
予
稿
集
論
文

　
を
含
む
）

1.「
事
業
譲
渡
と
株
式
譲
渡
の
選
択
」、

　

視
点
、『M

arr

　
（M

ergers&
A
cquisitions

　

Research Report

）』、

　

2
0
1
7
年
８
月

2.「
会
社
更
生
ス
ポ
ン
サ
ー
に
よ
る

　
買
収
型
会
社
更
生
の
増
加
の
影
響

　
に
関
す
る
計
量
分
析
」科
学
研
究
費

　

補
助
金
研
究
成
果
報
告
書（
平
成

　

25-

28
年
度
基
盤
研
究〈
C
〉）、

　

2
0
1
7
年
５
月

3.「
事
業
譲
渡
と
株
式
譲
渡
の

　

選
択
：
法
的
整
理
企
業
デ
ー
タ
の　

　

実
証
分
析
」日
本
経
営
シ
ス
テ
ム

　

学
会
、大
会
予
稿
集
、札
幌
大
学
、

　

2
0
1
6
年
10
月

4.“A
cquisition prem

ia and

　

ow
nership structures:

　

A
n em

pirical analysis of 

　

non-listed targets”

、

　

日
本
経
営
財
務
研
究
学
会
第
39
回

　

全
国
大
会
予
稿
集
、九
州
大
学
、

　

2
0
1
5
年
10
月

5.「
フ
ァ
ミ
リ
ー
企
業
の
M
&
A
の

　

計
量
分
析
」日
本
財
務
管
理
学
会

　

第
39
回
秋
季
全
国
大
会
予
稿
集
、

　

立
命
館
大
学
、2
0
1
4
年
11
月

6.「
金
融
仲
介
機
関
と
し
て
の
投
資

　
フ
ァ
ン
ド
の
投
資
回
収
行
動
と
投
資

　

収
益
率
の
計
量
的
研
究
」科
学
研

　

究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書

　
（
平
成
20
・
21
年
度
基
盤
研
究

　
（
C
））、2
0
1
1
年
５
月

7.「
中
小
企
業
に
対
す
る
経
営
革
新

　

支
援
に
関
す
る
計
量
分
析
」（
平
田

　

博
紀
と
共
著
）、横
浜
市
立
大
学

　

論
叢
社
会
科
学
系
列
、第
59
巻

　

第
1
・
2
・
3
合
併
号
、

　

pp.185-206

、2
0
1
0
年

8.「
会
社
更
生
法
適
用
企
業
の
手
続

　

終
結
後
の
業
績
の
計
量
的
実
証

　

分
析―

再
上
場
企
業
デ
ー
タ
の

　

利
用
」科
学
研
究
費
補
助
金
研
究

　

成
果
報
告
書（
平
成
18
・
19
年
度
基

　

盤
研
究（
C
））、2
0
1
0
年
５
月

9.「
我
が
国
に
お
け
る
学
術
研
究
の

　

動
向
に
つ
い
て
」分
担
執
筆
、

　
『
学
術
月
報
』2
0
0
7
年

　
７
｜
９
月
号
、日
本
学
術
振
興
会

10.「
投
資
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
企
業
再
生
・

　

企
業
合
併
の
増
加
の
影
響
に
関
す

　
る
計
量
的
実
証
分
析
」科
学
研
究

　

費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書

　
（
平
成
16
・
17
年
度
基
盤
研
究

　
（
C
））、2
0
0
6
年
5
月

11.「
バ
イ
ア
ウ
ト
フ
ァ
ン
ド
が
更
生
会

　

社
債
務
弁
済
率
に
与
え
た
影
響
の

　

計
量
分
析
」独
立
行
政
法
人
経
済

　

産
業
研
究
所
、W

eb

公
開
デ
ィ
ス

　
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
シ
リ
ー
ズ

　

06-J-039

、2
0
0
6
年
５
月

2
0
1
7
年
現
在

日
本
財
務
管
理
学
会
理
事
・

学
会
賞
選
考
委
員

日
本
経
営
シ
ス
テ
ム
学
会
大
会

運
営
委
員

横
浜
市
第
７
期
下
水
道
経
営
研
究
会

委
員
・
座
長

横
浜
美
術
館
指
定
管
理
者

選
定
評
価
委
員
会
委
員
長

横
浜
み
な
と
み
ら
い
ホ
ー
ル
指
定

管
理
者
選
定
評
価
委
員
会
委
員
長

横
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会

資
産
運
用
委
員
会
委
員
長

I
S
F
J
日
本
政
策
学
生
会
議
・

講
師
・
論
文
審
査
委
員

そ
の
他
委
員
歴

独
立
行
政
法
人
経
済
産
業
研
究
所

研
究
委
員

（
2
0
0
5
年
｜
2
0
0
6
年
）

横
浜
市
第
６
期
下
水
道
経
営
研
究
会

委
員
・
座
長

（
2
0
1
3
年
｜
2
0
1
5
年
）

横
浜
市
第
５
期
下
水
道
経
営
研
究
会

地
方
公
営
企
業
会
計
制
度
に
関
す
る

検
討
部
会
委
員
・
部
会
長

（
2
0
1
2
年
）

一般
社
団
法
人
公
立
大
学
協
会
・

公
立
大
学
政
策
評
価
研
究
セ
ン
タ
ー

連
携
研
究
員

（
2
0
1
2
年
｜
2
0
1
7
年
）

横
浜
学
術
振
興
財
団
・

研
究
助
成
選
考
委
員（
2
0
1
6
年
）

○
所
属
学
会

文
化
経
済
学
会〈
日
本
〉、

日
本
経
営
シ
ス
テ
ム
学
会
、

日
本
財
務
管
理
学
会
、

日
本
経
営
財
務
研
究
学
会

丸
山 

宏 

教
授
よ
り

mes sage

1

教
育
活
動

　

大
都
会
の
真
ん
中
に
あ
る
大
学
キ
ャ

ン
パ
ス
は
大
学
周
辺
で
の
娯
楽
も
多

く
、何
か
と
便
利
で
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、本
学
岡
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
の
よ
う
に

市
街
地
か
ら
離
れ
、独
立
し
た
キ
ャ
ン

パ
ス
も
、学
生
生
活
を
送
る
の
に
適
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、大
学
院
在
学
中
に
、国
際

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
奨
学
生
と
し
て
１
年

間
、米
国
に
留
学
し
ま
し
た
が
、留
学

先
の
イ
リ
ノ
イ
大
学
ア
ー
バ
ナ
・シ
ャ
ン

ペ
ー
ン
校
は
州
を
代
表
す
る
大
都
市
シ
カ

ゴ
か
ら
2
0
0
km
以
上
南
に
位
置
し
、広

大
な
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
を
中
心
と
し
た
大

学
町
に
あ
り
、学
生
の
生
活
も
、そ
の

中
で
ほ
ぼ
完
結
し
て
い
ま
し
た
。印
象

的
で
あ
っ
た
の
は
、大
学
全
体
の
オ
ン
と

オ
フ
の
切
り
替
え
が
非
常
に
は
っ
き
り

し
て
い
る
こ
と
で
し
た
。月
曜
か
ら
金

曜
午
前
に
か
け
て
は
講
義
が
続
く
オ
ン

タ
イ
ム
で
す
が
、金
曜
日
の
午
後
か
ら

は
オ
フ
タ
イ
ム
で
、キ
ャ
ン
パ
ス
は
に
ぎ

や
か
に
な
り
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
外
の
あ
ち

こ
ち
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
学
生
寮
で
パ
ー

テ
ィ
ー
や
コ
ン
サ
ー
ト
等
が
開
か
れ
ま

す
。土
曜
日
は
、秋
は
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

冬
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
等
の
大
学
ス

ポ
ー
ツ
の
観
戦
で
、学
生
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
人
た
ち
も
含
め
、非
常
に
盛
り

上
が
り
ま
す
が
、日
曜
に
な
る
と一転
し

て
キ
ャ
ン
パ
ス
は
静
か
に
な
り
、午
前
中

は
教
会
で
の
礼
拝
等
へ
、午
後
か
ら
は
、

次
週
の
授
業
に
備
え
る
学
生
で
大
学

図
書
館
の
席
は
埋
ま
り
ま
す
。

　
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
オ
フ
タ
イ
ム
あ
っ

て
こ
そ
の
充
実
し
た
オ
ン
タ
イ
ム
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
が
、市
街
地
か
ら
離

れ
た
立
地
も
、オ
ン
と
オ
フ
の
切
り
替

え
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
る
た
め
の
１
つ
の

条
件
と
な
る
か
と
思
い
ま
す
。学
生
の

皆
さ
ん
に
は
、藤
川
駅
か
ら
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
内
の
約
３
分
間
で
ス
イ
ッ
チ
を
オ

ン
に
し
、大
学
で
の
授
業
・
ゼ
ミ
・
製
作

実
習
等
に
集
中
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。オ
フ
タ
イ
ム
に
は
、部
活

動
・
サ
ー
ク
ル
活
動
は
も
と
よ
り
、リ
ニ

ア
景
気
で
再
開
発
ブ
ー
ム
に
湧
く
名
古

屋
駅
周
辺
や
パ
ロ
マ
瑞
穂
野
球
場
に
出

か
け
、気
分
を
切
り
替
え
て
下
さ
い
。

○
研
究
テ
ー
マ

「
会
社
等
の
組
織
変
更
の
経
済
分
析
」

を
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

　

教
員
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
た

1
9
8
0
年
代
後
半
の
バ
ブ
ル
経
済
・

金
融
自
由
化
の
時
期
に
証
券
に
付
随
す

る
条
項
が
証
券
価
値
に
与
え
る
影
響
を

研
究
テ
ー
マ
と
し
、証
券
が
デ
フ
ォ
ル
ト

（
債
務
不
履
行
）し
た
場
合
の
実
際
の

処
理
に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。そ
の
後
、

間
も
な
く
、バ
ブ
ル
崩
壊
と
な
り
、企
業

倒
産
が
急
増
し
、金
融
シ
ス
テ
ム
も
混

乱
す
る
中
、証
券
そ
の
も
の
か
ら
証
券

を
発
行
す
る
主
体
で
あ
る
企
業
に
研
究

対
象
を
シ
フ
ト
し
、企
業
の
倒
産
処
理
・

再
生
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。会
社
更
生
事
件
の
官
報
公

告
か
ら
弁
済
率
等
の
デ
ー
タ
を
収
集

し
、更
生
会
社
の
そ
の
他
の
デ
ー
タ・
属

性
と
総
合
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成

し
、計
量
経
済
学
、多
変
量
解
析
等
を

用
い
た
分
析
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
独
自
性
が
認
め
ら
れ
た
た

め
か
、ほ
ぼ
継
続
的
に
科
研
費（
文
部
科

学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
）の
助
成
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
、研
究
書
と
し
て

刊
行
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た（
後
掲

『
企
業
再
生
の
計
量
分
析
』2
0
0
7

年
）。会
社
更
生
事
件
の
発
生
が一段
落

し
て
か
ら
は
、サ
ン
プ
ル
数
確
保
の
た
め

に
件
数
の
多
い
民
事
再
生
も
対
象
と
し

た
統
計
分
析
を
行
う
と
と
も
に
、今
世

紀
に
入
っ
て
急
増
し
た
M
&
A（
企
業

合
併
・
買
収
）の
デ
ー
タ
の
計
量
分
析
に

重
点
を
移
し
て
き
ま
し
た
。

　
ハ
ズ
レ
た
研
究
テ
ー
マ
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
が
、現
実
を
対
象
と
す
る
社

会
科
学
な
の
で
、経
済
社
会
の
変
化
を

観
察
し
な
が
ら
、問
題
の
重
要
性
を
判

断
し
つ
つ
、分
析
対
象
を
調
整
し
て
き

た
と
い
う
感
じ
で
す
。分
析
方
法
は
計

量
経
済
学
・
統
計
学
で
、ほ
ぼ一
貫
し
て

い
ま
す
が
、学
会
・
研
究
会
を
通
し
て
、

最
新
の
手
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

　
所
属　

経
営
学
部
総
合
経
営
学
科

　
　
　
（
教
授
・
経
営
学
部
長
）

学
位　

経
済
学
修
士

略
歴　

愛
知
県
生
ま
れ

　
　
　

東
京
大
学
経
済
学
部
卒
業

　
　
　

東
京
大
学
大
学
院

　
　
　

経
済
学
研
究
科
博
士
課
程

　
　
　

単
位
取
得
退
学

　
　
　

日
本
学
術
振
興
会

　
　
　

奨
励
研
究
員

　
　
　

横
浜
市
立
大
学
商
学
部

　
　
　

講
師
、助
教
授
を
経
て
教
授
、

　
　
　

横
浜
市
立
大
学
大
学
院

　
　
　

国
際
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科

　
　
　

教
授
、研
究
科
長

　
　
　

2
0
1
7
年
４
月
か
ら
現
職

こ
の
間
、文
部
省
在
外
研
究
員（
英
国
、

1
9
9
2
年
）

独
立
行
政
法
人（
文
部
科
学
省
所
管

中
期
目
標
管
理
法
人
）日
本
学
術
振

興
会
学
術
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
専

門
研
究
員（
兼
任
2
0
0
6
年
｜

2
0
0
9
年
）

　
大
学
院
の
後
半
の
時
期
に
約
半
年
間
、

民
間
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
で
産

08 07
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所
属　

造
形
学
部

　
　
　
デ
ザ
イ
ン
学
科 

教
授

学
位　

博
士（
工
学
）

略
歴　

名
古
屋
工
業
大
学
大
学
院

　
　
　

工
学
研
究
科
博
士

　
　
　

後
期
課
程

　
　
　

都
市
循
環
シ
ス
テ
ム
工
学

　
　
　

専
攻 

満
期
退
学

　
　
　

日
本
福
祉
大
学
情
報
社
会

　
　
　

研
究
所
研
究
員
、講
師
、

　
　
　

准
教
授

　
　
　

大
阪
大
学
大
学
院

　
　
　

工
学
研
究
科
環
境
・

　
　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学
専
攻
特
任

　
　
　

研
究
員
、特
任
准
教
授
、

　
　
　

特
任
教
授

　
　
　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ウ
ェ
ア

　
　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
機
構

　
　
　

常
任
理
事

　
　
　
一般
社
団
法
人

　
　
　

医
薬
品
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

　
　
　

研
究
会　

理
事

　
　
　
一般
社
団
法
人　

　
　
　

医
療
リ
デ
ザ
イ
ン
創
成
会

　
　
　
代
表
理
事

　
　
　
日
本
バ
ー
チ
ャ
ル

　
　
　
リ
ア
リ
テ
ィ
学
会

　
　
　
人
間―

生
活
循
環
系
学
会

　
　
　
日
本
デ
ザ
イ
ン
学
会

　
　
　
研
究
・
技
術
計
画
学
会

　
　
　

日
本
薬
学
会

教
育
活
動

所
属
学
会 

賞
罰　

名
古
屋
工
業
グ
ラ
ン
プ
リ

　
　
　

奨
励
賞　
「V

R

・AI

　
　
　
シ
ス
テ
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　
　

SO
RA
3D
pro

　
　
　

2
0
0
6
年
度
研
究
会

　
　
　

優
秀
賞

　
　
　
「
環
境
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
　
　
学
習
支
援
と

　
　
　
受
講
モ
デ
リ
ン
グ
」

　
　
　
大
学
発

　
　
　
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

　
　
　

プ
ラ
ン　

奨
励
賞

　
　
　
「
株
式
会
社

　
　
　

nanoda 

事
業
計
画
」

　
　
　

平
成
19
年
度　

奨
励
賞

　
　
　
「
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ

　
　
　

手
法
を
用
い
た
気
象
と

　
　
　

発
症
の
関
係
の

　
　
　

定
量
化
法
の
検
討
」

　
　
　
「
ス
マ
ー
ト
も
の
づ
く
り

　
　
　

応
援
ツ
ー
ル（
Ｉｏ
Ｔ
）」

　
　
　

製
品
に
機
械
学
習
ツ
ー
ル

　
　
　

T
hinkeye

が
も
の
づ
く
り

　
　
　

応
援
製
品
に
認
定

　
　
　

経
済
産
業
省

　
　
　

I
T 

導
入
事
業
者

　
　
　

補
助
金
事
業
に
お
け
る
、

　
　
　

I
T
導
入
支
援
事
業
者

　
　
　
認
定（
機
械
学
習

　
　
　
ツ
ー
ルT

hinkeye

の

　
　
　
３
製
品
が

　
　
　

支
援
製
品
に
採
択
）

　

現
在
は
、ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
、コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の

A
I
製
品
の
部
品
に
な
っ
て
い
る
。本

学
の
授
業(

人
間
中
心
デ
ザ
イ
ン
論
、

専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅲ)

に
お
い
て
も
デ
ー

タ
マ
イ
ニ
ン
グ
教
材
と
し
て
活
用
し
て

い
る
。

　
「T

hinkeye

」は
、情
報
技
術
的
に

は
、化
石
な
の
だ
が
、RPA

(R
obotic 

Process A
utom

ation 　

機
械
に

よ
る
業
務
の
自
動
化)

支
援
に
向
け
た

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
し
て
、２
０
１
６
年
に

国
のIT

導
入
支
援
対
象
製
品
と
し
て

認
定
さ
れ
た
。購
入
者
は
、購
入
時
に
国

か
ら
３
分
の
１
補
助
が
出
る
。と
い
う
こ

と
は
、国
は「
彼
」の
仕
出
か
す
事
の
３

分
の
１
は
責
任
も
っ
て
く
れ
る
と
言
う

事
か
。い
や
、そ
ん
な
こ
と
は
無
い
か
。

“
cogito, ergo sum

”

　
「
我
思
う
、故
に
我
あ
り
」有
名
な
デ

カ
ル
ト
の
命
題
で
あ
る
。

　

唐
突
だ
が
、画
像
を
比
較
す
る
時
に

位
相
差
が
生
じ
る
、つ
ま
り
揺
ら
ぎ
だ
。

あ
る
日
、こ
れ
を
う
ま
く
扱
う
と
自
分

の
揺
ら
ぎ
と
、他
人
の
揺
ら
ぎ
と
は
、宇

宙
的
な
違
い
が
あ
る
と
い
う
現
象
を
発

見
し
た
。

　
一
般
的
に
個
の
特
定
は
指
紋
の
よ
う

に
普
遍
的
な
確
か
な
特
徴
を
マ
ッ
チ
ン

グ
す
る
が
、発
見
し
た
こ
の
現
象
を
使

う
と
違
っ
て
く
る
。

　

確
か
な
も
の
は
捉
え
き
れ
な
い
と
こ

ろ
で
起
き
て
い
て
捉
え
ら
れ
な
か
っ
た

結
果
に
確
か
な
こ
と
が
あ
る
。そ
れ
は

差
が
作
る
変
化
だ
。さ
ら
に
そ
の
変
化

を
観
察
す
る
と
そ
こ
に
は
、揺
ら
ぎ
が

あ
っ
て
、も
っ
と
し
つ
こ
く
す
る
と
、揺
ら

ぎ
に
経
路
が
あ
る
こ
と
が
解
る
。

　

そ
の
経
路
に
普
遍
性
が
現
れ
る
、す

る
と
色
以
下
の
現
象
が
見
え
て
く
る
、

そ
れ
が
位
相
差
だ
。

　
２
０
０
５
年
か
ら
１０
年
間
、大
阪
大

学
に
て
、故
あ
り
、こ
れ
を
使
っ
た
偽
造

防
止
の
研
究
を
行
な
っ
た
。特
許
は
複

数
得
た
が
論
文
は
無
い
。

　

し
か
も
既
に
、パ
ー
ル
兄
弟
は
、自
ら

の
楽
曲「
色
以
下
」で
、求
め
て
も
求
め

き
れ
な
い
お
前
さ
と
１
９
８
９
年
に

歌
っ
て
い
る
。こ
の
ヒ
ン
ト
を
く
れ
た
彼

ら
こ
そ
発
明
者
か
も
知
れ
な
い
。い
や
、

見
え
な
い
処
に
大
事
な
も
の
が
隠
れ
て

い
る
の
は
セ
オ
リ
ー
か
。

　

そ
う
A
I
の
セ
オ
リ
ー
は
、A
I
は

人
間
の
知
能
が
対
象
で
あ
る
が
故
、ど

こ
ま
で
い
っ
て
も
法
則
の
集
積
に
過
ぎ

な
い
と
い
う
事
だ
。真
似
る
、学
ぶ
も
の

は
予
め
定
め
た
人
間
が
理
解
し
て
い
る

事
柄
に
限
ら
れ
る
。A
I
の
限
界
は
、人

間
に
解
る
こ
と
し
か
さ
せ
て
無
い
事
だ
。

　

今
は
、位
相
差
の
揺
ら
ぎ
に
よ
っ
て
意

識
を
発
生
さ
せ
る
A
C(A

rtificial 
C
onsciousness 

人
工
意
識)

の
研

究
を
進
め
て
い
る
。

　

A
C
を
装
備
し
た
機
械
は
、自
ら
が

発
現
し
た
A
I
を
分
析
し
、経
験
す
べ

き
対
象
を
定
め
、新
た
に
経
験
す
る
事

を
決
め
る
。

　

そ
の
機
械
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
興

味
を
位
相
差
に
よ
っ
て
作
る
。ま
あ
、

T
hinkeye

を
A
C
な
ど
で
拡
張
す
れ

ば
、自
律
し
た
知
能
獲
得
と
意
味
あ
る

自
由
行
動
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ

う
。少
な
く
と
も
、必
要
の
無
い
情
報
収

集
は
し
な
く
と
も
よ
く
な
る
。知
り
た
い

こ
と
だ
け
知
ろ
う
と
す
る
。

　

A
I
に
限
界
が
あ
る
な
ら
超
え
る
デ

ザ
イ
ン
を
し
た
い
。だ
か
ら
い
つ
も
の
よ

う
に
仲
間
を
募
っ
た
。

　

そ
う
し
た
ら
、自
我
の
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
を
デ
ザ
イ
ン
し
よ

う
と
い
う
事
に
な
っ
た
。

　

兎
に
も
角
に
も
、Life on M

ars

を

聴
い
て
以
来
、人
間
で
は
な
い
何
か
を
作

ろ
う
と
３０
年
も
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。

伊
藤 

庸
一
郎 

教
授
よ
り

mes sage

2

空
想
の
経
緯

“
Life on M

ars”

　

１０
代
半
ば
、仕
方
も
居
場
所
も
な
く
、

工
業
高
校
デ
ザ
イ
ン
科
に
通
い
、日
々

課
題
を
こ
な
し
な
が
ら
、ど
こ
か
明
後

日
に
妄
想
を
馳
せ
て
い
た
。そ
の
こ
ろ

愛
聴
し
て
い
た
曲
にD

avid B
ow
ie

のLife on M
ars

が
あ
る
。

　

Life on M
ars

は
、長
ら
く
な
ぜ

か
、「
火
星
の
生
活
」と
誤
訳
さ
れ
、然

る
べ
き「
火
星
に
生
命
は
い
る
か
」と
は

異
な
っ
て
い
る
。内
容
は
、な
ん
と
な
く

毎
日
を
生
き
、映
画
館
で
時
間
を
潰
す

こ
と
し
か
で
き
な
い
少
女
や
、つ
ま
ら
な

い
周
り
の
出
来
事
を
眺
め
、あ
い
も
変

わ
ら
ぬ
日
常
を
み
て
、「
火
星
に
生
き
物

は
い
な
い
の
」と
つ
ぶ
や
く
も
の
。

　

翻
訳
者
が
題
名
を「
火
星
の
生
活
」

と
し
た
の
は
、お
そ
ら
く
、か
り
に
今
後
、

火
星
で
生
活
で
き
る
ほ
ど
の
変
革
が
進

ん
で
も
、ア
メ
リ
カ
人
は
、き
っ
と
素
晴

ら
し
い
何
か
に
気
づ
か
ず
、今
と
同
じ

こ
と
を
繰
り
返
す
だ
け
で
、い
っ
た
い
地

球
も
火
星
も
同
じ
な
の
だ
よ
と
言
い
た

か
っ
た
た
め
だ
と
思
う
。

　

歌
中「
だ
っ
て
ジ
ョ
ン
レ
ノ
ン
が
ま
た

売
れ
て
い
る
」は
、群
衆
の
変
わ
ら
ぬ
要

求
へ
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
で
あ
っ
て
、決
定
的
だ
。

　
こ
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
も
後
半
で
、「
ア
メ
リ

カ
は
未
だ
苦
し
い
夢
の
中
、火
星
に
生
命

は
い
な
い
の
か
！（
誰
か
こ
れ
を
救
っ
て

く
れ
な
い
だ
ろ
う
か
！
）と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
完
結
す
る
。

　
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
絆
さ
れ
て
今
が
あ

る
と
は
言
い
切
れ
な
く
も
な
く
、Life 

on M
ars

に
よ
っ
て
、何
か
、勝
手
に
使

命
を
授
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
火
星
に
生
命
を
み
つ
け
る

こ
と
は
叶
わ
ぬ
こ
と
な
の
で
、そ
こ
は
そ

れ
、火
星
的
な
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
を

所
望
さ
れ
た
と
誤
訳
し
た
。要
は「
人
間 

じ
ゃ
な
い
」を
作
れ
ば
い
い
と
、い
つ
の
間

に
か
す
り
替
え
た
。

　

因
み
に
、発
表
当
時
１
９
７
０
年
代

の
ア
メ
リ
カ
は
、オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、ベ
ト

ナ
ム
戦
争
と
経
済
的
混
乱
の
時
代
だ
っ

た
。誰
も
が
、閉
塞
感
や
焦
燥
感
か
ら

ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
求
め
た
。そ
ん

な
要
求
に
宇
宙
開
発
や
軍
拡
は
役
目

が
あ
っ
た
。ま
た
蚊
帳
の
外
に
置
か
れ
た

国
民
も
ご
多
分
に
漏
れ
ず
、地
球
外
に

「
誰
か
」を
求
め
て
い
た
。

　

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、真
面
目
に
宇

宙
開
発
や
軍
拡
を
進
め
た
人
も
い
て
、

A
I
は
密
か
に
誕
生
し
た
。

”N
eurom

ancer”

　

高
校
も
そ
ろ
そ
ろ
卒
業
と
い
う
１
９
８

５
年
冬
に
、一冊
の
S
F
小
説
と
出
会
っ
た
。

W
illiam

 G
ibson

のN
eurom

ancer

で
あ
る
。本
作
は
、サ
イ
バ
ー
パ
ン
ク
の
金

字
塔
で
あ
る
。そ
の
後
の
ア
ニ
メ
、映
画
に

多
大
な
影
響
を
与
え
、電
脳
と
い
う
言
葉

や
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
を
定
義
し
た
。

　

物
語
は
、近
未
来
の
雨
の
千
葉
か
ら
始

ま
り
、主
人
公
が
、A
I（
人
工
知
能
）冬
寂

（w
interm

ute

）と
戦
う
話
だ
。筆
舌
す
べ

き
は
、情
報
価
値
、リ
ア
ル
経
済
の
崩
壊
、社

会
の
構
造
変
化
、情
報
利
用
の
新
概
念
だ
。

　
既
に
近
未
来
に
関
し
て
は
、Philip K

　

D
ick

の〝
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
は
電
気
羊
の

夢
を
見
る
か
〞映
画
名「
ブ
レ
ー
ド
ラ
ン

ナ
ー
」に
て
、ロ
ボ
ッ
ト
と
人
間
、生
命
と

機
械
の
関
係
、は
た
ま
た
生
命
の
尊
厳
に

つ
い
て
、と
に
か
く
袋
小
路
で
テ
ク
ノ
ヒ
ス

テ
リ
ッ
ク
な
世
界
感
で
映
像
化
は
さ
れ
て

い
た
。そ
の
下
地
の
上
に
、N

eu
ro
-

m
ancer

は
、情
報
価
値
と
リ
ス
ク
を
載

せ
て
グ
グ
ッ
と
リ
ア
ル
に
寄
せ
て
来
た
。そ

の
上
、本
作
は
、電
気
的
に
人
と
機
械
が

繋
が
る「
電
脳
社
会
」が
舞
台
と
な
り
、人

が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
関
わ

る
情
報
空
間
を
示
し
た
。こ
れ
ら
は
、後

の
２
０
０
０
年
台
の
映
画
や
ア
ニ
メ
の
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
り
、情
報
技
術
を
考
え

る
諸
兄
姉
に
影
響
を
与
え
た
。

　
少
な
く
と
も
、私
はN

eurom
ancer

に
触
れ
た
日
か
ら
、そ
う
い
っ
た
未
来
を

実
現
す
る
道
を
這
い
は
い
始
め
た
。

　
本
作
の
登
場
人
物（
？
）に
、人
間
で
は

無
い
が
知
能
を
持
つ「
構
造
体
」な
る
機

械
が
あ
る
。見
た
目
は
手
の
平
に
乗
る
黒

い
箱
、ち
ょ
う
どiPhone

み
た
い
な
。

　
そ
の「
構
造
体
」は
、要
所
要
所
で
、主

人
公
を
助
け
る
の
で
あ
る
が
、中
身
は
、

死
者
の
生
前
の
行
動
か
ら
作
り
出
さ
れ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
いっ
た
設
定
だ
。

　
そ
う
、物
語
の「
構
造
体
」は
、機
械
学

習
に
よ
り
個
人
の
経
験
を
法
則
化
し
た

A
I
と
い
う
事
に
な
る
。主
人
公
は
こ
の

「
構
造
体
」に「
い
や
、あ
ん
た
だ
っ
た
ら
ど

う
す
る
？
」と
助
言
を
求
め
た
り
、「
こ
の

状
況
を
ど
う
に
か
し
て
く
れ
」と
頼
ん
で

難
を
逃
れ
る
。つ
ま
り
は
、A
I
と
人
間

の
協
働
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
す
ご
い
と
思
っ
た
。欲
し
く
な
っ

た
。ほ
ぼ一人
暮
ら
し
を
し
て
い
た
そ
の
こ

ろ
、強
が
っ
て
い
た
が
、い
ろ
い
ろ
助
け
て

欲
し
い
事
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
、き
っ
と
。

　
そ
れ
は
さ
て
お
き
、外
挿
に
よ
って
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
が
知
能
を
発
現
で
き
る
こ
と

を
知
っ
た
の
が
よ
っ
ぽ
ど
嬉
し
か
っ
た
の
だ

ろ
う
。機
会
が
あ
る
毎
に
、本
作
を
伝
道

し
た
。迷
惑
が
る
相
手
を
よ
そ
に
、２
時

間
で
も
３
時
間
で
も
語
り
、隙
あ
れ
ば
文

庫
本
も
贈
呈
し
た
。

　
そ
ん
な
布
教
活
動
は
、そ
の
後
、多
く

の
人
を
巻
き
込
み
、A
I
生
成
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）を
組
み
上
げ
て

い
く
事
に
繋
が
って
い
く
。

　

工
業
高
校
卒
業
か
ら
、名
古
屋
工
業

大
学
の
修
士
課
程
相
当
の
認
定
を
受
け
、

同
学
で
博
士（
工
学
）を
取
得
す
る
ま
で
、

順
番
は
デ
タ
ラ
メ
だ
が
、好
き
な
事
を
真

面
目
に
頑
張
っ
た
。

　
先
ず
は
、１
９
９
５
年
に
起
業
、と
に
か

く
ア
イ
デ
ィ
ア
を
思
い
つ
く
そ
ば
か
ら
い

ろ
い
ろ
試
し
た
。ス
ポ
ン
サ
ー
が
つ
か
な

か
っ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、競
争
的
資
金
を

得
て
な
ん
と
か
凌
い
だ
。必
要
で
あ
れ
ば
、

企
業
を
設
立
し
た
り
、一般
社
団
法
人
を

創
設
し
た
り
も
し
た
。

　
全
て
は
、ア
イ
デ
ィ
ア
を
形
に
し
た
い
が

為
の一期一会
の
集
ま
り
な
の
で
、今
や
、夏

草
や
兵
ど
も
が
夢
の
跡
な
の
は
、然
も
あ

り
な
ん
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
、２
０
０
０
年
に
は
、自
前
の

A
I
生
成
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「Thinkeye

」を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「Thinkeye

」は
、熱
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
モ

デ
ル
を
使
っ
た
機
械
学
習
エ
ン
ジ
ン
で
あ

る
。与
え
ら
れ
た
事
象
デ
ー
タ
か
ら
、情
報

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
を
解
析
し
、決
定
木
形
式

の
法
則（
風
が
吹
け
ば
桶
屋
が
儲
か
る
み

た
い
な
）を
生
成
し
て
、適
宜
、予
知
予
測

か
ら
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
走
ら
せ
る
い
わ

ゆ
る
人
工
知
能
を
発
現
す
る
シ
ス
テ
ム
だ
。

　

N
eurom

ancer

と
出
会
って
か
れ
こ

れ
、
１０
年
経
って
し
ま
っ
た
が
、人
間
の
経

験
か
ら「
構
造
体
」＝「
彼
」を
作
り
だ
す

仕
組
み
を
手
に
入
れ
た
。特
許
も
取
得
し

た
。空
想
の一部
は
現
実
に
な
っ
た
。

　

以
後「
彼
」は
、デ
ザ
イ
ナ
ー
と
な
っ
て

椅
子
や
グ
リ
ッ
プ
を
作
っ
た
り
、職
人
に

な
っ
て
、機
械
や
工
場
を
動
か
し
た
り
も

し
た
。ま
た
、疾
病
予
防
や
安
眠
の
た
め

の
空
調
を
考
え
る
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
も

し
て
き
た
。
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C
O

M
M

U
 2017

主
な
業
績

A社：空間・パーテーション設計（名古屋市千種区：＠rezist）

スタンディングバー：空間設計（名古屋市中区：＠rezist）

ハイボールバー：空間設計（名古屋市東区：＠rezist） そ
の
他
の
活
動

受
賞

経
済
産
業
省
が
企
画
す
る
産
地
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
事
業
で
伊
勢
形
紙
共
同
組

合
と
制
作
し
た「
形
紙
あ
か
り
」が
、リ

ビ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

O
Z
O
N
E
主
催「
第
１
回
和
の
あ
る

暮
ら
し
の
カ
タ
チ
展
」に
て
グ
ラ
ン
プ
リ

受
賞（2006.3

）

論
文（
時
系
列
）

●
秋
田
美
穂
・
戸
部
栄
一
：
建
築
系
大

学
教
員
の
設
計
教
育
に
お
け
る
ス
ケ
ー

ル
感
の
認
識
と
設
計
課
題
に
関
す
る
研

究
、日
本
建
築
学
会
建
築
教
育
委
員

会
、第
５
回
建
築
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

論
文
集
，pp.87-90

，2005.1

●
秋
田
美
穂
・
戸
部
栄
一
：
建
築
系
大

学
教
員
の
設
計
教
育
に
お
け
る
ス
ケ
ー

ル
感
の
認
識
と
設
計
課
題
に
関
す
る
研

究
、日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集

　

第
5
9
6
号
、pp

.235-238

、

2005.10

●
戸
部
栄
一・
秋
田
美
穂
：
高
さ
ス

ケ
ー
ル
を
含
む
３
次
元
の
空
間
把
握
習

得
に
関
す
る
研
究
、日
本
建
築
学
会
建

築
教
育
委
員
会
、第
６
回
建
築
教
育
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集
、pp.25-28

、

2006.1

●
秋
田
美
穂
・
戸
部
栄
一
：
尺
度
基
準

を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
感

習
得
の
分
析
〜
高
さ
ス
ケ
ー
ル
習
得
に

お
け
る
課
題
の
検
討
〜
、日
本
建
築
学

会
建
築
教
育
委
員
会
、第
８
回
建
築

教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
建
築
教
育
研
究
論

文
報
告
集
、pp.55-58

，2008.1

●
秋
田
美
穂
・
谷
口
元
：
設
計
課
題
に

お
け
る
初
学
生
の
受
講
過
程
意
識
調

査
、日
本
建
築
学
会
東
海
支
部
研
究
報

告
集
第
47
号
、pp.469-472, 2009.2

●
秋
田
美
穂
・
谷
口
元
：
設
計
課
題
の

受
講
過
程
に
お
け
る
初
学
生
の
自
己

評
価
の
推
移
、日
本
建
築
学
会
大
会
学

術
講
演
梗
概
集（
東
北
）E-

2
分
冊
、

pp.689-690, 2009.7

●
秋
田
美
穂
・
谷
口
元
：
初
学
生
の
受

講
過
程
に
お
け
る
学
習
量
と
成
績
評

価
に
関
す
る
考
察
、日
本
建
築
学
会
学

術
講
演
梗
概
集（
北
陸
）E-

2
分
冊
、

pp.657-658, 2010.7

●
秋
田
美
穂
・
谷
口
元
：
設
計
課
題
の

受
講
過
程
に
お
け
る
初
学
生
の
学
習
量

及
び
空
間
想
像
力
と
成
績
に
関
す
る
考

察
、日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集　

第
6
6
3
号, pp.1045-1051, 2011.5 

●
秋
田
美
穂
・
谷
口
元
・
恒
川
和
久
：

建
築
設
計
課
題
で
描
か
れ
た
ス
ケ
ッ
チ

の
描
画
や
記
述
の
量
か
ら
の
考
察-

建

築
設
計
教
育
に
お
け
る
初
期
段
階
の
学

習
成
果
向
上
の
た
め
の
研
究-

、日
本
建

築
学
会
大
会（
九
州
）学
術
講
演
梗
概

集
2
0
1
4
教
育,pp.1-2,2014.9

●
秋
田
美
穂
、村
上
心
、川
野
紀
江
：

U
R
賃
貸
住
宅
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト-

ハ
ー
フ
ビ
ル
ド
賃
貸
住
戸
の
提
案-

、日

本
建
築
学
会
大
会（
九
州
）デ
ザ
イ
ン
発

表
梗
概
集
、pp.332 -333,2016.8

新
聞
掲
載

朝
日
新
聞 

2
0
0
7
年
４
月
19
日
掲
載

中
日
新
聞 
2
0
0
7
年
４
月
17
日
掲
載

伊
勢
新
聞 
2
0
0
7
年
４
月
17
日
掲
載

（
全
て「
秋
田
美
穂
形
紙
あ
か
り
展
」に

関
す
る
記
事
）

み
ん
な
の
フ
ァッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
運
営
委
員

お
よ
び
事
務
局
長（
2
0
1
3.

6
〜

2
0
1
5.

2
）

椙
山
女
学
園
大
学
生
活
科
学
部
持
続
可

能
な
Ｕ
Ｒ
団
地
構
築
ユ
ニッ
ト　
Ｕ
Ｒ
住

宅
改
修
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
計・施
工
指
導

員（
2
0
1
5.

4
〜
2
0
1
6.

3
）

日
本
建
築
学
会
建
築
教
育
委
員
会
建
築

教
育
本
委
員
会
子
ど
も
教
育
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
委
員（
2
0
1
6.

4
〜
現

在
に
至
る
）

社
団
法
人
日
本
建
築
家
協
会
主
催

ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ュ
ー
ブ
賞
運
営
委
員

（
2
0
1
6.

6
〜
現
在
に
至
る
）

秋
田 

美
穂 

准
教
授
よ
り

　

日
本
の
建
築
教
育
で
は
、意
匠
設
計

だ
け
で
な
く
構
造
や
環
境
・
設
備
、歴

史
、法
規
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学

ば
な
く
て
は
な
ら
ず
、入
学
後
に
は
戸

惑
わ
れ
た
方
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま

す
。し
か
し
、逆
の
視
点
で
み
る
と
、建

築
を
学
ん
だ
後
に
意
匠
設
計
だ
け
で
な

く
、構
造
設
計
や
イ
ン
テ
リ
ア
設
計
を

す
る
会
社
、さ
ら
に
は
建
築
建
材
メ
ー

カ
ー
や
施
工
会
社
と
い
っ
た
自
分
の

培
っ
た
ス
キ
ル
を
社
会
に
役
立
て
る
多

方
面
の
場
が
あ
り
、チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と

も
言
え
ま
す
。実
務
の
仕
事
で
は
、意

匠
の
設
計
だ
け
で
な
く
、お
客
様
に
プ

レ
ゼ
ン
し
た
り
、職
人
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
た
り
と
様
々
な
能

力
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。そ
れ
ら
は
、必

ず
し
も
全
て
学
内
で
学
ん
だ
も
の
で
は

な
く
、ア
ル
バ
イ
ト
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
趣
味
な
ど
学
校
時
間

外
で
の
経
験
が
活
き
る
こ
と
も
多
く
あ

り
ま
す
。私
は
人
生
に
お
い
て
な
に
ひ

と
つ
無
駄
な
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。時
に
は
、息
を
抜
く
時
も
必

要
で
す
し
、挫
折
を
感
じ
る
こ
と
も
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。毎
日
食
事
を
し
て

き
た
も
の
で
皆
さ
ん
の
今
の
身
体
が
つ

く
ら
れ
て
い
く
よ
う
に
、皆
さ
ん
の
日
々

の
生
活
の一つ
ひ
と
つ
が
無
駄
な
く
皆
さ

ん
自
身
を
つ
く
っ
て
い
く
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。現
在
、日
本
の
よ
う
な
先
進
国

で
教
育
制
度
が
充
実
し
て
い
る
国
に
お

い
て
も
大
学
の
進
学
率
は
2
0
1
4

年
の
時
点
で
56.

7
％
で
す
。そ
ん
な

中
、そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
興
味
を

持
ち
、大
学
生
で
い
ら
れ
る
贅
沢
な
期

間
を
大
切
に
自
分
の
た
め
に
使
っ
て
く

だ
さ
い
。社
会
に
出
る
前
に
様
々
な
経

験
と
体
験
を
し
て
自
分
の
身
体
の一
部

に
し
、よ
り
魅
力
的
な
人
に
な
っ
て
く
だ

さ
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

建
築
設
計
教
育
に
お
け
る
初
期
段
階

の
設
計
能
力
育
成
に
関
す
る
研
究
を
主

た
る
研
究
の
テ
ー
マ
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

建
築・イ
ン
テ
リ
ア
の
設
計
を
学
ぶ
学

生
の
中
で
も
学
習
成
果
を
得
て
い
る
学

習
内
容
や
方
法
を
探
る
こ
と
で
、設
計

能
力
向
上
の
方
法
を
明
ら
か
に
し
て
お

り
ま
す
。研
究
の
方
法
と
し
て
は
、成
績

の
推
移
類
型
別
に
ス
ケ
ッ
チ
や
建
築
見

学
、資
料
収
集
な
ど
の
学
習
量
を
比
較

す
る
も
の
や
、成
績
と
学
習
の
自
己
認
識

を
因
子
分
析
お
よ
び
重
回
帰
分
析
に
よ

り
探
る
も
の
、さ
ら
に
設
計
の
際
に
描
か

れ
た
ス
ケ
ッ
チ
の
描
画
や
記
述
を
課
題
別

お
よ
び
時
系
列
に
詳
細
に
み
る
こ
と
で
、

設
計
の
際
に
学
生
が
意
識
し
て
い
る
も

の
の
変
化
を
み
る
も
の
な
ど
が
あ
り
ま

す
。教
育
の
現
場
で
よ
く
議
論
が
な
さ
れ

て
い
る
学
習
を
し
た
か
ら
よ
い
成
果
を
得

て
い
る
の
か
、良
い
成
績
を
と
る
優
秀
な

学
生
は
学
習
を
す
る
の
か
は
、建
築
・イ

ン
テ
リ
ア
の
設
計
教
育
に
お
い
て
も
同
じ

議
論
は
あ
る
も
の
の
、技
術
的
な
教
育
も

含
ん
だ
専
門
教
育
で
あ
る
が
ゆ
え
に
学

習
の
方
法
が
つ
か
め
ず
成
果
を
得
ら
れ

て
い
な
い
学
生
も
お
り
ま
す
。少
し
で
も

多
く
の
学
生
が
空
間
を
創
造
す
る
楽
し

さ
を
知
り
、社
会
で
活
躍
で
き
る
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
研
究
を
し
て
お
り

ま
す
。今
後
は
、実
務
で
の
成
果
発
表
も

積
極
的
に
行
い
、教
育
の
場
で
活
用
し
て

い
き
た
い
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

所
属　

造
形
学
部
建
築
学
科

　
　
　
（
准
教
授
）

学
位　

博
士（
工
学
）

略
歴　

椙
山
女
学
園
大
学

　
　
　

生
活
科
学
部
生
活
環
境
学
科

　
　
　

卒
業

　
　
　

名
古
屋
文
化
短
期
大
学

　
　
　

生
活
文
化
専
攻

　
　
　

副
手
を
経
て
講
師

　
　
　

椙
山
女
学
園
大
学
大
学
院

　
　
　

生
活
科
学
研
究
科

　
　
　

生
活
環
境
学
専
攻
修
士
過
程

　
　
　

修
了

　
　
　

名
古
屋
大
学
大
学
院

　
　
　

環
境
学
研
究
科

　
　
　

都
市
環
境
学
専
攻

　
　
　

博
士
後
期
過
程　

修
了

　
　
　

株
式
会
社
レ
ジ
ス
ト

　
　
　

空
間
デ
ザ
イ
ナ
ー・イ
ン
テ
リ

　
　
　
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
経
て
、

　
　
　

現
在
、愛
知
産
業
大
学

　
　
　

造
形
学
部
建
築
学
科
准
教
授

　
　
　

M
A
 design 

秋
田
美
穂

　
　
　
イ
ン
テ
リ
ア
設
計
研
究
所

　
　
　

代
表

　
　
　

名
古
屋
文
化
短
期
大
学

　
　
　

非
常
勤
講
師

　
　
　

椙
山
女
学
園
大
学

　
　
　

非
常
勤
講
師

mes sage

3

主
な
研
究
テ
ー
マ

教
育
活
動
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新任教員紹介

平
宮 

正
志

デ
ザ
イ
ン
学
科 

准
教
授

　

初
め
ま
し
て
。昨
年

の
10
月
よ
り
、愛
知
産

業
大
学
で
准
教
授
と

し
て
勤
務
し
て
お
り

ま
す
平
宮
正
志
で
す
。

専
門
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
心
理
学
、臨
床
心

理
学
、人
間
関
係
論

な
ど
で
、教
職
科
目
を

中
心
に
担
当
し
て
い

ま
す
。ち
な
み
に
本
年
度
の
主
た
る
担
当
科
目
は
、教
職

科
目
と
し
て
は
教
育
相
談
、特
別
活
動
論
、道
徳
教
育
指

導
論
、教
育
原
理
、教
養
科
目
と
し
て
は
教
育
心
理
学
概

論
、心
理
学
、カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
概
論
を
担
当
、あ
る
い
は

後
期
に
担
当
予
定
で
す
。

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
心
理
学
が
専
門
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、長
年
教
育
現
場（
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
）で

教
育
相
談
あ
る
い
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
活
か
す
役
割
を

担
っ
て
き
ま
し
た
。今
後
も
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
マ
イ
ン
ド
を

大
切
に
業
務
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

4
月
に
愛
知
産
業
大
学
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
山
﨑

方
義
と
申
し
ま
す
。3
月
ま
で
産
業
機
械
メ
ー
カ
ー
の
株

式
会
社
ク
ボ
タ
に
勤
務
し
、長
年
広
告
を
中
心
と
す
る

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ら
び
に
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
実
務
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。ま
た
同
時
に
そ

の
領
域
で
の
教
育
や
研
究
活
動
に
も
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。こ
の
度
専
任
の
教
員
と
な
っ
た
こ
と
で
、こ
れ
ま
で
に

培
っ
た
経
験
を
活
か
し
、ま
た
さ
ら
に
精
進
し
、大
学
と

社
会
に
貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

関
西
で
の
生
活
が

長
く
、奈
良
や
京
都

の
史
跡
を
時
折
訪
ね

て
い
ま
し
た
が
、大
学

の
あ
る
岡
崎
も
歴
史

と
自
然
に
彩
ら
れ
た

美
し
い
街
で
す
。休
日

に
は
ゆ
っ
く
り
と
歴
史

街
道
を
散
策
す
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。

山
﨑 

方
義

総
合
経
営
学
科 

教
授

建
部 

貴
弘

総
合
経
営
学
科 

准
教
授

　

初
め
ま
し
て
、建

部
貴
弘
と
申
し
ま

す
。幼
少
か
ら
運
動

が
大
好
き
で
、現
在

で
は
ス
キ
ー
、サ
ッ

カ
ー
、マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
等
を
、ま
た
ス
ポ
ー

ツ
観
戦
も
大
好
き
で

す
。当
初
は
保
健
体

育
教
員
を
目
指
し
て

い
ま
し
た
が
、大
学
院
で
の
出
会
い
や
そ
こ
で
の
経
験
が

大
学
教
員
を
目
指
す
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。研
究

分
野
は「
健
康
科
学
」で
、若
年
世
代
の
体
型
変
化
や
健

康
管
理
、運
動
に
お
け
る
傷
害
な
ど
に
つ
い
て
研
究
し
て

き
ま
し
た
。最
近
は
、様
々
な
分
野
の
方
と
の
出
会
い
も

あ
り
、こ
れ
ま
で
と
異
な
る
分
野
の
研
究
に
も
積
極
的
に

参
加
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
私
は
出
会
い
に
よ
り
の
多

く
の
チ
ャ
ン
ス
を
頂
き
ま
し
た
。学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、

大
学
四
年
間
だ
け
で
は
な
く
今
後
す
べ
て
の「
出
会
い
」

と「
出
会
っ
た
人
・モ
ノ
」を
大
切
に
し
て
過
ご
し
て
い
っ

て
欲
し
い
と
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

TOPICS.4

二
年
連
続
で
就
職
内
定
率
90
％
越
え

就
職
支
援
の
内
容
と
は

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
・
松
本
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

昨
年
度
、一
昨
年
度
と
３
学
科

就
職
率
が
90
％
越
え
。

学
生
に
対
し
、ど
の
よ
う
な

支
援
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

学
生
一
人
ひ
と
り
と
真
摯
に
向
き
合

い
、尊
重
し
、成
長
を
支
援
す
る
よ
う

心
掛
け
て
い
ま
す
。そ
し
て
、常
に
学
生

の
状
況
を
把
握
で
き
る
よ
う
教
員
と
連

携
し
、未
決
定
の
学
生
を
放
置
し
な
い

私
た
ち
の
姿
勢
が
こ
の
数
字
と
な
り
ま

し
た
。ま
た
、日
頃
の
面
談
だ
け
で
な

く
、行
事
や
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
ま

す
。例
え
ば
、１
年
次
か
ら
キ
ャ
リ
ア
に

関
す
る
授
業
を
展
開
し
て
い
る
だ
け
で

な
く
、昨
年
よ
り
企
業
訪
問
に
通
ず
る

バ
ス
研
修
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。３
年

次
か
ら
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
支
援
、

そ
し
て
４
年
次
に
は
学
内
で
の
合
同
企

業
説
明
会
や
個
別
で
の
企
業
面
談
会

な
ど
各
種
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
し
、

年
々
企
業
か
ら
の
申
込
数
も
増
加
し
て

い
る
状
況
で
す
。

自
動
販
売
機
ラ
ッ
ピ
ン
グ

　

本
学
二
号
館
前
に
あ
る
自
動
販
売

機
に
、学
生
が
考
案
し
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ

デ
ザ
イ
ン
が
施
さ
れ
、こ
の
ほ
ど
お
披

露
目
さ
れ
ま
し
た
。２
０
１
６
年
末
か

ら
本
学
学
生
を
対
象
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
デ

ザ
イ
ン
を
公
募
。
11
名
か
ら
21
作
品
の

応
募
が
あ
り
、学
長
が
指
名
し
た
審
査

員
に
よ
り
厳
正
な
審
査
を
行
っ
た
結

果
、今
回
完
成
し
た
作
品
が
最
優
秀
賞

と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

選
ば
れ
た
の
は
デ
ザ
イ
ン
学
科
４
年

の
松
岡
諒
樹
さ
ん
の
作
品
。

　

お
披
露
目
さ
れ
た
自
動
販
売
機
を

見
て「
実
物
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、す

ご
く
う
れ
し
い
で
す
。レ
ン
ガ
の
質
感

が
こ
こ
ま
で
再
現
さ
れ
る
な
ん
て
驚
き

で
す
。現
在
４
年
生
で
就
職
活
動
中
で

す
が
、自
分
の
成
果
と
し
て
自
己
Ｐ
Ｒ

に
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

な
お
、今
回
の
コ
ン
ペ
に
は
次
点（
優

秀
賞
）と
し
て
デ
ザ
イ
ン
学
科
４
年
の

木
本
知
里
さ
ん
の
作
品
も
表
彰
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
回
初
め
て
企
画
さ
れ
た
自
動
販

売
機
ラ
ッ
ピ
ン
グ
コ
ン
ペ
で
す
が
、今
後

も
２
年
ご
と
に
行
う
予
定
で
す
。日
頃

の
学
習
の
成
果
を
試
す
場
と
し
て
、今

後
も
自
動
販
売
機
の
売
り
上
げ
が
伸

び
る
よ
う
な
良
い
作
品
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

他
大
学
に
比
べ
、本
学
の

キ
ャ
リ
ア
支
援
が
優
れ
て
い
る

一
番
の
特
長
は
何
で
す
か
？

　

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
職
員
個
々
の
ス
キ

ル
と
、教
員
と
の
信
頼
関
係
で
す
。学
生

全
員
が
必
ず
し
も
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

系
の
授
業
を
受
講
す
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。ま
た
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
を
訪
れ

な
い
学
生
も
い
ま
す
。自
ら
動
く
こ
と
を

得
意
と
し
な
い
学
生
に
対
し
て
、キ
ャ
リ

ア
支
援
課
の
相
談
員
が
学
生
個
々
の
レ

ベ
ル
に
合
わ
せ
た
支
援
が
で
き
る
よ
う

日
々
、向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

学
生
の
個
別
就
職
活
動

状
況
の
把
握
は

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
ま
す
か
？

　
口
頭
で
の
情
報
交
換
や
集
計
表
等
の

作
成
、学
生
管
理
シ
ス
テ
ム（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｐ

Ａ
）へ
の
入
力
、紙
面
へ
の
記
入
、情
報
共

有
メ
ー
ル
な
ど
様
々
な
か
た
ち
で
把
握

し
て
い
ま
す
。一方
で
、面
談
を
通
し
て
得

た
学
生
の
情
報
を
第
三
者
へ
の
公
表
す

る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
は
学
生
の
意

向
を
尊
重
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
就
活
に
対
す
る

心
構
え
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

学
生
へ
指
導
す
る
時
代
は
終
わ
り
ま

し
た
。企
業
は
、た
だ
言
わ
れ
た
こ
と
を

で
き
る
人
を
求
め
て
は
い
ま
せ
ん
。「
い
か

に
学
生
が
自
主
性
を
育
め
ら
れ
る
か
」に

注
力
し
た
支
援
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
入
社
の
た
め
の
就
活
」支
援
は

し
て
い
ま
せ
ん
。学
生
自
身
が
中
長
期

的
な
キ
ャ
リ
ア
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、入
社
後
へ
の
在
り
方
に
対
し
て
も
支

援
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

T
O

PIC
S.5

T
O

PIC
S.6
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平成8年4月／開設
学長／堀越 哲美
通信教育部長／佐藤 延男
事務局長／伊藤 旬二
事務室長／鈴木 康弘
学生数／８99名
教職員数／教員：６名、非常勤：42名、職員：４名
設置学部・学科／募集定員
造形学部・建築学科／１００名（３年次編入学２００名）

造形学部・デザイン学科（募集停止）

□
□
□
□
□
□
□
□

□

□

アクセス／
名鉄名古屋本線「藤川駅」よりスクールバス３分
◎藤川駅へは、名鉄名古屋駅より４５分、
豊橋駅より名鉄にて３０分
◎名古屋スクーリング会場
（金山総合駅南口より南へ徒歩3分）
◎東京スクーリング会場
（JR山手線「田町駅」より徒歩１０分）

□

□
□

所在地／
◎岡崎校舎／
〒４４４‐０００５ 愛知県岡崎市岡町原山１２‐５
◎名古屋スクーリング会場／
〒456‐0018 名古屋市熱田区新尾頭１‐１２‐１０　
ELICビジネス＆公務員専門学校内
◎東京スクーリング会場／
〒105‐0014 東京都港区芝２‐２９‐１３キンレイビル
TEL：０５６４‐４８‐８２８２
http//www.asu.ac.jp/tsukyo/

C
O

M
M

U
 2017

建
築
を
学
び
た
い
人
の
た
め
の

通
信
教
育

※他に、科目等履修生（１科目から受講可能）／特修生（本学入学資格取得）制度あり

　

2
0
1
7
年
度
よ
り
東
京
ス
ク
ー

リ
ン
グ
会
場
の
拡
張
、一
部
改
装
を
行

い
ま
し
た
。こ
れ
に
伴
い
東
京
の
平
日

ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
充
実
を
図
り
、平
日

参
加
の
み
で
も
卒
業
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。土
日
が
仕
事
で
ス
ク
ー

リ
ン
グ
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
で

も
、主
に
水
曜
日
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を

利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
建
築
士

の
受
験
資
格
を
得
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

東
京
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の

充
実

学
習
ガ
イ
ダ
ン
ス

全
国
展
開

▲東京都港区（田町駅からが便利）

　

通
信
教
育
で
は
自
分
自
身
で
調
べ
、

学
ぶ
機
会
が
多
く
あ
り
ま
す
。で
す
が
、

そ
れ
は
必
ず
し
も
自
分一人
で
解
決
し
な

く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。オ
ン
ラ
イ
ン
の
シ
ス
テ
ム
を
使

用
す
る
こ
と
で
各
教
科
の
担
当
教
員
と

連
絡
を
取
り
合
い
、学
習
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、直
接
教
員
に
会

い
、対
面
で
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
機
会
も
設
け
て
い
ま
す
。そ
れ
が

「
オ
ー
プ
ン
教
室
」で
す
。主
に
名
古
屋
、

東
京
で
月
に一度
の
ペ
ー
ス
で
行
っ
て
い
ま

す
。加
え
て
、昨
年
度
よ
り
名
古
屋
、東

京
以
外
に
全
国
７
会
場
で
同
内
容
の

「
学
習
ガ
イ
ダ
ン
ス
」を
始
め
ま
し
た
。

北
海
道
、仙
台
、福
岡
、大
阪
、愛
媛
、広

島
、沖
縄
の
各
都
市
で
実
施
し
、合
計
50

名
以
上
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
教
員
と
の
距
離
が
近
い
」通
信
教

育
で
あ
る
た
め
に
、今
後
も
学
生
の
皆

様
に
身
近
な
サ
ポ
ー
ト
が
提
供
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

造形学部 建築学科／造形学部 デザイン学科
(募集停止)

愛知産業大学
通信教育部
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オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
に
て
学
習
を
進
め
る

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
。昨
年
ま
で
は
レ
ポ
ー
ト

提
出
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
る
程
度
の
内

容
で
し
た
が
、今
年
度
よ
り
大
幅
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
。自
宅
に
居
な
が
ら
科
目
終
末
試

験
が
受
験
で
き
る
科
目
が
３
倍
以
上
に

増
え
ま
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
学
習
を

進
め
、課
題
を
こ
な
し
、好
き
な
時
に
科

目
終
末
試
験
を
受
験
す
る
。わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
れ
ば
メ
ー
ル
で
担
当
教
員
に
直

接
質
問
で
き
る
。ま
さ
に
、い
つ
で
も
、ど

こ
で
も
学
べ
る
仕
組
み
に
な
って
い
ま
す
。

　

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
学
習
す
る
か
ら
と

い
っ
て
特
別
な
費
用
が
か
か
る
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
、社

会
人
の
方
が
よ

り
学
習
し
や
す

い
環
境
に
な
る
よ

う
に
進
化
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　

通
信
教
育
で
は
基
本
的
に
自
分
の

ペ
ー
ス
で
、好
き
な
時
に
好
き
な
科
目

の
学
習
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。そ
ん
な
中
で
例
外
的
に
特
殊
な
進

め
方
を
す
る
の
が「
卒
業
研
究
」で
す
。

「
卒
業
研
究
」は
在
学
中
に
学
ん
だ
こ

と
の
集
大
成
。一年
間
か
け
て
担
当
の
教

員
と
共
に
自
分
だ
け
の
作
品
を
作
成

し
て
い
き
ま
す
。

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、中
間
報
告
、

作
品
審
査
、最
終
面
接
審
査
と
い
っ
た

段
階
を
経
て
完
成
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

作
成
の
課
程
で
は
オ
ー
プ
ン
教
室
を
利

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
試
験
の

充
実

卒
業
研
究

松
本 

篤
先
生

先
生
紹
介

mes sage

1
研
究・教
育
活
動

学
生
の
み
な
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

高
校
を
卒
業
し
、社
会
に
出
る
前
に

大
学
の
通
学
過
程
に
進
む
学
生
が
多
い

中
、大
学
の
通
信
過
程
は
少
し
特
殊
な

学
び
方
、と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
I
C
T
が
急

速
に
発
展
し
た
現
在
、社
会
人
の
学
び

直
し
な
ど
大
学
で
の
学
習
形
態
が
多

様
化
す
る
中
で
、通
学
と
通
信
の
違
い

は
も
は
や
、学
ぶ
者
と
教
え
る
者
が
学

習
の
場
所
や
時
間
を
共
有（
同
期
）し

て
い
る
か
、そ
う
で
な
い（
非
同
期
）か

の
違
い
だ
け
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。通

学
課
程
で
も
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
は一
般
化

し
て
い
ま
す
し
、W
e
b
上
に
は
様
々

な
授
業
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
増
え
て
い
ま

す
。I
C
T
が一
般
化
し
た
現
代
で
は
、

非
同
期
の
環
境
で
の
学
び
は
時
代
の
最

先
端
に
位
置
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

通
学
と
通
信
が一
体
的
に
運
営
で
き
る

本
学
は
こ
の
ト
レ
ン
ド
を
意
識
し
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、私
の
研
究
室

の
研
究
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
に
、学
び
の
場

所
や
時
間
を
共
有
し
な
い
環
境
で
も
使

い
や
す
い
設
計
の
教
科
書
の
開
発
が
あ

り
、他
の
研
究
室
や
講
師
と
共
同
で
、

T
im
e-M

ap

（
年
表-

地
図
）と
言
う

も
の
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

図
１
は
私
が
作
成
し
た
り
集
め
た

り
し
た
、手
書
き
や
印
刷
さ
れ
た
年
表

で
す
。美
術
史
、庭
園
の
歴
史
、家
具
の

歴
史
や
、国
土
計
画
、ま
ち
づ
く
り
の

歴
史
、友
人
が
作
っ
た
も
の
で
す
が
、建

築
家
や
思
想
家
の
生
没
年
を
並
べ
た
も

の
や
、も
ち
ろ
ん
建
築
の
歴
史
も
あ
り

ま
す
。

　

複
数
の
年
表
を
イ
メ
ー
ジ
の
な
か
で

重
ね
て
み
る
と
、確
か
に
事
実
は
そ
の

と
お
り
な
の
で
す
が
、ち
ょっ
と
意
外
に

思
え
る
関
係
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、先
の
二
つ
の
大
戦
を
契
機

に
し
た
人
の
動
き
や
作
品
、計
画
な
ど

で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。重
要
な
芸
術

運
動
で
あ
る「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
」は
二
つ
の

大
戦
の
間
、わ
ず
か
14
年
間
し
か
存
在

し
ま
せ
ん
。そ
こ
で
の
主
要
人
物
が
戦

争
を
逃
れ
て
ア
メ
リ
カ
で
活
動
を
始
め

た
よ
う
に
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
連
綿
と
続
い

て
き
た
庭
園
の
系
譜
は
、戦
後
の
ア
メ

リ
カ
に
渡
り
、ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ

ン
と
言
う
分
野
を
確
立
さ
せ
ま
し
た
。

有
名
な
E
・ハ
ワ
ー
ド
の「
田
園
都
市
」

は
20
世
紀
初
め
こ
ろ
の
提
案
で
す
が
、

対
照
的
な
ル・コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の「
輝
く

都
市
」の
提
案
と
C
I
A
M
で「
ア
テ

ネ
憲
章
」が
発
表
さ
れ
た
年
は「
バ
ウ
ハ

ウ
ス
」
閉
鎖
と
同
じ
1
9
3
3
年
で

す
。「
輝
く
都
市
」に
描
か
れ
た
建
物
は

今
の
高
層
ビ
ル
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な

い
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、書
き
込
ま
れ

た
自
動
車
や
航
空
機
は
何
と
も
ク
ラ

シ
ッ
ク
で
す
。少
し
前
ま
で
T
型
フ
ォ
ー

ド
が
つ
く
ら
れ
、ビ
ー
ト
ル
が
登
場
す
る

の
は
あ
と
数
年
後
の
事
で
す
。そ
の
頃

日
本
で
は
、関
東
大
震
災
の
復
興
を
期

に
設
立
さ
れ
た
同
潤
会
に
よ
る
江
戸
川

ア
パ
ー
ト
が
着
工
し
た
ば
か
り
で
、大

阪
で
は
地
下
鉄
が
走
り
始
め
ま
し
た
。

二
つ
の
大
戦
の
間
は
21
年
で
す
。

　

年
表
は
事
実
を
並
べ
た
だ
け
の
も
の

（
ア
ー
カ
イ
ヴ
）で
す
が
、時
代
を
読
込

ん
だ
り
、他
の
出
来
事
と
関
連
づ
け
て

み
る
、そ
れ
が
起
こ
っ
た
場
所
を
確
認
し

て
み
る
な
ど
の
こ
と
で
、そ
こ
に
自
分
な

り
の
物
語（
ラ
イ
ブ
ラ
リ
）を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
う
す

れ
ば
、時
間
差
を
置
い
て
学
ん
で
き
た

様
々
な
こ
と
も
、体
系
的
な
知
識
と
し

て
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
試
用
し
て
い
るT

im
e-M

ap

（
図
２
）は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
、使
い
勝

手
が
ま
だ
ま
だ
な
の
で
す
が
、活
用
で

き
そ
う
な
I
C
T
の
技
術
は
近
年
広

く
共
有
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、い
ろ
い
ろ

な
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
参
考
に
、

T
im
e-M

ap

を
使
い
や
す
い
も
の
に
し

て
い
こ
う
と
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。

早
く
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
も
お
披
露
目
し

た
い
も
の
で
す
。

通
信
教
育
の
良
い
と
こ
ろ
は
、そ
れ
ぞ

れ
の
場
所
で
暮
ら
し
、い
ろ
い
ろ
な
分
野

で
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
と一
緒
に
学
べ

る
こ
と
で
す
。こ
こ
で
得
ら
れ
た
仲
間

は
、通
常
の
大
学
や
仕
事
関
係
で
は
得

難
い
、オ
ー
プ
ン
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。こ
こ
で
の
経
験
を
も
と

に
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、あ
る
い
は
生

活
や
仕
事
の
中
で
自
分
の
世
界
を
広

げ
て
い
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、人
生
を
よ

り
楽
し
く
過
ご
せ
る
と
思
い
ま
す
。

松
本
篤

造
形
学
部
通
信
教
育
部

建
築
学
科
教
授

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科

都
市
工
学
専
攻
修
士
課
程
修
了

設
計
事
務
所
勤
務
、大
学
講
師
な
ど
を

経
て
2
0
0
6
年
よ
り
現
職

「
景
観
法
と
景
観
ま
ち
づ
く
り
」、

日
本
建
築
学
会
編
、共
著

「
駐
車
場
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

-

都
市
再
生
の
た
め
に-

」、

国
際
交
通
安
全
学
会
編
、共
著

▲図1

▲図2

用
し
た
ゼ
ミ
に
参
加
し
た
り
、担
当
の

教
員
と
メ
ー
ル
で
相
談
を
し
な
が
ら
、

建
築
設
計
に
お
け
る
沢
山
の
問
題
と

直
面
し
て
い
き
ま
す
。

　

建
築
学
科
の
実
務
は
常
に
正
解
が

あ
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

通
常
の
レ
ポ
ー
ト
課
題
や
試
験
と
異
な

り
、長
い
時
間
を
か
け
て
色
々
な
問
題

と
向
き
合
い
、解
決
し
て
い
く
力
を
身

に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　

他
の
授
業
と
比
べ
て
大
変
な
内
容
で

は
あ
り
ま
す
が
、完
成
し
た
作
品
は
大

き
な
自
信
と
な
り
ま
す
。
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1
5
0
1
実
習
室
と
1
5
0
2
実

習
室
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
室
と

し
て
改
装
。学
生
が
自
由
に
学
習
に
取

り
組
め
る
設
備
を
整
え
ま
し
た
。P
C

の
使
用
も
可
能
で
す
。こ
の
部
屋
は
ス

ク
ー
リ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、「
e
ラ
ー
ニ

ン
グ
学
習
ガ
イ
ダ
ン
ス
」や「
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
」、「
教
員
の
研
修
」な
ど
で

も
利
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。本
学
の
学

生
な
ら
誰
で
も
、事
前
に
申
し
込
み
を

す
れ
ば
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。も
ち

ろ
ん
P
C
の
貸
し
出
し
も
し
て
い
ま

す
。グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
部
活
動
な
ど

で
も
使
用
で
き
ま
す
の
で
、お
気
軽
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
本
学
で
は
語
学
科
目
の
無
料
講
座
を

行
っ
て
い
ま
す
。内
容
は
英
語
、フ
ラ
ン
ス

語
、ハ
ン
ガ
リ
ー
語
と
多
彩
で
、興
味
の

あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
受
講
が
可
能

で
す
。英
語
で
は
T
O
E
I
C
®
の
対

策
を
中
心
に
、初
心
者
か
ら
上
級
者
ま

で
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
指
導
を
行
い
ま

す
。フ
ラ
ン
ス
語
、ハ
ン
ガ
リ
ー
語
は
単
に

語
学
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、そ
の
国
の
文

化
や
風
土
を
交
え
て
学
習
し
ま
す
。短

期
大
学
通
信
教
育
部
の
専
任
教
員
が

直
接
指
導
し
て
い
ま
す
の
で
、ス
ク
ー
リ

ン
グ
と
同
様
の
雰
囲
気
で
行
っ
て
い
ま

す
。入
学
を
お
考
え
で
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を

体
験
し
て
み
た
い
人
に
も
お
勧
め
で
す
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
室

設
置

語
学
科
目
の
無
料
講
座

平成6年4月／開設
学長／堀越 哲美　　
通信教育部長／横瀬 浩司
事務室長／原 知之　□ 学生数／648名　　　　　　
教職員数／教員：９名、非常勤：40名、職員：７名　
設置学部・学科／募集定員
◎国際コミュニケーション学科／６００名
　　（実用英語／英語教員養成／
　　 ネイティブ・イングリッシュ／日本語教育／
　　 子ども／心理の６コース）

□
□
□
□
□
□

□

◎専攻科／４０名（※短期大学卒業同等の要件を満たした者）
◎科目等履修生（１科目から受講可能）
◎特修生（本学入学資格取得）制度あり
アクセス／
◎名鉄名古屋本線「藤川駅」よりスクールバス３分
藤川駅へは、名鉄名古屋駅より４５分、豊橋駅より名鉄にて３０分
◎名古屋スク―リング会場
　（金山総合駅南口より南へ徒歩3分）
◎東京スクーリング会場
　（JR山手線「田町駅」より徒歩１０分）

□ 所在地／
◎岡崎校舎／
　〒４４４‐０００５　愛知県岡崎市岡町原山１２‐５
　TEL：０５６４‐４８‐８２８２
◎名古屋スクーリング会場／
　〒456‐0018 名古屋市熱田区新尾頭１‐１２‐１０　
　ELIC ビジネス＆公務員専門学校内
◎東京スクーリング会場／
　〒105‐0014 東京都港区芝２‐２９‐１３キンレイビル
   http//www.asu.ac.jp/tsukyo/

こ
こ
か
ら
つ
な
が
る

理
想
の
わ
た
し

▲英語講座 西田先生

▲ハンガリー語、フランス語講座 三苫先生

国際コミュニケーション学科 ／ 専攻科

愛知産業大学短期大学
通信教育部
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こ
れ
ま
で
研
究
内
容
はw

riting

が

中
心
で
し
た
。大
学
院
の
修
士
課
程
で

は
日
本
の
大
学
生
の
英
作
文
と
ア
メ
リ

カ
人
の
英
作
文
の
違
い
に
つ
い
て
、あ
い

ま
い
な
表
現
の
使
い
方
、接
続
詞
の
使

い
方
等
を
研
究
し
ま
し
た
。研
究
結
果

の一例
を
挙
げ
ま
す
と
、日
本
人
は
や
た

ら
と“I 

think”

を
使
い
ま
す
。ア
メ
リ

カ
人
の
作
文
に
は
ほ
と
ん
ど
全
く“

I 
think”

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。博
士

論
文
は
教
師
評
価
と
学
生
に
よ
る
相
互

間
評
価
と
自
己
評
価
の
違
い
に
つ
い
て

研
究
い
た
し
ま
し
た
。多
相
ラ
ッ
シ
ュ
分

析
と
い
う
統
計
を
使
い
ま
し
た
。以
下

が
結
果
の一部
で
す
。

　

将
来
を
見
据
え
、子
育
て
に
必
要
な

知
識
を
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、自
己
流

で
は
難
し
い
こ
と
を
痛
感
。「
や
は
り
き

ち
ん
と
し
た
場
所
で
学
ん
だ
ほ
う
が
い

い
」と
思
っ
た
の
が
通
信
教
育
を
選
ん

だ
き
っ
か
け
で
す
。せ
っ
か
く
し
っ
か
り

と
学
ぶ
の
な
ら
、保
育
士
の
資
格
も
取

得
し
た
い
と
考
え
、そ
の
資
格
を
活
か

し
て
職
に
つ
き
た
い
と
夢
を
抱
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。私
は
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

で
あ
り
、仕
事
も
し
て
い
ま
す
が
、両
親

の
年
齢
的
に
も
今
な
ら
ま
だ
協
力
を
得

　

現
在
はspeaking

の
評
価
に
つ
い

て
、学
生
間
の
相
互
評
価
、自
己
評
価
、

教
師
の
評
価
を
比
較
し
、ど
の
よ
う
に

学
生
の
相
互
評
価
、自
己
評
価
を
授
業

内
で
活
用
し
て
い
く
か
を
研
究
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
学
生
の
英

語
に
つ
い
て
の
意
識
に
つ
い
て
も
興
味
が

あ
り
、そ
ち
ら
の
方
も
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。例
え
ば
、い
つ

か
ら
英
語
が
好
き
に
な
っ
た
の
か
、嫌
い

に
な
っ
た
の
か
、や
は
り
、小
学
校
、中

学
、高
校
、そ
し
て
大
学
の
英
語
の
学
習

方
法
や
教
師
と
の
関
わ
り
合
い
等
が
と

て
も
大
切
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

い
か
に
こ
の
時
期
に
英
語
嫌
い
を
作
ら

な
い
か
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。少

し
で
も
英
語
嫌
い
を
作
ら
な
い
、英
語

好
き
を
作
る
授
業
法
や
学
習
方
法
を
、

研
究
を
通
し
て
伝
え
ら
れ
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

本
学
で
は
20
年
近
く
非
常
勤
講
師

を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、今
年
の
4
月

か
ら
専
任
講
師
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。現
在
は
面
接
授

業
の
科
目
で
は
英
語
科
教
育
法
Ⅰ
と

Ⅱ
、英
語
オ
ー
ラ
ル
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
、

英
語
総
合
演
習
、ベ
ー
シ
ッ
ク
英
語
を

担
当
し
て
お
り
ま
す
。専
攻
科
の
科
目

で
は
英
語
オ
ー
ラ
ル
・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
特
別
研
究
Ⅰ
と
Ⅱ
、言
語
特
別

研
究
Ⅰ
と
Ⅱ
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

面
接
授
業
は
直
接
学
生
さ
ん
に
教
授

で
き
、質
問
も
直
接
受
け
つ
け
る
こ
と

の
で
き
る
場
、ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
で
も
あ
る
の
で
、で
き
る
限
り
学

生
さ
ん
と
の
対
話
を
大
切
に
し
て
、学

生
さ
ん
に
と
っ
て
も
私
に
と
っ
て
も
、有

意
義
な
時
間
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。通
信
授
業
で
は
、英

語
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
、小
学
校
英
語
、英

米
文
学
、現
代
ア
メ
リ
カ
文
化
事
情
、

英
語
文
章
表
現
を
担
当
い
た
し
て
お

り
ま
す
。こ
れ
ら
の
科
目
の
中
に
は
す

で
に
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
対
応
の
ク
ラ
ス
も

あ
り
ま
す
が
、ま
だ
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
対

応
に
は
な
っ
て
は
い
な
い
科
目
も
あ
り

ま
す
の
で
、徐
々
に
全
科
目
を
e
ラ
ー

ニ
ン
グ
対
応
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
、ま
た
学
生
さ
ん
が
効
率

よ
く
学
べ
る
よ
う
に
、そ
れ
ら
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
よ
り一層
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

先
生
紹
介

松
野 

澄
江
先
生

外
山 

愛
さ
ん

mes sage

1
mes sage

3

大
西 

今
日
子
さ
ん

mes sage

2

主な研究業績
Matsuno，S.（2001）.A learner-centered classroom in 
general English class.The Language Teacher.46-47
Matsuno，S.（2002）.Sexism in japanese radio business 
English program textbooks.The JALT jonrnal.83-97
Matsuno，S.（2002）.Are men aggressive，competitive，
and critical thinkers?Are women Soft，cooperative，and 
non-critical thinkers? In case of japanese compositions
Written by japanese collge students.Proceedings of 
Temple University japan 4th Colloquium.
Matsuno，S.（2003）.Various turu-takings in a foreign 
language classroom.JACET Cyubu Bulletin.1-17.
Matsuno，S.（2004）.Self-assessment，peer-assessment，and 
teacher-assessment on Japanese University Students

‘writing an English composition,45-65,JLTA Journal,No.7.
Matsuno，S.（2007）.Self-,Peer-,and Teacher-assessment 
in japanese University EFL Writing 
Classrooms.Unpublished doctoral dissertation.
Matsuno，S.（2009）. Self-,Peer-,and Teacher-assessment 
in japanese University EFL Writing 
Classrooms.Language Testing,75-100.

1.
教
師
4
人
の
評
価
に
つ
い
て
は
多
少
の
違

い
が
あ
る
も
の
の
、か
な
り一貫
性
が
あ
る
。

2.
学
生
が
学
生
を
評
価
す
る
場
合
、

w
riting

の
ひ
ど
い
学
生
に
は
甘
い
評
価

を
、writing

の
上
手
な
学
生
に
は
厳
し

い
評
価
を
つ
け
が
ち
で
あ
る
。

3.
自
分
を
評
価
す
る
場
合
、評
価
は
低
く
つ

け
が
ち
で
あ
る
。

4.
2
に
つ
い
て
は
、学
生
自
身
のw

riting

能

力
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

5.
教
師
は
文
法
と
英
文
の
構
成
に
つ
い
て
か

な
り
厳
し
く
評
価
し
が
ち
で
あ
る
。

研
究
活
動

教
育
活
動

　
コ
ロ
ラ
ド
州
立
大
学
英
語
学
科
に
て

修
士
号
を
取
得
後
、愛
知
産
業
大
学

短
期
大
学
に
て
非
常
勤
講
師
を
始
め

る
。そ
の
後
、テ
ン
プ
ル
大
学
日
本
校
に

お
い
て
、Teaching English as a 

Second Language(T
ESO

L)

に

て
博
士
号
を
取
得
。愛
知
県
立
大
学
、

名
古
屋
大
学
、金
城
大
学
、名
古
屋
学

院
大
学
、名
城
大
学
で
非
常
勤
講
師
と

し
て
昨
年
ま
で
勤
務
。主
に
、英
語
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
、英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、英
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、比
較
文
化

論
、英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、英
語

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
ク
ラ
ス
を
担
当
。今

年
よ
り
現
職
。

略
歴

国
際
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

子
ど
も
コ
ー
ス

子
ど
も
に
夢
を
与
え
、

向
上
心
と
前
向
き
な
姿
勢
で
、

自
分
の
存
在
を
示
し
て
い
け
る

人
物
を
め
ざ
し
た
い
。

愛
産
大
の
通
信
教
育
は

何
か
に
気
づ
き
、疑
問
を
持
ち
、

そ
れ
を
知
り
た
い
と
思
う

「
学
び
の
体
質
を
つ
く
る

大
切
さ
」を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ら
れ
そ
う
だ
と
判
断
。子
ど
も
と
の
時

間
、仕
事
と
の
両
立
も
考
え
、入
学
を

決
意
し
ま
し
た
。

　

通
信
教
育
と
い
う
と
若
い
人
が
多
い

イ
メ
ー
ジ
で
し
た
が
、入
学
し
て
み
る

と
社
会
人
の
方
も
多
く
、さ
ま
ざ
ま
な

目
的
を
持
っ
て
学
ん
で
い
る
こ
と
が
新

鮮
で
し
た
。ま
た
、科
目
の
レ
ポ
ー
ト
な

ん
て
こ
れ
ま
で
や
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た

の
で
、ち
ゃ
ん
と
書
け
る
の
だ
ろ
う
か
と

心
配
で
し
た
が
、意
外
に
良
い
点
数
を

も
ら
え
る
こ
と
も
あ
り
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

学
ん
で
い
く
に
し
た
が
っ
て「
学
ぶ
」

と
い
う
姿
勢
を
持
つ
こ
と
は
、自
分
の

心
を
豊
か
に
す
る
も
の
だ
と
実
感
。知

識
だ
け
で
な
く
、学
び
の
姿
勢
の
大
切

さ
も
周
囲
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。今
後
、子

ど
も
と
関
わ
る
仕
事
に
就
く
こ
と
が
で

き
た
ら
、子
ど
も
に
夢
を
与
え
、向
上

心
を
持
っ
て
前
向
き
に
進
む
こ
と
で
、

自
分
の
存
在
を
示
し
て
い
け
る
よ
う
な

人
物
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
現
在
、奈
良
県
の
小
学
校
で
発

達
障
害
児
な
ど
を
支
援
す
る
支
援
員

を
し
て
い
ま
す
。愛
産
大
の
通
信
教
育

で
学
ぼ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、趣
味

程
度
に
楽
し
ん
で
い
た
英
語
を
し
っ
か

り
と
学
び
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。数
あ
る

通
信
教
育
の
中
で
も
、愛
産
大
は
学
習

内
容
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、授
業
料
な
ど
の

バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、自
分
の
生
活
ス
タ

イ
ル
の
中
で
働
き
な
が
ら
無
理
な
く
学

べ
る
と
思
い
、入
学
を
決
め
ま
し
た
。

　

短
大
で
２
年
間
学
び
、卒
業
後
は
発

達
障
害
の
分
野
を
学
ぼ
う
と
思
っ
た
の

で
す
が
、せ
っ
か
く
こ
こ
ま
で
英
語
を
学

ん
だ
の
だ
か
ら
、と
こ
と
ん
学
び
尽
し

て
み
た
い
と
思
い
直
し
、専
攻
科
で
さ

ら
に
２
年
勉
強
。生
徒
た
ち
に
も「
い
ま

私
は
大
学
生
な
ん
だ
よ
。み
ん
な
も
い
っ

し
ょ
に
勉
強
し
よ
う
ね
」と
励
ま
し
合

い
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

　

愛
産
大
の
通
信
教
育
で
最
も
魅
力

的
な
の
は
、e
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
ス
ク
ー
リ

保育士試験
合格

ン
グ
で
す
。e
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
レ
ポ
ー
ト

提
出
や
科
目
終
末
試
験
、単
位
修
得

ま
で
全
部
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
る
の
で
、

時
間
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
自
分
の

ペ
ー
ス
で
で
き
る
の
が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト

で
す
。私
は
こ
の
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
な

か
っ
た
ら
、専
攻
科
に
進
ま
な
か
っ
た
と

思
う
く
ら
い
、こ
の
制
度
に
恩
恵
を
受

け
ま
し
た
。

　
ス
ク
ー
リ
ン
グ
も
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
学
生
の
方
た
ち

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
た
こ
と

が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。毎
回
学
生

た
ち
と
顔
を
合
わ
せ
る
た
び
に
親
交
が

深
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。ま
た
、ス
ク
ー

リ
ン
グ
後
に
皆
で一
緒
に
食
事
に
行
っ
た

り
す
る
、そ
の
時
間
が
と
て
も
楽
し
み

で
し
た
。先
生
も
含
め
、勉
強
以
外
の

話
を
す
る
こ
と
で
、自
分
の
考
え
方
や

視
野
が
広
が
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

た
だ
、充
実
し
た
学
び
を
得
る
た
め

に
は
努
力
も
必
要
で
す
。い
く
ら
先
生

方
が
熱
心
で
心
強
い
仲
間
が
い
た
と
し

て
も
、自
分
自
身
が
よ
り
良
く
学
ぶ
た

め
に
は
、自
ら
考
え
、工
夫
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。多
く
の
学
生
が
悩
む
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
が
、社
会
人
に
と
っ
て

学
習
時
間
を
確
保
す
る
の
は
と
て
も
難

し
い
と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
私
が
し

た
こ
と
は
、年
頭
に
そ
の
１
年
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
し
っ
か
り
と
立
て
る
こ
と
。

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
途
切
れ
さ
せ
ず
、無

理
な
く
学
べ
る
学
習
計
画
を
練
っ
て
、一

度
決
め
た
ら
絶
対
に
や
り
と
げ
る
と
い

う
気
持
ち
で
臨
み
ま
し
た
。そ
の
気
持

ち
を
盛
り
上
げ
る
の
が
、ス
ク
ー
リ
ン
グ

で
あ
り
、先
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
な
の
で
、そ
う
い
っ
た
チ
ャ
ン
ス
を
活

か
し
、自
分
自
身
を
う
ま
く
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が
目
標
達
成
の

近
道
だ
と
思
い
ま
す
。

　

通
信
教
育
で
４
年
間
学
ん
だ
こ
と
で

得
た
も
の
は
、常
に
何
か
に
気
づ
き
、疑

問
を
持
ち
、そ
れ
を
知
り
た
い
と
思
う

〝
学
び
の
体
質
〞を
つ
く
る
こ
と
が
大
事

だ
と
い
う
こ
と
。そ
れ
が
で
き
る
と
毎

日
は
も
っ
と
充
実
し
、人
生
も
も
っ
と
豊

か
に
な
る
と
思
い
ま
す
。大
切
な
こ
と

に
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
愛
産
大
で
の
４

年
間
は
、私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い

宝
物
で
す
。
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愛知県名古屋市中区伊勢山一丁目２番２９号
ＴＥＬ：０５２-３２２-１９１１
http://www.asu.ac.jp/tech/
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歴
史
あ
る
地
に
新
た
な
学
び
舎

受
け
継
が
れ
る
技
術
と
伝
統

　
「
機
械
」に
関
す
る
基
礎
知
識
を
総
合

的
に
学
び
、そ
の
後
、様
々
な
工
作
機
械
実

習
を
経
験
し
な
が
ら
、最
先
端
の
工
業
技

術
を
習
得
し
ま
す
。ま
た
、一ク
ラ
ス
設
置

さ
れ
て
い
る「
進
学
ク
ラ
ス
」で
は
、工
業

科
目
に
加
え
て
国
語
・
数
学
・
英
語
の一
般

教
科
を
重
視
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
っ
て

大
学
入
試
に
備
え
ま
す
。多
様
化
し
た
入

試
制
度
に
よ
り
自
己
推
薦・特
別
推
薦・指

定
校
推
薦・Ａ
Ｏ
入
試
な
ど
、工
業
高
校
か

ら
の
大
学
進
学
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
２８
年
３
月
に
本
校
電
子
科
を

卒
業
し
た
岡
田
典
之
君
が
国
土
交
通

省
航
空
管
制
技
術
官
に
見
事
合
格
を

果
た
し
た
。

　

航
空
管
制
技
術
官
は
、全
国
の
空
港

な
ど
で
、エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
、管
制
シ

ス
テ
ム
や
航
法
シ
ス
テ
ム
を
安
定
し
て

稼
働
さ
せ
、ま
た
、新
た
な
シ
ス
テ
ム
の

企
画
・
開
発
、試
験
評
価
、飛
行
検
査

を
行
う
航
空
保
安
に
携
わ
る
国
家
公

務
員
で
あ
る
。

　

岡
田
君
は
、第
二
種
電
気
工
事
士
や

Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
数
多
く
の
資
格

取
得
に
挑
戦
し
、二
年
次
に
航
空
管
制

技
術
官
の
受
験
資
格
で
も
あ
る
第
一
級

陸
上
無
線
技
術
士
に
も
見
事
合
格
を

果
た
し
、ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
特
別
表

彰
を
受
賞
し
た
。「
航
空
管
制
技
術
官

の
仕
事
内
容
を
見
て
、働
き
た
い
と
強

く
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。今
後

は
、国
家
公
務
員
と
し
て
責
任
あ
る
行

動
を
心
掛
け
、職
務
を
全
う
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。」と
話
す
岡
田
君

の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

国
土
交
通
省

航
空
管
制
技
術
官

本
校
で
は
、建
学
の
精
神
に
あ
る「
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
」を
目
標
に

三
つ
の
学
科
を
設
置
し
て
い
ま
す
。将
来
は
電
気
工
事
士
や
保
守
点
検
作
業
の
分
野
で
活
躍
す
る
電
気
科
。

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
し
て
の
技
術
を
学
ぶ
電
子
科
。

そ
し
て
、自
動
車
整
備
や
各
種
機
械
製
造
設
計
、開
発
な
ど
の
分
野
を
学
ぶ
機
械
科
が
あ
り
ま
す
。

〜
実
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
〜

　
「
電
気・電
子
」に
関
す
る
基
礎
的
な

知
識
や
技
術
を
習
得
し
、ラ
ジ
オ・テ
レ

ビ・
通
信
機
器
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
家
電

の
仕
組
み
や
パ
ソ
コ
ン
の
活
用
方
法
を

重
点
的
に
習
得
し
ま
す
。ま
た
、高
度

な
情
報
通
信
社
会
に
あ
っ
て
必
要
と
さ

れ
る
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
や
陸
上
特
殊
無

線
技
士
な
ど
、多
様
な
情
報
関
連
の
資

格
取
得
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

電
子
科

機
械
科

mes sage

1

▲機械科

▲電気科 ▲電子科

電気科／電子科／機械科

愛知産業大学
工業高等学校 全日制課程

　
「
電
気・電
子
」に
関
す
る
基
礎
的
な

知
識
や
技
術
を
習
得
し
、電
気
の
発
生

か
ら
応
用
ま
で
を
幅
広
く
学
習
し
ま

す
。一
般
住
宅
の
屋
内
配
線
用
電
気
工

事
や
発
電
機
、変
圧
器
、さ
ら
に
は
ロ

ボ
ッ
ト
の
制
御
ま
で
学
び
ま
す
。ま
た
、

電
気
工
事
士
を
は
じ
め
と
し
た
資
格

取
得
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

電
気
科
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園
創
立
１
１
０
周
年

記
念
事
業
完
成

落
成
し
た
橘
新
校
舎
は
2
階
の
講
堂
兼
体
育
館
を
メ
イ
ン
に

3
階
に
は
2
7
0
席
の
観
覧
席
を
配
し
て
い
る
。

1
階
は
旋
盤
実
習
室
2
教
室
と
柔
道
場
・
剣
道
場
を
備
え
て
い
る
。

本
校
舎（
伊
勢
山
校
舎
）の
平
成
27
年
9
月
竣
工
に
続
き

橘
新
校
舎
が
平
成
29
年
3
月
に
竣
工
と
な
り

学
園
創
立
1
1
0
周
年
記
念
事
業
は
完
成
を
迎
え
た
。

〜
開
放
感
あ
ふ
れ
る
体
育
館
に
躍
動
す
る
生
徒
〜

▲現代的な開放感あふれるデザインの新校舎東側 陽光が余すところなく射し込む。

◀
両
側
に
林
立
す
る
白
い
樹
木
の
柱
が
印
象
的
な
体
育
館

▲剣道場

▲旋盤実習室

▲柔道場
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３
月
に
行
わ
れ
た
全
国
高
等
学
校
選

抜
大
会
に
本
校
か
ら
空
手
道
部
、陸
上

ホ
ッ
ケ
ー
部
、少
林
寺
拳
法
部
が
出
場
を

果
た
し
、全
国
の
舞
台
で
活
躍
し
た
。三

つ
の
部
活
動
は
、日
頃
か
ら
技
術
面
だ
け

で
な
く
、心
の
成
長
を
大
切
に
活
動
し
て

堀
川
エ
コ
ロ
ボ
ッ
ト

コ
ン
テ
ス
ト

大学合格状況
■４年制大学／１１１名
■短期大学／１４名
■専門学校／９０名

　

平
成
２８
年
８
月
２８
日（
日
）、堀
川
の

浄
化
・
美
化
に
向
け
て
、も
の
づ
く
り
の

心
で
挑
戦
す
る「
堀
川
エ
コ
ロ
ボ
ッ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
」に
美
術
部
と
自
然
科
学
部

が
合
同
チ
ー
ム
と
し
て
、参
加
し
た
。今

回
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
川
の
水
を
く
み
上
げ
、

納
豆
菌
の
粘
り
に
よ
り
川
の
細
か
い
ゴ

ミ
を
付
着
し
浄
化
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
製

作・出
品
し
た
。

　

合
同
チ
ー
ム
の
創
意
工
夫
が
認
め
ら

れ
、主
催
者
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か

ら「
デ
ザ
イ
ン
賞
」
、名
古
屋
市
か
ら

「
名
古
屋
市
長
特
別
賞
」を
受
賞
し

た
。ま
た
、中
日
新
聞
市
民
版
に
は
、出

品
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
写
真
と
部
長
の
コ

メ
ン
ト
が
掲
載
さ
れ
た
。

愛知産業大学（５０名）、愛知工科大学（２名）、愛知学院大学（１名）、愛知学泉大学（１名）、
愛知工業大学（５名）、愛知淑徳大学（１名）、愛知東邦大学（２名）、星城大学（３名）、大同大学（１７名）、
中京大学（１名）、中部大学（２名）、東海学園大学（４名）、同朋大学（３名）、豊橋創造大学（１名）、
名古屋学院大学（５名）、名古屋経済大学（３名）、日本福祉大学（３名）、人間環境大学（１名）、
岐阜経済大学（１名）、福井工業大学（１名）、千葉工業大学（２名）、山梨学院大学（１名）、拓殖大学（１名）

全
国
高
等
学
校

選
抜
大
会
出
場

空
手
道
部

陸
上
ホ
ッ
ケ
ー
部

少
林
寺
拳
法
部

電
気
工
事
競
技

　

平
成
２８
年
５
月
２８
日（
土
）第
２２
回

愛
知
県
高
等
学
校
総
合
競
技
大
会
・

電
気
工
事
競
技
の
部
が（
株
）ト
ー
エ

ネ
ッ
ク
教
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。

本
校
か
ら
２
名
が
出
場
し
、電
気
科
２

年
Ａ
組
山
本
諄
君
が
第
３
位
入
賞
を

果
た
し
た
。「
初
め
て
出
場
す
る
大
会

で
緊
張
し
ま
し
た
が
、と
て
も
有
意
義

な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
経
験
を

活
か
し
て
、技
術
の
向
上
に
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。」と
話
す
山
本
君
。こ
こ

で
得
た
技
術
は
将
来
に
生
か
さ
れ
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。

S c h o o l  To p i c s

To p i c s

お
り
、今
回
の
出
場
は
日
々
の
練
習
の
成

果
が
発
揮
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
空
手
道
部
顧
問
の
赤
坂
先
生
は
、「
全

国
大
会
で
勝
ち
上
が
る
た
め
に
は
、技
術

の
み
な
ら
ず
心
の
修
練
が
必
要
で
あ
る

と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。保
護
者
の
皆
様

や
関
係
者
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
、選
手
が
向
上
心
を
持
っ
て

練
習
に
励
み
、今
後
も
全
国
大
会
で
活

躍
で
き
る
よ
う
指
導
し
て
い
き
ま
す
。」

と
話
す
。ま
た
、空
手
道
部
は
平
成
２９
年

５
月
６
日（
土
）・
７
日（
日
）に
日
本
ガ

イ
シ
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
た
愛

知
県
大
会
団
体
組
手
の
部
で
平
成
１４
年

以
来
の
優
勝
を
果
た
し
、今
年
７
月
に

福
島
県
で
行
わ
れ
る
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
への
出
場
権
を
得
た
。

　

今
夏
も
、部
活
動
に一
生
懸
命
に
取

り
組
む
工
業
高
校
生
の
活
躍
が
楽
し

み
で
あ
る
。

▲電気工事競技▲堀川エコロボットコンテスト

▲全国高等学校総合体育大会への出場権を得た空手道部

主な
企業内定状況
■求人会社数／８１６社
■求人数／１，１１５名
■求人倍率／４．０３倍

トヨタ自動車（株）、（株）豊田自動織機、トヨタ車体（株）、豊田合成（株）、
アイシン・エイ・ダブリュ（株）、アイシン精機（株）、愛三工業（株）、大同特殊鋼（株）、
日本郵便（株）東海支社、三菱重工業（株）名古屋航空宇宙システム製作所、
（株）トーエネック名古屋支店、名古屋鉄道（株）、三菱電機（株）稲沢製作所、
（株）ジャパンディスプレイ、（株）テックササキ、日本特殊陶業（株）小牧工場、山﨑製パン（株） 等
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新
し
く〝
僕
を
〞〝
私
を
〞

は
じ
め
よ
う
。

昭和40年4月／開設
校長／長谷川 昌
教頭／恒川 光夫
事務長／落合 英治
生徒数／
　学年制：2,287名（男：1,998名、女：289名）、
　単位制：197名（男：163名、女：34名）
　（学年制は技能連携校への入学が条件となります）
教員数／専任教員：9名、非常勤講師：４名、職員：２名

□
□
□
□
□

□

□

□

設置学科／募集定員／コース
◎学年制／普通科：840名
　　　　　電気科：60名
　　　　　機械科：60名
◎単位制／普通科：160名
　　　　　平日コース、通学コース、
　　　　　個別対応コース、日曜コース
アクセス／地下鉄「東別院駅」徒歩５分、
　 　　　 名鉄・ＪＲ「金山総合駅」徒歩１５分

□

□
□

所在地／
〒４６０-００１６ 名古屋市中区橘１-２１-２５
TEL：０５２-３２２-５２５５
http://www.asu-tchs.jp/

普通科／電気科／機械科

愛知産業大学
工業高等学校
通信制課程 単位制

28 2728



昭和５８年４月／開校
校長／木村 誠一
教頭／近藤 彰・志賀 善彦
事務長／岸田 おさむ
生徒数／1,268名
（男：１,０50名、女：218名）

□
□
□
□
□

□

□
□

教職員数／
専任：８2名、非常勤：２0名、
職員：１1名、通信制との兼任：１名　
設置学科／募集定員
普通科／175名（男・女）　電気科／２００名（男）
情報処理科／１２０名（男・女）

□

□

アクセス／
 「名鉄名古屋駅」より４５分、「豊橋駅」より３０分
名鉄本線「藤川駅」より徒歩１５分
所在地／
〒４44‐００05　愛知県岡崎市岡町字原山１２‐１０
TEL：０５６４-４８-５２１１
 http://www.mikawa.ed.jp/

感
謝
　
礼
儀
　
誠
実

積
極
　
努
力
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普通科／電気科／情報処理科

コ
ー
ス
紹
介

充
実
し
た
進
路
指
導

　
単
位
制
は
、４
つ
の
コ
ー
ス
か
ら
自
分
に

あ
っ
た
コ
ー
ス
を
選
択
で
き
ま
す
。

◆
平
日
コ
ー
ス
／
週
２
〜
３
日
午
前
中

登
校
し
て
年
間
24
〜
25
単
位
修
得
す
る

コ
ー
ス
。

◆
通
学
コ
ー
ス
／
週
５
日
登
校
。午
前
３

時
間
の
授
業
。進
学
を
目
指
す
コ
ー
ス
。

◆
個
別
対
応
コ
ー
ス
／
自
分
の
計
画
に
合

わ
せ
て
午
後
登
校
す
る
コ
ー
ス
。期
限
ま

で
に
、授
業
時
間
数
と
レ
ポ
ー
ト
を
行
う
。

◆
日
曜
コ
ー
ス
／
年
間
１８
日
の
ス
ク
ー

リ
ン
グ
日
に
登
校
し
て
受
講
す
る
コ
ー

ス
。社
会
人
や
正
規
の
仕
事
を
持
っ
て

い
る
人
に
お
勧
め
。

　

本
校
で
は
、進
学
希
望
生
徒
向
け

に
、進
学
説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。姉
妹
校
や
そ
の
他
、大
学
、専
門
学

校
の
紹
介
や
、A
O
入
試
、推
薦
入
試

等
に
つ
い
て
も
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。希
望
の
大
学
や
専
門
学
校
に
進

学
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、就
職
希
望
者
向
け
に
は
、就

職
説
明
会
、お
よ
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
名

古
屋
中
主
催
の
ジ
ョ
ブ
キ
ャ
ン
バ
ス
エ
ク

ス
テ
ン
シ
ョ
ン
に
参
加
し
て
い
ま
す
。求

人
票
の
見
か
た
や
面
接
試
験
の
指
導

な
ど
を
行
い
、希
望
の
就
職
先
に
内
定

を
頂
い
て
い
ま
す
。

資
格
試
験
の
推
奨

　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、進
学
、就
職
の
た
め
に

資
格
取
得
の
奨
励
を
し
て
い
ま
す
。合
格

し
た
と
き
の
自
信
は
、さ
ら
に
成
長
し
て

い
く
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

〔
資
格
試
験
〕

　・日
本
語
検
定（
１１
月
）

　・フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習（
９
月
）

　・小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能

　 

講
習（
９
月
）

　
・ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育（
９
月
）

　
・小
型
車
両
系﹇
整
地・運
搬・積
込・

　  

掘
削
用
﹈（
機
体
重
量
３
ト
ン
未
満
）

　 

特
別
教
育（
９
月
）

　
・
小
規
模
ボ
イ
ラ
ー
取
扱
技
能
講
習

　 （
年
数
回
）

　

入
学
前
は
、勉
強
は
あ
ま
り
好
き
で

は
な
い
の
で
つ
い
て
い
け
る
か
不
安
で

し
た
が
、勉
強
の
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ

は
先
生
に
教
え
て
も
ら
い
、仲
の
良
い

友
人
も
で
き
て
、楽
し
く
登
校
し
て
い

ま
す
。授
業
の
無
い
日
は
、ア
ル
バ
イ
ト

を
し
な
が
ら
、「
に
っ
ぽ
ん
ど
真
ん
中
祭

り
」に
参
加
す
る
た
め
に
踊
り
の
稽
古

を
し
て
い
ま
す
。毎
日
が
と
て
も
充
実

し
て
い
ま
す
。

生
徒
の
声

鳥
堂 

悟
史
さ
ん

　
将
来
は
服
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
目
指
し

て
い
ま
す
。そ
し
て
、い
つ
か
は
留
学
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
費
用
の
た

め
、今
は
、ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、週
に
6
日
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
に

通
っ
て
い
ま
す
。で
き
れ
ば
、こ
れ
か
ら

も
ボ
ク
シ
ン
グ
は
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。と
て
も
忙
し
い
毎
日
で

す
が
、夢
を
叶
え
る
た
め
充
実
し
た

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

▲ジョブキャンバスエクステション ▲就職説明会

▲資格試験の推奨

▲進学説明会

平成２８年 就職実績

T OPIC S

（株）アイラス
カリツー（株）
（株）五和製作所
（株）シーディアイ
（株）全日警 名古屋支社
タケウチテクノ（株）
中部菱成（株）
（株）トヨタレンタリース名古屋
服部ダイカスト工業（株）
日高工業（株）
（株）ボディーショップ杉浦
ももの木歯科
自衛隊 など

平成２８年 進学実績
［大学］
愛知産業大学
愛知産業大学短期大学
愛知学院大学
同朋大学
［専門学校］
ELICビジネス＆公務員専門学校
名古屋美容専門学校
あいち造形デザイン専門学校
東海工業専門学校金山校
名古屋工学院専門学校
大原法律専門学校
トライデントスポーツ医療看護専門学校
中日美容専門学校
専門学校 名古屋医専
名古屋観光専門学校
名古屋芸術大学保育専門学校
名鉄自動車専門学校
名古屋スクールオブミュージック＆ダンス専門学校
名古屋デジタル工科専門学校
専門学校 名古屋モード学園
専門学校 ＨＡＬ名古屋
名古屋ビジュアルアーツ専門学校
名古屋リゾート＆スポーツ専門学校 など

mes sage

1

加
藤 

千
滉
さ
ん

mes sage

2

愛知産業大学
三河高等学校 全日制課程
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平成29年度 大学等 合格実績

　「進学校化」を宣言して３年、その進学校化の第１期生の進路実績が出ました。国公立大学には10名、難関私立大学には25

名が合格しました。地元では名古屋市立大学を始め、南山大学に18名が合格しており、生徒の健闘を称えたいと思います。その

他県内有力私立大学では、愛知大学10名、中京大学11名、名城大学には8名が合格しています。今回受験を終えた生徒は、学

校で河合塾講師の本格的な大学受験用授業を受けられる受験対策講座、そして自分の苦手・得意分野に特化してマイペースで

学習できるオンライン講座スタディサプリを活用し、高度できめ細やかな学習を継続し、学力を高めてきました。

　今年度を総括すると、将来像や資格などに対し明確な目標を持って受験に挑んだ生徒や、一般入試受験はもちろんのこ

と、ＡＯ入試や推薦入試にも果敢に挑戦する生徒が多く、結果的に例年より複数校に合格する生徒が増えたことが特徴とし

て挙げられます。

　大学入試では、記述問題、思考力を問う問題、そして英語外部試験の活用など、新テストに向けての動きが徐々に活発化して

います。また、一方で定員管理の厳格化による合格者の絞り込みが行われています。このような状況に関する情報を収集・分析す

ることにより、進学実績の向上に努めていきたいと思います。

　

私
は
名
古
屋
市
立
大
学
芸
術
工
学

部
に
進
学
し
ま
し
た
。芸
術
工
学
部
は

芸
術
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、今
ま
で
過

ご
し
て
き
た
学
校
の
世
界
と
は
ま
た
異

な
る
空
気
が
あ
り
、入
学
当
初
は
驚
い

て
ば
か
り
で
し
た
。

　

新
入
生
歓
迎
の
期
間
で
は
オ
リ

タ
ー
と
呼
ば
れ
る
２
年
生
の
先
輩
方
が

新
入
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
の

で
す
が
、私
た
ち
新
入
生
を
楽
し
ま
せ

よ
う
と
全
力
で
取
り
組
む
先
輩
方
の

姿
が
輝
い
て
見
え
、こ
の
大
学
に
入
学

で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
し
た
。

　

大
学
は
似
通
っ
た
趣
向
の
仲
間
が

多
く
、個
性
が
あ
り
ま
す
。刺
激
が
多

く
、自
分
も
負
け
て
い
ら
れ
な
い
と
意

欲
が
湧
き
ま
す
。課
題
が
多
く
忙
し
い

で
す
が
、充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　

今
大
学
で
こ
の
よ
う
に
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
の
は
三
河
高
校
の
先
生
方
の

お
か
げ
で
す
。国
公
立
２
次
試
験
出
願

時
に
、名
大
医
学
部
保
健
学
科（
検

査
）受
験
か
ら
、小
さ
い
こ
ろ
か
ら
夢
で

あ
る
芸
術
の
道
に
進
む
こ
と
に
し
ま
し

た
。そ
の
際
は
先
生
に
大
変
ご
心
配
を

お
か
け
し
ま
し
た
。名
市
大
２
次
試
験

の
英
語
・
数
学
の
対
策
も
受
験
日
前
日

ま
で
指
導
し
て
い
た
だ
き
、栄
冠
を
つ

か
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。感
謝
し
て

も
し
き
れ
ま
せ
ん
。毎
日
進
学
補
習
、

河
合
塾
受
験
対
策
講
座
、休
日
自
主

登
校
学
習
、む
ら
さ
き
館
自
主
学
習

会
、早
朝
小
テ
ス
ト
、昼
食
後
の
デ

ザ
ー
ト
テ
ス
ト
等
辛
い
こ
と
は
あ
り
ま

し
た
が
、今
で
は
い
い
思
い
出
で
す
。大

好
き
な
三
河
高
校
の
た
め
に
も
、大
学

生
活
を
有
意
義
な
も
の
に
し
、卒
業
後

は
社
会
に
貢
献
し
ま
す
。

mes sage
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小
關 
琴
未
さ
ん

就
職
指
導
主
任　

永
井 

秀
樹

長
年
の
実
績
に
よ
り
、

多
く
の
企
業
の

信
頼
を
得
て
い
ま
す
。

　

職
業
科（
電
気
科・情
報
処
理
科
）で

は
、入
学
時
よ
り
３
年
後
の
進
路
を
見

据
え
、各
種
検
定
取
得
・
国
家
試
験
合

格
を
目
指
し
学
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ま
た
、建
学
の
精
神
に
あ
る「
豊
か
な
知

性
と
誠
実
な
心
を
持
ち
、社
会
に
貢
献

で
き
る
人
材
の
育
成
」を
目
標
に
、即
戦

力
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
を
目

指
し
ま
す
。職
業
別
ガ
イ
ダ
ン
ス
、就
職

講
演
会
、面
接
指
導
、職
業
体
験
な
ど

の
実
施
に
よ
り
将
来
へ
の
意
識
を
高
め

て
い
き
ま
す
。

　

本
校
に
は
こ
う
し
た
長
年
の
積
み
重

ね
に
よ
り
、多
く
の
優
良
企
業
か
ら
大
き

な
信
頼
を
得
て
お
り
ま
す
。就
職
指
導

室
は
、こ
れ
か
ら
も
生
徒
の
皆
さ
ん
を
き

め
細
か
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

【
就
職
指
導
】

【
進
学
指
導
】

4年連続就職率１００％
［主な内定企業］

　

私
は
高
校
入
学
と
同
時
に
就
職
す

る
と
決
め
て
い
ま
し
た
。そ
の
た
め
に
１

年
の
１
学
期
か
ら
３
年
間
ク
ラ
ス
委
員

長
と
無
欠
席
を
続
け
て
き
ま
し
た
。部

活
動
に
お
い
て
も
仲
間
の
支
え
が
あ

り
、諦
め
ず
に
３
年
間
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。そ
の
努
力
が
実
を
結
び
、

ア
イ
シ
ン
A
W
を
受
験
す
る
権
利
を
頂

き
、先
生
方
の
面
接
指
導
の
お
陰
で
無

事
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ

れ
か
ら
は
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
感

謝
を
し
、今
よ
り
一
層
努
力
を
し
て
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

春
日
井 

啓
斗
さ
ん

豊
田
鉄
工（
株
）

名
古
屋
市
立
大
学 

進
学

（
岡
崎
市
立
竜
海
中
学
校
出
身
）

（
平
成
29
年
3
月
卒
）

（
平
成
29
年
3
月
卒
）

電
気
科

　
私
は
中
学
校
の
頃
か
ら
、社
会
に
貢
献

で
き
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。高
校
に
入
学
し
て
も
そ
の
気
持
ち

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。夢
に一歩
で
も
近
づ

け
る
と
思
っ
た
ら
苦
手
な
勉
強
も
頑
張
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
部
活
動
で

は
、社
会
に
出
て
必
要
な「
人
間
性
」も

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。努
力
し
た
結

果
、無
事
内
定
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今
ま
で
や
って
こ
ら
れ
た
の
も
担
任
の

先
生
や
部
活
動
の
先
生
、そ
し
て一緒
に

頑
張
っ
た
友
達
が
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。社
会
に
出
て
も
高
校
生
活
３
年
間
で

学
ん
だ
こ
と
を
十
分
に
発
揮
し
て
、私
も

日
本
を
支
え
て
い
る
１
人
だ
と
い
う
事
を

自
覚
し
て
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

mes sage
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牧
野 

結
希
さ
ん

ア
イ
シ
ン
A
W（
株
）

（
豊
川
市
立
代
田
中
学
校
出
身
）

情
報
処
理
科

mes sage

3

トヨタ自動車（株）
アイシンAW（株）
（株）アドヴィックス
（財）中部電気保安協会
（株）トーエネック
スタンレー電気（株）
（株）イノアックコーポレーション
カリツー（株）
中央精機（株）

（株）UACJ鋼管
（株）豊田自動織機
アイシン機工（株）
豊生ブレーキ工業
マルヤス工業（株）
アイコー（株）
（株）エディオン
（株）協豊製作所
東レ（株）

林テレンプ（株）
トヨタ車体（株）
アイシン辰栄（株）
（株）東海理化
（株）中村精機
日本郵便（株）
栄屋乳業（株）
（株）エィ・ダブリュ・サービス
三栄工業（株）

豊興工業（株）
トヨタ紡織（株）
アイシン高丘（株）
フタバ産業（株）
豊臣機工（株）
豊田鉄工（株）
オカザキ製パン
敷島製パン（株）
日本トレクス（株）
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▲トンガ王国大使とペットボトル
　キャップアートによるトンガ王国国旗

▲生徒会役員と日赤感謝状および無事故無違反表彰

▲生徒会、部活動約300名が参加した地域の清掃活動▲地域の清掃活動
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メ
ト
キ 

遥
さ
ん

情
報
処
理
科
２
年

充
実
し
た
日
々

時
間
を
有
効
に

　

春
休
み
前
、「
選
抜
ク
ラ
ス
の
担
任
を

信
じ
て
、学
習
努
力
を
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。」と
語
って
い
た
の
が
、三
好
先
生
。

こ
の
先
生
が
、４
月
の
挨
拶
で
は「
び
っ
く

り
、担
任
に
な
っ
ち
ゃっ
た
」と
、私
達
も

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
私
は
、ラ
グ
ビ
ー
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

務
め
て
い
ま
す
が
、よ
り
高
い
レ
ベル
の
学
習

を
し
て
上
位
の
資
格
検
定
に
挑
戦
し
た
い

と
思
い
選
抜
ク
ラ
ス
を
希
望
し
ま
し
た
。部

活
動
と
の
両
立
は
大
変
で
あ
り
ま
す
が
、充

実
し
た
日
々
を
過
ご
す
こ
と
で
精
神
的
な

成
長
も
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、学
級
委
員
長
も
務
め
な
が
ら
、朝

は
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
確
認
問
題
、昼
は
電
卓
検

定
対
策
問
題
、授
業
後
に
は
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト

取
得
へ
向
け
て
毎
日
７・８
時
限
目
に
補
習
を

受
講
し
、土
日
は
部
活
動
と
、想
像
し
て
い
た

以
上
に
充
実
し
た
日
々
を
送
って
い
ま
す
。正

直
、辛
い
と
感
じ
る
時
も
あ
り
ま
す
が
、全
て

は
、１
年
後
の
進
路
選
択
や
将
来
の
自
分
の

為
で
あ
る
と
思
い
頑
張って
い
き
ま
す
。

mes sage
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原
田 

柚
里
さ
ん

情
報
処
理
科
３
年

　

生
徒
会
は
、文
化
祭
や
予
餞
会
な
ど

学
校
行
事
の
企
画
・
運
営
や
、献
血
・
募

金・地
域
清
掃
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
生
徒
主
体
で
行
っ
て
い
ま
す
。近

年
の
生
徒
会
主
催
行
事
で
は
、文
化
祭

に
お
い
て一
昨
年
度
は
、「
Ｅ
Ｕ
」を
統
一

テ
ー
マ
に
ド
イ
ツ
外
交
官
の
講
演
を
行

い
、昨
年
度
は「
オ
セ
ア
ニ
ア
」を
統
一

テ
ー
マ
に
ト
ン
ガ
王
国
全
権
特
命
大
使

に
来
校
し
て
い
た
だ
き
講
演
会
を
行
い

ま
し
た
。芸
術
鑑
賞
会
で
は
、新
し
く

で
き
た
ば
か
り
の
劇
団
四
季
新
劇
場
を

ど
こ
よ
り
も
早
く
貸
切
公
演
で『
リ
ト

ル
マ
ー
メ
イ
ド
』を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

mes sage
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【
情
報
処
理
科
】

【
生
徒
会
】

　

私
は
、情
報
処
理
科
の
授
業
・
補
習

を
通
し
て
、今
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
検
定
・

資
格
試
験
を
受
け
て
き
ま
し
た
。検
定・

資
格
取
得
の
た
め
の
勉
強
を
す
る
中

で
、結
果
と
し
て「
合
格
、不
合
格
」だ

け
で
は
な
く
、忍
耐
力
や
積
極
性
な
ど

は
も
ち
ろ
ん
、精
神
的
な
面
で
も
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
の
中
で
も

積
極
性
を
１
番
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。私
が
所
属
し
て
い
る

ク
ラ
ス
で
は
他
の
ク
ラ
ス
よ
り
も
多
く
の

上
位
検
定
取
得
を
目
指
し
て
お
り
、１

年
の
中
で
検
定
の
勉
強
を
し
て
い
な
い

日
が
ほ
と
ん
ど
な
い
ほ
ど
、毎
日
プ
リ
ン

ト
や
参
考
書
を
用
い
て
勉
強
に
励
ん
で

い
ま
す
。ク
ラ
ス
の
な
か
に
は
、全
商
協

会
主
催
の
検
定
試
験
の
う
ち
１
級
を
６

種
目（
６
冠
）取
得
し
て
い
る
人
も
い
る

の
で
、私
も
負
け
な
い
よ
う
に
全
商
１
級

全
９
種
類（
９
冠
）を
目
標
に
挑
戦
し
て

い
ま
す
。し
か
し
、受
験
し
て
い
る
検
定

の
な
か
に
は
、社
会
的
評
価
が
低
い
検

定
試
験
も
あ
る
た
め
、高
校
を
卒
業
し

て
も
自
分
の
強
み
に
で
き
る
よ
う
な
検

定
・
資
格
を
目
指
さ
な
く
て
は
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
私
は
卒

業
後
も
生
か
せ
る
日
商
簿
記
や
、基
本

情
報
技
術
者
な
ど
の
試
験
の
勉
強
を
毎

日
の
授
業
や
補
習
の
勉
強
に
加
え
て
放

課
中
や
家
で
少
し
ず
つ
行
い
、合
格
で

き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。授

業
で
は
習
わ
な
い
と
こ
ろ
は
、自
分
で
積

極
的
に
先
生
に
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を

聞
い
た
り
、自
分
に
合
っ
て
い
る
問
題
集

を
買
っ
て
き
て
勉
強
し
た
り
し
て
い
ま

す
。大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、時
間

を
有
効
に
使
っ
て
他
の
人
よ
り
も
上
の

検
定
試
験
取
得
を
目
指
し
、合
格
す
る

だ
け
で
は
な
く
、ど
の
問
題
が
出
て
も

満
点
が
取
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で

す
。学
校
の
テ
ス
ト
や
就
職
試
験
の
た

め
の
面
接
の
練
習
な
ど
３
年
間
の
中
で

１
番
忙
し
い
時
期
で
な
か
な
か
時
間
が

取
れ
ま
せ
ん
が
、短
い
時
間
も
有
効
に

使
っ
て
勉
強
が
で
き
る
よ
う
に
生
活
し

た
い
と
思
い
ま
す
。ま
だ
次
の
検
定
ま
で

時
間
が
あ
る
の
で
、卒
業
す
る
ま
で
よ
り

一層
自
分
を
成
長
さ
せ
て
い
く
た
め
に
も

頑
張
り
た
い
で
す
。

▲計算技術検定1級特別表彰を受賞した
　電気科２年梅澤陸君（写真左）と東岡兵悟君▲２０１７年2月２５日 ＦＭ岡崎に出演

伊
藤
柊
人
さ
ん

普
通
科
3
年
E
組

【
普
通
科
】

　
私
は
普
通
科
総
合
コ
ー
ス
で
１
年
次
よ

り
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
頑
張
っ
て
き

ま
し
た
。私
の
目
標
は
、３
年
間
学
習
と
部

活
動
に
お
い
て
好
成
績
を
残
し
、ト
ヨ
タ
自

動
車
に
就
職
す
る
こ
と
で
す
。１
年
次
に

当
時
担
任
の
丹
羽
亨
先
生
に
相
談
し
た
と

こ
ろ
、「
柊
人
な
ら
で
き
る
。ラ
イ
バ
ル
も
多

い
か
ら
勉
強
も
部
活
も
両
方
頑
張
れ
。」

と
言
って
い
た
だ
き
、そ
の
瞬
間
か
ら
何
事

に
も
全
力
で
取
り
組
も
う
と
誓
い
を
立
て

ま
し
た
。苦
し
い
と
き
や
く
じ
け
そ
う
な

時
な
ど
も
何
度
も
あ
り
ま
し
た
が
、そ
の

度
に
周
り
の
仲
間
や
家
族
に
支
え
ら
れ
、

先
生
方
の
熱
い
ご
指
導
の
お
か
げ
で
好
成

績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
、私
は
と
て
も
恵
ま
れ
た
環
境
で
学

校
生
活
を
有
意
義
に
送
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。い
つ
で
も
親
身
に
な
って
寄
り

添
っ
て
く
だ
さ
る
先
生
方
や
、周
り
の

方
々
の
温
か
い
声
援
に
応
え
る
た
め
に

も
、自
覚
と
責
任
感
を
持
ち
な
が
ら
、よ

り一層
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

mes sage

4

【
電
気
科
】

　

電
気
科
で
は
、卒
業
後
、工
業
技
術
系

の
各
分
野
に
お
い
て
即
戦
力
と
な
り
得
る

人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、各
種
資
格
検

定
試
験
に
向
け
た
学
習
に
日
々
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。そ
の
取
り
組
み
の
成
果
と
し

て
、全
国
で
も
高
校
生
の
合
格
者
数
が
30

名
程
度
の
難
関
資
格
で
あ
る
第
３
種
電

気
主
任
技
術
者
試
験
に
も
、毎
年
、コ
ン

ス
タ
ン
ト
に
合
格
者
を
輩
出
し
て
い
ま

す
。平
成
28
年
度
も
電
気
科
３
年
生
の
加

藤
拓
磨
君
が
、こ
の
第
３
種
電
気
主
任
技

術
者
試
験
を
は
じ
め
、基
本
情
報
技
術
者

試
験
に
合
格
す
る
な
ど
の
努
力
が
認
め
ら

れ
、全
国
工
業
高
等
学
校
長
協
会
よ
り

ジ
ュニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
特
別
表
彰
に
加
え
、

理
事
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

第3種電気主任技術者試験などに合格し、全
国工業高等学校長協会理事長賞を受賞した
加藤拓磨君（平成29年3月卒）

　

第
１
種
電
気
工
事
士
試
験
に
は
、36

名
が
合
格
し
、
30
名
以
上
の
合
格
者
実

績
が
、四
年
連
続
と
な
り
ま
し
た
。計
算

技
術
検
定
１
級
の
試
験
で
は
、電
気
科
２

年
生
の
梅
澤
陸
君
と
東
岡
兵
悟
君
の
２

名
が
、３
科
目
全
て
を
満
点
で
合
格
し
、

１
級
特
別
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
２
名
を
含
め
た
、５
名
の

生
徒
が
、今
年
２
月
に
Ｆ
Ｍ
岡
崎
／
Ｆ
Ｍ

豊
田
の
共
同
制
作
で
あ
る
ラ
ジ
オ
の
公

開
放
送
に
出
演
し
、本
校
電
気
科
の
資

格
検
定
試
験
に
対
す
る
取
り
組
み
や
、

個
々
の
目
標
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
く

れ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
益
々
の
活
発
な

教
育
活
動
に
よ
り
、地
域
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
電
気
科
を
目
指
し
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
い
て
は
、昨

年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
に
お
け

る
募
金
活
動
を
全
校
生
徒
に
呼
び
か

け
、約
１５
万
円
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し

た
。ま
た
、各
期
末
試
験
最
終
日
に
は

部
活
動
の
協
力
を
得
て
、地
域
貢
献
の

一
環
と
し
て
地
域
の
清
掃
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。年
２
回
行
っ
て
い
る
献
血
で

は
、長
年
の
活
動
が
認
め
ら
れ
日
本
赤

十
字
社
か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

本
校
生
徒
会
は
、こ
れ
か
ら
も
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
養
い
、生
徒
が
主

体
と
な
っ
て
行
動
で
き
、地
域
か
ら
愛

さ
れ
る
学
校
を
目
指
し
積
極
的
に
活

動
し
ま
す
。

（
岡
崎
市
立
竜
南
中
学
校
出
身
）

（
岡
崎
市
立
美
川
中
学
校
出
身
）

（
岡
崎
市
立
葵
中
学
校
出
身
）
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昭和60年4月／開設
校長／木村 誠一
教頭／二村 英男
事務長／岸田 おさむ
生徒数／通信制：１,２64名（男子：９8１名、女子：２83名）
　　　　単位制： ２47名（男子：１48名、女子： 99名）

□
□
□
□
□

□

□

教職員数／専任8名、専任講師1名
　　　　　職員２名
設置学科／募集定員
◎通信制普通科／３８０名（男女）
◎通信制商業科／２００名（男女）
◎単位制普通科／１２０名（男女）

□
□

□
□

アクセス／名鉄名古屋本線「藤川駅」より徒歩５分
所在地／
〒444‐3523 愛知県岡崎市藤川町西川向1‐20
TEL：0564‐48‐5230
http://www.asu-mikawa-tani.jp/
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 2017サ

ポ
ー
ト
１

サ
ポ
ー
ト
２

サ
ポ
ー
ト
３

　
人
間
関
係
に
悩
ん
だ
り
、人
が
多
い

場
所
を
苦
手
と
す
る
生
徒
を
対
象
に
、

午
後
コ
ー
ス
を
開
講
し
て
い
ま
す
。少
人

数
で
人
間
関
係
に
困
る
こ
と
な
く
、静
か

な
雰
囲
気
で
授
業
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
少
人
数
で
、授
業
を
受
け
た
い
と
思
い

午
後
コ
ー
ス
に
し
ま
し
た
。一
週
間
が
自

分
の
ペ
ー
ス
で
、時
間
を
自
由
に
使
え
、

毎
日
充
実
し
て
い
ま
す
。自
分
か
ら
行
動

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▲自動車整備 ▲建築 ▲トータルビューティー

▲調理 ▲公務員 ▲歯科衛生士

〇
体
験
授
業
講
座

  

姉
妹
校
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
て「
ブ
ラ
イ
ダ
ル
」「
医
療
」「
美
容
」

「
公
務
員
」「
デ
ザ
イ
ン
」「
建
築
」な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
、貴
重
な
体
験
が
で

き
ま
す
。

〇
進
路
指
導
講
座

  

進
学
・
就
職
指
導
の
講
義
や
入
試
対

策
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。「
進
学
指
導
」

「
就
職
指
導
」「
入
試
現
代
文
」「
入
試
古

典
」「
小
論
文
講
座
」

〇
教
養
講
座

　
各
種
検
定
試
験
や
資
格
試
験
の
講
座

を
開
講
し
、資
格
取
得
を
奨
励
し
て
い
ま

す
。「
実
用
英
語
検
定
」「
防
災
講
習
」

「
漢
字
能
力
検
定
」「
危
険
物
取
扱
者
」

「
交
通
安
全
講
習
」「
基
礎
学
力
講
座
」

　
体
験
授
業
で
は
普
段
学
校
で
で
き
な

い
事
を
初
め
て
体
験
し
ま
し
た
。そ
れ
に

よ
っ
て
、自
分
の
将
来
や
進
路
を
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
愛
知
県
高
等
学
校
体
育
連
盟
に「
愛

知
産
業
大
学
三
河
高
等
学
校
・
単
位

制
」と
し
て
加
盟
し
、高
体
連
主
催
の

各
種
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

◆
午
後
コ
ー
ス(

少
人
数
ク
ラ
ス
）

◆
多
彩
な
内
容
の
総
合
学
習
実
施

　
（
進
路
サ
ポ
ー
ト
）

◆
高
体
連
主
催
の
大
会
へ
出
場

◆
生
徒
の
声（
3
年
女
子
）

◆
生
徒
の
声（
3
年
男
子
）

平成28年度 卒業生の主な進路先T OPIC S
［就職先］
日本特殊合金（株）、新東Ｖセラミックス（株）、
トヨタカローラ愛知（株）、（株）エイジェック、
（株）三栄シリカ、カリツー（株）、シロキ工業（株）、
サンワ（株）、ゴトープラスチック（株）、
ＴＢＣグループ（株）、(株)レッツ、(株)フーズネット、
川﨑発條（株）、（有）大正庵釜春、
（有）丸弘ペットセンター、坂神工業（株）　等

［進学先］
愛知産業大学、岡崎女子大学、城西大学、金城学院大学、大同大学、
名古屋芸術大学、名古屋女子大学、名古屋造形大学、日本福祉大学、
人間環境大学、明海大学、愛知工科大学自動車短期大学、
岐阜市立短期大学、名古屋女子短期大学、愛知県立岡崎高等技術専門学校、
愛知工業大学情報専門学校、ELICビジネス＆公務員専門学校、
中部美容専門学校、中部ファッション専門学校、東海医療科学専門学校、
東海工業専門学校、名古屋こども専門学校、名古屋情報メディア専門学校、
日産愛知自動車大学校、ＨＡＬ、ヒューマンアカデミー、三河歯科衛生専門学校　等

普通科／商業科

愛知産業大学
三河高等学校
通信制課程 単位制

夢
を
か
な
え
る

本
校
の
サ
ポ
ー
ト

１.
午
後
コ
ー
ス
の
開
講

２.
多
彩
な
内
容
の
総
合
学
習
実
施

3.
高
体
連
主
催
の
大
会
出
場

36 35



平成７年４月／開校
校長／木村 誠一
教頭／近藤 政弘
事務長／岸田 おさむ
生徒数／中高一貫コース：75名／
中学課程：37名(男：23名・女：14名)
高校課程：38名(男：21名・女：17名)

□
□
□
□
□

□

□

教職員数／教員：１３名、非常勤：6名
三河高校との兼任：14名　
カリキュラム／７時間授業を実施し、
公立中学校より多く授業時間数を確保。
授業後に学習サポートの時間を設け、
個別対応の指導も実施。
高校課程で河合塾特別講座 スタディサプリ導入

□

□

□
□

アクセス／
名鉄本線「藤川駅」よりシャトルバス３分
ＪＲ「岡崎駅」、「相見駅」より通学バスを運行
所在地／
◎〒４44‐００05 愛知県岡崎市岡町字原山１２‐１０
TEL：０５６４-４８-4881　FAX：0564-48-4886
http://asu-mikawa.jp
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中
高
一
貫
コ
ー
ス

5
年
目
、大
学
進
学
に
向
け
て
。

愛知産業大学
三河中学校

学 年

中1・2

中3・高1・
高2

高3

段 階 目 標

守 基礎基本の徹底

破 自ら考え、
工夫する力の育成

離 自分らしい生き方の確立
大学入試に向け実力養成

生
徒
一
人
ひ
と
り
の

成
長
を
全
力
で
応
援
。

中
高
一
貫
コ
ー
ス
の

指
導
の
流
れ

　
中
高
一
貫
校
と
し
て
五
年
目
を
迎

え
、高
校
生
も
二
学
年
に
な
り
ま
し

た
。五
年
生
は一貫
コ
ー
ス
の
教
育
目
標

で
あ
る「
守
・
破
・
離
」の「
破
」＝「
自
ら

考
え
、工
夫
す
る
力
を
育
む
」学
年
に

当
た
り
ま
す
。生
徒
た
ち
は
ク
ラ
ス一
丸

と
な
っ
て
、国
公
立
大
学
合
格
を
目
指

し
て
日
々
努
力
を
し
て
い
ま
す
。各
教

科
、今
年
で
教
科
書
の
内
容
を
終
え
、

来
年
は
セ
ン
タ
ー
入
試
や
大
学
の
個
別

試
験
に
向
け
て
演
習
問
題
を
行
う
予

定
で
す
。中
学
入
学
時
と
比
べ
、四
年

間
で
少
し
ず
つ
学
習
に
集
中
し
て
取
り

組
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。昨
年

度
受
け
た
模
試
で
も
そ
の
積
み
重
ね
が

素
晴
ら
し
い
結
果
と
し
て
表
れ
た
生
徒

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。自
分
の
目
標

に
向
か
っ
て
ひ
た
む
き
に
努
力
す
る
姿

を
毎
日
頼
も
し
く
見
て
い
ま
す
。難
関

国
公
立
大
学
合
格
を
目
標
に
学
習
に

　
英
語
学
習
の
集
大
成
と
し
て
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
語
学
研
修
の
他
、日
本
の

歴
史
に
触
れ
、平
和
に
つ
い
て
考
え
る

沖
縄
修
学
旅
行
。

　
社
会
研
修
で
は
日
本
の
伝
統
文
化

を
体
験
す
る
こ
と
を
目
的
に
有
松
絞
や

和
紙
づ
く
り
を
体
験
。

　
学
年
の
枠
を
取
り
払
っ
た
団
活
動
で

盛
り
上
が
る
の
は
体
育
祭
。団
対
抗
の

リ
レ
ー
種
目
や
応
援
合
戦
で
白
熱
し
た

戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

▲球技大会

▼浴衣の着付教室

▼オーストラリア語学研修（ホストファミリーと）

豊
富
な
体
験
活
動

　
他
校
よ
り
英
語
の
授
業
数
が
多
い

だ
け
で
な
く
ベ
ル
リ
ッ
ツ
と
の
連
携
授

業
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、英

語
検
定
の
受
検
を
奨
励
し
、受
検
対
策

を
行
っ
て
い
ま
す
。中
高
一
貫
第
一
期
生

(

現
高
二
年
生)

の
英
検
取
得
率
は
、三

級
が
1
0
0
％
、準
二
級
は
93
％
。二

級
は
33
％
で
す
。

英
語
力
を
強
化

取
り
組
む
生
徒
、自
分
の
興
味
関
心
の

あ
る
分
野
に
つ
い
て
大
学
で
の
講
義
を

受
講
す
る
生
徒
、化
学
や
生
物
学
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
生
徒
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
個
人
優
勝
を
果
た
し

た
生
徒
な
ど
、学
習
だ
け
に
留
ま
ら

ず
、幅
の
広
い
教
養
と
視
野
を
備
え
た

人
材
育
成
を
目
指
し
て
指
導
を
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、昨
年
度
は
、熊
本
支
援
の
活

動
に
も
参
加
し
ま
し
た
。県
外
の
高
校

生
と
共
同
で
動
画
を
作
成
し
、そ
れ
を

熊
本
県
の
高
校
の
卒
業
式
で
流
す
と
い

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
が
、ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
他
校
の
生
徒
と
の
会
議
や
ク
ラ

ス
会
議
、練
習
な
ど
、全
て
生
徒
た
ち

が
計
画
立
案
し
ま
し
た
。動
画
が
完
成

す
る
ま
で
の
期
間
、み
ん
な
で
意
見
を

出
し
合
い
な
が
ら
、少
し
で
も
良
い
も

の
を
作
り
上
げ
よ
う
と
い
う
思
い
を
持

ち
、主
体
的
に
活
動
す
る
姿
に
、大
き

な
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。

　
卒
業
を
す
る
ま
で
、大
き
く
メ
ン

バ
ー
が
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、だ
か
ら
こ
そ

生
ま
れ
る
信
頼
や
連
帯
感
を
深
め
、こ

れ
か
ら
各
々
の
目
標
を
叶
え
る
た
め
に

努
力
す
る
姿
を
全
力
で
応
援
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

普
通
科
中
高一貫
コ
ー
ス

高
二
担
任  

大
山 

将
生 

先
生
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昭和53年4月／開校
校長／塚本 紀之
教務部長／吉田 隆二
事務長／小林 真子
学生数／２21名（男：149名、女：72名）
教職員数／教員：16名、常勤：９名
非常勤：7名、職員：4名

□
□
□
□
□
□

□ 設置学科／募集定員
◎公務員科 ２年：40名
◎ITスキル科 ２年：80名
 ・ Webデザインコース
 ・ 情報処理コース
 ・ ＩＴマネジメントコース（留学生限定）
◎ビジネススキル科 ２年：40名
 ・ 医療事務コース
 ・ 経理事務コース
 ・ 販売マネジメントコース

C
O

M
M

U
 2017

全
力
指
導
で
公
務
員
、医
療
事
務
、

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
を
目
指
す
。

公務員科 ／ITスキル科 ／ビジネススキル科 ／職業実践科   
（1年課程）

 

□
□

◎職業実践科 1年：40名
 ・ 医療事務コース
 ・ 公務員コース
アクセス／「金山総合駅南口」から徒歩３分
所在地／
〒456‐0018 名古屋市熱田区新尾頭1‐12‐10
TEL：052‐683‐0035
http://www.elic.ac.jp/

ELICビジネス＆
公務員専門学校

平
成
30
年
度 

新
設

Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
科　

Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

目
指
せ
、

E
L
I
C
発
の
新
商
品
！

　
情
報
発
信
の
巧
拙
が
、企
業
の
業
績

を
左
右
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

現
在
の
情
報
化
社
会
。そ
の
情
報
発
信

方
法
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
か
ら

Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ 

サ
ー
ビ
ス
）へ
と
移
行
し
て
い
ま
す
。Ｅ
Ｌ

Ｉ
Ｃ
で
は
そ
ん
な
環
境
に
対
応
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
を
育
て
る
べ
く
、W
e
b

デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
を
新
設
し
ま
す
。

　
W
e
b
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。T

w
itte

r

、

Facebook

、YouT
ube

、ブ
ロ
グ
、

Instagram

な
ど
の
S
N
S
も
、今
や

重
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
ツ
ー
ル
で
す
。S
N
S

の
情
報
が
会
社
の
売
り
上
げ
を
左
右
す

る
こ
と
も
多
い
現
在
、魅
力
的
で
効
果
的

な
S
N
S
情
報
の
制
作
を
学
び
ま
す
。

　
タ
イ
ム
リ
ー
に
発
信
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、常
に
携
帯
す
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
ア
ッ
プ
が
必
要
と
な

り
ま
す
。み
な
さ
ん
が
知
ら
な
い
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
優
れ
た
機
能
を
学
び
、い
つ

で
も
、ど
こ
で
も
、魅
力
あ
る
情
報
発
信

が
で
き
る
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
ま
す
。

　　
単
な
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
い
ら
な
い
。Ｅ

Ｌ
Ｉ
Ｃ
が
育
て
る
の
は
、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

と
し
て
の
基
礎
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ

け
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
ど
ん
な
要
望
に
も

柔
軟
に
対
処
で
き
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
持
っ
た
W
e
b
デ
ザ

イ
ナ
ー
が
目
標
で
す
。

①
W
e
b
デ
ザ
イ
ナ
ー
検
定

②
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
検
定

③
H
T
M
L
5
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル

　
認
定
試
験

④
Ｄ
Ｔ
Ｐ
検
定

①
W
e
b
デ
ザ
イ
ナ
ー

②
企
業
S
N
S
管
理
者

③
企
業
W
e
b
管
理
者

　
自
分
が
企
画
し
た
商
品
が
実
際
に
販

売
さ
れ
る
、そ
ん
な
夢
の
よ
う
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
現
在
E
L
I
C
で
進
行
し

て
い
ま
す
。マ
ナ
ー
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

科
の「
五
ツ
橋
製
菓
×
E
L
I
C
」コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　
五
ツ
橋
製
菓
は
、あ
ま
市
に
あ
る
老

舗
の
和
菓
子
製
造
卸
会
社
で
、当
時

切
っ
て
食
べ
る
し
か
な
か
っ
た
う
い
ろ
う

業
界
に
お
い
て
、「
一口
う
い
ろ
う
」を
最

初
に
考
案
す
る
な
ど
型
に
嵌
ら
な
い
経

営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。今
回
、学
生
の

若
い
意
見
を
取
り
入
れ
、新
し
い
顧
客

層
を
開
拓
し
た
い
と
の
ご
希
望
が
あ
り
、

片
や
、商
品
の
企
画
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ

サ
ー
チ
、販
売
計
画
立
案
な
ど
、具
体
的

な
商
品
の
販
売
を
通
し
て
学
生
に
学
ば

せ
た
い
と
い
う
本
校
の
希
望
と
が
相
容

れ
る
こ
と
か
ら
、中
部
産
業
連
盟
の
仲

介
に
よ
り
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
と
は
い
え
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
。今
年
秋
の
商
品
化
を
目

標
と
し
、そ
れ
ま
で
に
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
調

査
、商
品
の
具
体
化
、包
装
の
決
定
、販

売
先
の
確
保
な
ど
、や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
山
積
み
で
す
。現
在
学
生

た
ち
は
、和
洋
関
係
な
く
他
社
商
品
を

リ
サ
ー
チ
し
、そ
の
結
果
を
も
と
に
み
ん

な
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、E
L
I
C

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
商
品
を
模
索
し
て
い
る

段
階
。時
間
が
限
ら
れ
る
中
、慣
れ
な
い

作
業
ば
か
り
で
不
安
に
負
け
そ
う
に
な

る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。そ
れ
で
も
、

そ
の
た
び
に
み
ん
な
で
励
ま
し
あ
い
、何

と
か
前
に
進
も
う
と
、全
員
が
日
々
努
力

を
重
ね
て
い
ま
す
。E
L
I
C
学
生
企

画
立
案
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
は
、今
年

秋
に
完
成
予
定
で
す
。

コ
ー
ス
の
特
長

目
指
す
資
格

目
指
す
職
業

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
N
S
。

魅
力
的
で
効
果
的
な

情
報
制
作
を
学
び
ま
す
。

◆
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
が
育
て
る
の
は
、

高
い
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
持
っ
た

W
e
b
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
す
。

◆
ビ
ジ
ネ
ス
ツ
ー
ル
と
し
て
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
活
用
法
を
マ
ス
タ
ー
。
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　「
E
L
I
C
は
楽
し
い
！
」、そ
ん
な

コ
ン
セ
プ
ト
の
下
、「
E
L
I
C
オ
ー
プ

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」の
開
催
が
決
定
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
E
L
I
C
は
、た
と
え
ば

体
験
入
学
に
お
い
て
も
、基
本
は
真
面

目
に
、授
業
内
容
を
説
明
し
、資
格
取

得
や
就
職
状
況
、公
務
員
の
合
格
状
況

な
ど
、ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
保
護
者
様

や
高
校
の
先
生
方
が
安
心
す
る
よ
う
な

情
報
を
中
心
に
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、そ
の
姿
勢
が
評
価
さ
れ
、現
在

の
E
L
I
C
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

し
か
し
考
え
て
み
れ
ば
、実
際
に
毎
日

E
L
I
C
に
通
う
の
は
学
生
本
人
で
す
。

学
校
が
楽
し
け
れ
ば
、き
っ
と
勉
強
に
も

力
が
入
る
こ
と
で
し
ょ
う
。な
ら
ば
、そ

の
楽
し
さ
を
高
校
生
に
伝
え
た
い
、そ
の

た
め
の
新
企
画
で
す
。

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、ご
来
場
い
た
だ

い
た
高
校
生
を
、E
L
I
C
の
現
役
学

生
が
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
ご
案
内

し
ま
す
。来
場
者
は
、好
き
な
時
間
に
好

き
な
講
座
、好
き
な
食
べ
物
・
飲
み
物
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。学
園
祭
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
い
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。具
体
的
な
講
座
や
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
予
定
し
て
い
る
の
は
、以
下
の

通
り
で
す
。

　
女
性
の
活
躍
が
叫
ば
れ
て
い
る
昨
今

で
す
が
、E
L
I
C
で
は
、2
0
1
7
年

4
月
よ
り
、学
園
初
と
な
る「
女
性
だ
け

の
事
務
局
」が
実
現
し
ま
し
た
。事
務
長

を
含
め
、3
名
の
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
女
性

で
す
。今
更
、男
性
だ
か
ら
女
性
だ
か
ら

と
、肩
ひ
じ
を
張
る
必
要
は
な
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。で
も
、女
性
だ
け
の
事
務

局
に
は
、何
か
新
し
い
も
の
を
作
り
出
せ

る
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、事
務
局
の
窓
口
は
、お
客

様
と
最
初
に
コ
ン
タ
ク
ト
の
あ
る
、い
わ

ば「
学
校
の
顔
」。そ
の
対
応
が
学
校
の

イ
メ
ー
ジ
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
し
ま
う
、

と
て
も
大
切
な
場
所
で
す
。も
ち
ろ
ん
、

学
園
の
事
務
職
員
の
方
々
は
、み
な
さ
ん

素
晴
ら
し
い
方
々
ば
か
り
で
、性
別
に
関

係
な
く
、誠
実
に
さ
わ
や
か
に
対
応
さ
れ

て
い
ま
す
。そ
れ
で
も
、事
務
局
全
員
が

女
性
と
い
う
環
境
は
、い
ら
っ
し
ゃ
る
お

客
様
も
、何
か
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
の

で
は
な
い
か
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
日
々
の
事
務
に
お
い
て
も
、学
生
と

の
対
応
に
お
い
て
も
、女
性
な
ら
で
は

の
良
さ
、強
み
を
出
し
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。女
性
が
持
つ
高
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
固
定
観
念
に
縛

ら
れ
な
い
フ
ラ
ッ
ト
な
感
覚
は
、時
に

旧
態
依
然
と
し
た
組
織
の
風
通
し
を

良
く
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

女
性
だ
け
の
事
務
局
に

よ
う
こ
そ
！

新
装
版「
E
L
I
C

就
職
活
動
教
書
」完
成

世
界
に
羽
ば
た
く

卒
業
生

「
E
L
I
C

オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

開
催
決
定

　
就
職
は
人
生
の一大
事
、大
き
な
岐
路

で
す
。ま
し
て
や
、学
校
か
ら
初
め
て
社

会
に
出
る
学
生
た
ち
に
と
っ
て
は
、何
を

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い

う
の
が
現
実
で
し
ょ
う
。専
門
学
校
に

と
っ
て
も
、就
職
率
は
大
き
な
問
題
で

す
。も
ち
ろ
ん
、担
任
と
し
て
の
全
体
指

導
は
し
ま
す
が
、細
か
い
部
分
は
、学
生

が
聞
い
て
き
て
初
め
て
答
え
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
が
ち
で
す
。そ
こ
で
、で
き

れ
ば
基
礎
的
な
部
分
は
学
生
本
人
に
対

応
し
て
ほ
し
い
、い
え
、対
応
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、と
の
期
待
も
込
め
て
、E
L
I
C
で

は「
就
職
活
動
教
書
」を
作
成
し
、学
生

に
配
布
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
今
回
、内

容
を一新
し
た
、新
装
版「
E
L
I
C
就

職
活
動
教
書
」が
完
成
し
ま
し
た
。

　
学
生
の
就
職
意
識
の
流
れ
に
沿
っ
て
、

会
社
の
種
類
や
職
種
と
い
っ
た「
基
礎

知
識
」か
ら
、キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
始

め
と
し
た「
就
業
意
識
形
成
」、そ
し
て

実
際
の
就
職
活
動
の
手
順
ま
で
、全
体

を
14
の
テ
ー
マ
に
分
類
し
て
ま
と
め
ま
し

た
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
の
活
用
方

法
や
求
人
票
の
見
方
と
い
っ
た
活
動
の

初
期
段
階
で
学
生
が
迷
う
こ
と
や
、ア

ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
の
取
り
方
や
履
歴
書

の
書
き
方
、お
礼
状
の
書
き
方
と
い
っ
た

実
際
の
活
動
中
に
必
要
と
な
る
事
柄
ま

で
、学
生
が
知
り
た
い
で
あ
ろ
う
と
思
う

こ
と
を
網
羅
し
た
つ
も
り
で
す
。

　
そ
し
て
こ
の
新
装
版「
E
L
I
C
就

職
活
動
教
書
」の
も
う
一つ
の
目
的
は
、

教
員
の
意
識
改
革
で
す
。学
生
と
の
年

齢
差
が
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
る
多
く
の

教
員
に
、「
現
在
」の
就
職
活
動
の
状
況

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
第
一の
目
的
。

そ
の
う
え
で
、時
代
と
と
も
に
変
わ
る
も

の
と
変
わ
ら
な
い
も
の
を
見
極
め
、今
の

学
生
に
あ
っ
た
就
職
指
導
を
考
え
て
も

ら
う
こ
と
が
最
終
目
的
で
す
。 本校を卒業し、医療事務職、事務職、プログラマ、

販売職、警察官、消防官、市・県職員等で、バリ
バリ働いている現役のビジネスパーソンや公務
員の皆さんに、聞きたいことを何でも質問できる
コーナーを設置。

　　
ラ
ヒ
ル・
ケ
ル
ン
さ
ん
は
ス
リ
ラ
ン
カ

で一番
の
名
門
高
校
ロ
ー
ヤ
ル・カ
レ
ッ
ジ

の
卒
業
生
で
す
。入
学
前
の
面
接
で「
や

り
た
い
こ
と
は
何
か
？
」と
聞
く
と
、彼

が「
ス
リ
ラ
ン
カ
の
若
者
に
国
を
出
な
く

て
も
ち
ゃ
ん
と
仕
事
が
あ
り
、食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
あ
げ
た
い
。そ
ん
な
働
く

場
を
作
る
こ
と
で
す
。」と
答
え
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。第一印
象
で
は
、彼
の
日

本
語
が
と
て
も
う
ま
い
と
い
う
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
彼
な
ら
何

か
や
っ
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」と
い

う
予
感
だ
け
は
あ
り
ま
し
た
。

　
彼
に
初
め
て
会
って
か
ら
約
１０
年
の
月

日
が
経
ち
ま
し
た
。ケ
ル
ン
さ
ん
は
現

在
、大
垣
の
ド
リ
ー
ム
コ
ア
で
ウ
ェ
ブ
制

作
会
社「
ソ
ナ
ス
」を
立
ち
上
げ
、社
長

と
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。日
本
で
ウ
ェ

ブ
の
営
業
を
行
い
、制
作
は
ス
リ
ラ
ン

カ
の
若
者
に
依
頼
す
る
と
い
う
事
業
構

造
で
す
。そ
の
た
め一昨
年
1
月
に
は
母

国
の
友
人
と
ス
リ
ラ
ン
カ
で
も
ウ
ェ
ブ

制
作
会
社
を
起
業
し
て
い
ま
す
。こ
の

こ
と
は
中
日
新
聞
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
ド
リ
ー
ム
コ
ア
は
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ

（
起
業
を
支
援
す
る
）機
能
を
持
っ
て
お

り
、「
オ
フ
ィ
ス
と
い
っ
て
も
ま
だ
ま
だ

会
社
と
い
え
る
よ
う
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。」と
ケ
ル
ン
さ
ん
は
謙
遜
し
ま

い
で
し
ょ
う
か
。女
性
の
視
点
や
感
覚

を
活
か
し
た
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
は
、

社
会
経
験
の
少
な
い
学
生
に
と
っ
て
安

心
を
感
じ
つ
つ
社
会
を
経
験
で
き
る

貴
重
な
時
間
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

男
性
で
は
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
、女

性
だ
け
の
空
間
が
持
つ「
雰
囲
気
」を

う
ま
く
使
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
、E
L
I
C
の
女
性
だ
け
の

事
務
局
、一度
ご
覧
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

①「美味しいフード＆ドリンク」

③「スマートフォンのスゴ技講座」

②「OB＆OGの現役ビジネスパーソン、
　現役公務員に何でも質問できるコーナー」

◎かき氷
◎綿菓子
◎ソフトクリーム

◎ソフトドリンク
◎スターバックスコーヒー
　などの提供。

スマホでできる驚きのスゴ技を伝授。

④「ショップ店員によるコーディネート講座」
髪型、服装、持ち物など本日の
コーディネートを点数で評価。

多くの高校生の皆さんの
参加をお待ちいたしております。

す
が
、現
在
で
は
従
業
員
も
抱
え
、事

業
拡
大
も
視
野
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た

と
自
信
を
み
せ
ま
す
。こ
の
先
、順
風

満
帆
が
継
続
す
る
保
証
は
あ
り
ま
せ

ん
。し
か
し
、私
に
は
じ
め
て
あ
っ
た
時

に
話
し
て
く
れ
た
初
心
に
向
け
て一
歩

を
踏
み
出
し
た
勇
気
と
行
動
力
に
は

感
心
し
ま
す
。ケ
ル
ン
さ
ん
の
場
合
、ま

ず
は
自
分
の
会
社
を
持
っ
た
と
い
う
事

例
で
は
あ
り
ま
す
が
、将
来
、Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｃ

卒
業
生
を
代
表
す
る
も
っ
と
大
き
な
成

功
事
例
に
な
れ
る
可
能
性
を
感
じ
て
い

ま
す
。
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平成9年4月／開校
校長／和田 昭
教務部長／近藤 保子
事務長／梅村 浩司
学生数／１１1名（女子のみ）

□
□
□
□
□

□
□

□

教職員数／教員：５名、職員：２名、非常勤：85名　
設置学科／募集定員
◎歯科衛生士科 ３年：４０名
アクセス／名鉄本線「藤川駅」より徒歩７分、
「名鉄名古屋駅」より45分、「豊橋駅」より30分

□

□
□

所在地／
〒444‐0005 愛知県岡崎市岡町原山12‐130
TEL：0564‐48‐6680
http://mikawa-dental.ac.jp

三河歯科衛生
専門学校

C
O

M
M

U
 2017

幅
広
い
知
識
と
技
術
を
し
っ
か
り
学
ぶ

心
ゆ
た
か
な
歯
科
衛
生
士
を
め
ざ
す

歯科衛生士科

（ボウリング大会 MDHC杯）3学年 合同レクリエーション 3年生 研修旅行

　1年から3年まで、担任を含む１２０名全員でボーリング大会を行い
ました。どのレーンからも歓声があがり大変に盛り上がりました。

　１日目 横浜散策　２日目 東京TDS　３日目 歯科材料企業での研修。
楽しい研修旅行が過ぎると、国家試験学習へ向かって全力投球します。

　歯科衛生士の国家資格を得るために、３
年間学んできました。「絶対に合格する！」とい
う決意を胸に、会場に入ります。そして、全員
が合格！！

２年生 食育実習
　身体や口腔の健康を考え、楽しく調理し
ながら「保健指導力」と同時に「女子力」も
身に着けます。お料理の腕前も上がり、生
涯にわたって安全で快適な食生活を営む
ことができるようになります。 

３年生 国家試験
当日に愛知県会場にて

　本校の求人倍率は２５倍です。多くの歯
科医院から求人募集があり、学校では就
職相談会を開催しています。歯科医院の
先生から、経営理念や業務内容などを聞
いて確実な就職活動につなげます。

３年生 就職相談会

　幼稚園の子どもたちへ「歯の大切さ」を
伝えるために、紙芝居やペープサートを作
り、子どもたちと楽しく歯の勉強をします。

3年生 臨地実習
（幼稚園）

　２年生が１年生の口腔内を観察した後、カリ
エス（むし歯）リスク検査、歯周病検査などを
行い、歯科衛生診断します。生活上の注意点
や口腔衛生に関する指導を行います。

１・2年生 合同実習

　歯のＸ線写真をシャーカステン上で読影
します。歯牙や歯槽骨の状態を可視化する
ことで、歯周病やむし歯などの疾患がわか
ります。

２年生 放射線実習

　いよいよ臨床実習が始まります。ゆれる
灯にそれぞれが歯科衛生士としての「自覚
と責任」を胸に誓い、患者様のために精一
杯実習を頑張ります。

２年生 戴帽式
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平成11年４月／開校
校長／豊林 由美子
事務長／須山 和治
学生数／314名（男：71名・女：243名）　　　　　
教員数／
教職員：17名　非常勤：10名

□
□
□
□
□

□ 学科設置／募集定員            
美容学科／2年制160名
・ヘア・サロンスタイルコース
・ヘア・デザインスタイルコース
・メイク上級コース
・エステ上級・まつげエクステコース
・ネイル上級コース
・ブライダルコース 

□

□

アクセス／「金山総合駅」より徒歩1分
金山総合駅はＪＲ・名鉄・地下鉄が乗り入れます。
アクセス抜群のターミナル駅のため、通学には大変便利です。
しかも、金山総合駅の南口から徒歩1分の好立地にあります。
所在地／
〒456-0002 名古屋市熱田区金山町1-8-10
TEL：052-678-3911
http://www.nagoyabiyo.ac.jp

C
O

M
M

U
 2017

本
気
で
挑
む
毎
日
は
、

き
っ
と
未
来
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

美容学科

名古屋美容
専門学校

歯科衛生士国家試験概要
歯科衛生士国家試験は、歯科衛生士法第11条に基づいて行われます。
厚生労働省医政局が監修、試験の実施に関する事務は財団法人歯科医療研修振興財団が行います。

T OPIC S

6 合格基準 正答率６割以上

4 受験資格 ①文部科学大臣の指定した歯科衛生士学校を卒業したもの
②厚生労働大臣の指定した歯科衛生士養成所を卒業したもの
③海外の歯科衛生士学校を卒業し、厚生労働大臣が認めたもの

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

す
ま
い
る
歯
科 

歯
科
衛
生
士

野
場 

麻
由
子
さ
ん

学
生
時
代

や
り
が
い

な
る
た
め
に
は

仕
事
に
つ
い
て

　
高
校
時
代
は
、部
活
に
熱
中
し
た
り

友
達
と
遊
ん
だ
り
と
青
春
を
謳
歌
し
て

い
ま
し
た
。卒
業
後
の
進
路
の
決
め
手
に

な
っ
た
の
は
父
の
ア
ド
バ
イ
ス
。「
国
家
資

格
を
い
か
し
た
仕
事
は
ど
う
？
」と
、歯

科
衛
生
士
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、自
分
で
調
べ
る
う
ち
に
歯
科
衛

生
士
への
興
味
が
湧
い
て
い
き
ま
し
た
。

専
門
時
代
の
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
三
河
歯
科
衛
生
専
門
学
校
に
進
み
、

虫
歯
の
治
療
方
法
や
治
療
器
具
な
ど
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。歯
に
つ
い
て
だ
け
で

な
く
、顎
の
骨
の
種
類
や
構
造
、食
育
、

生
理
学
や
解
剖
学
な
ど
も
勉
強
し
ま
し

た
。実
習
で
は
、ど
の
よ
う
に
歯
科
衛
生

士
さ
ん
が
先
生
や
患
者
様
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
働
い
て
い
る

か
を
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
国
家
試
験
に
合
格
し
て
歯
科
衛
生
士

の
資
格
を
取
得
し
、す
ま
い
る
歯
科
で
働

き
は
じ
め
ま
し
た
。最
初
の
3
ヶ
月
間
は

診
療
補
助
や
受
付
業
務
が
中
心
。お
口
の

中
の
水
を
バ
キ
ュ
ー
ム
で
吸
っ
た
り
、治
療

道
具
の
準
備
な
ど
を
任
さ
れ
ま
し
た
。

意
識
の
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
？

　
い
ま
ま
で
は
受
け
身
で
、何
事
も
や
っ

て
も
ら
う
側
で
し
た
。学
校
で
も
勉
強
を

教
え
て
も
ら
っ
た
り
、親
に
も
学
費
を
出

し
て
も
ら
っ
た
り
。し
か
し
、社
会
人
に

な
っ
た
い
ま
は
、や
っ
て
あ
げ
る
側
に
な
ら

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。私
の
知
識
を
い
か

し
、患
者
様
を
ど
う
よ
く
し
て
い
く
か
を

考
え
る
立
場
で
す
。責
任
感
や
仕
事
に

対
す
る
誇
り
を
も
っ
て
働
い
て
い
き
た
い

と
い
う
意
識
が
芽
生
え
ま
し
た
。

現
在
の
仕
事
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
簡
単
に
説
明
す
る
と
、お
口
の
中
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト
で
す（
笑
）。歯
周
病
の
治

療
を
中
心
に
、歯
磨
き
指
導
や
ス
ケ
ー

ラ
ー
を
使
っ
た
歯
石
除
去
な
ど
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。何
気
な
い
会
話
か
ら
患

者
様
の
生
活
背
景
な
ど
も
聞
き
、そ
れ

ぞ
れ
の
患
者
様
に
寄
り
添
っ
た
治
療
計

画
を
立
て
、い
い
健
康
状
態
へ
導
い
て
い

く
感
じ
で
す
ね
。

歯
科
衛
生
士
と
歯
科
助
手
の
違
い
は
？

　
歯
科
助
手
は
、患
者
様
の
お
口
の
中

を
触
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、あ
く
ま

で
診
療
補
助
が
中
心
で
す
。歯
科
衛
生

士
は
、自
分
で
治
療
計
画
を
立
て
た
り
、

実
際
に
お
口
の
中
を
触
っ
て
医
療
行
為

な
ど
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
歯
茎
か
ら
出
血
し
た
り
歯
に
痛
み
が

あ
る
と
い
う
患
者
様
が
当
院
に
通
って
く

れ
て
、治
療
が
終
わ
っ
て
笑
顔
で
帰
る
様

子
を
見
た
と
き
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま

す
。あ
と
は
、歯
磨
き
の
大
切
さ
な
ど
、

私
が
伝
え
た
い
こ
と
を
理
解
し
て
患
者

様
が
改
善
し
て
く
れ
る
と
、「
思
い
が
伝

わ
って
よ
か
っ
た
！
」と
う
れ
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
す
ね
。

　
必
須
な
の
は
、国
家
資
格
で
あ
る
歯

科
衛
生
士
の
免
許
で
す
。専
門
学
校
な

ど
で
３
年
間
、専
門
知
識
や
技
術
を
勉

強
し
、国
家
試
験
に
合
格
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。い
ま
高
校
生
の
こ
ろ
の
自
分

を
振
り
返
る
と
、将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
特

に
意
識
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た…

。高
校

生
の
み
な
さ
ん
に
は
、小
さ
い
夢
で
も
い
い

の
で
、将
来
ど
う
な
り
た
い
か
を
イ
メ
ー

ジ
し
な
が
ら
勉
強
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。「
想
像
す
る
」って
本
当

に
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
よ
！

１試験期日　例年３月上旬、日曜日

2 試験地 北海道、宮城県、東京都、新潟県、愛知県、大阪府、広島県、香川県、福岡県及び沖縄県の10会場

3 試験科目 ①人体の構造と機能
②歯・口腔の構造と機能
③疾病の成り立ち及び
　回復過程の促進

④歯・口腔の健康と予防に関わる
　人間と社会の仕組み
⑤歯科衛生士概論
⑥歯科臨床医学

⑦歯科予防処置論
⑧歯科保健指導論
⑨歯科診療補助論

5 合格者の
発表

例年３月下旬の指定日、午後２時一般財団法人歯科医療振興財団
及び厚生労働省にその受験地及び受験番号を掲示するインターネット上でも発表

7 全国の
受験者数と
合格率

受験者数7,218名、合格者数6,737名、合格率93.3％（平成29年3月実施結果）

受験者数４０名、合格者数４０名、合格率10０%本校

mes sage

1
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授
業
の
特
色

　

サ
ロ
ン（
現
場
）で
必
要
と
さ
れ
る
人

材
を
育
成
す
る
と
共
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
作
品
を
作
る
感
性
を
磨
き
ま
す
。 

◆SA
SSO

O
N
 SC
H
O
O
LSH

IP 

　
〜
県
内
で
唯一の

　
　

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
校
〜 

 

　

世
界
の
ト
ッ
プ
ヘ
ア
ス
タ
イ
リ
ス
ト

‘
V
ID
A
L SA

SSO
O
N
’

の
技
術
を
新

し
い
世
代
に
伝
え
る
た
め
の
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
。

　

１
年
次
か
ら
、カ
ッ
ト
の
授
業
を
多

く
設
け
、カ
ッ
ト
技
術
の
基
礎
を
習
得

す
る
こ
と
で
、デ
ザ
イ
ン
を
構
築
す
る

力
を
身
に
つ
け
ま
す
。審
査
に
は
ロ
ン
ド

ン
か
ら
サ
ス
ー
ン
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
来

日
。上
位
入
賞
者
に
は
ロ
ン
ド
ン
の
サ

ス
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
の
研
修
へ
招
待
と

い
う
チ
ャ
ン
ス
も
あ
り
ま
す
。 

 

　
一
昨
年
度
は
全
国
大
会
初
優
勝
の
快

挙
を
達
成
、名
古
屋
美
容
専
門
学
校

生
が
名
前
を
刻
み
ま
し
た
。

平
成
28
年
度

コ
ン
テ
ス
ト
実
績

◆
Ｊ
Ｈ
Ｃ
Ａ

「
日
本
ヘ
ア
カ
ラ
ー
協
会
」の
授
業
協
力

　
ヘ
ア
カ
ラ
ー
協
会
東
海
地
区
の
ト
ッ

プ
サ
ロ
ン
が
講
師
と
し
て
指
導
し
ま
す
。

プ
ロ
を
指
導
す
る
協
会
サ
ロ
ン
の
ス
タ
ッ

フ
か
ら
直
接
高
度
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
学
べ

ま
す
。

◆
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ミ
ナ
ー

　

撮
影
な
ど
得
意
と
す
る
サ
ロ
ン
を
招

い
て
作
品
を
作
る
ポ
イ
ン
ト
、撮
影
技

術
を
学
び
ま
す
。知
識
を
学
び
、感
性
を

よ
り
伸
ば
す
授
業
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
サ
ロ
ン
講
話

　

将
来
就
職
し
て
働
く
現
場
の
声
を
直

接
聞
く
講
話
。仕
事
の
楽
し
さ
、厳
し

さ
を
実
体
験
を
交
え
た
話
に
、学
生
の

心
構
え
と
今
や
る
べ
き
こ
と
を
明
確
に

し
ま
す
。

○
全
国
理
容
美
容
学
生
技
術
大
会

カ
ッ
ト
部
門　
１
名
全
国
大
会
出
場

堀
川 

栞
／
愛
知
県 

新
城
東
高
校
出
身

ワ
イ
ン
ド
部
門　
１
名
全
国
大
会
出
場

和
田 

奈
津
弥
／
愛
知
県 

若
宮
商
業
高
校
出
身

ヘア
デ
ッ
サ
ン
画
部
門

２
名
全
国
大
会
出
場

山
崎 

果
歩
／
石
川
県 

羽
咋
工
業
高
校
出
身

藤
井 

な
つ
み
／
愛
知
県 

瀬
戸
窯
業
高
校
出
身

○SPC
 JA
PA
N

全
日
本
理
美
容
選
手
権　

全
国
大
会

カ
ッ
ト
部
門　

優
秀
賞

堀
川 

栞
／
愛
知
県 

新
城
東
高
校
出
身

全
日
本
理
美
容
選
手
権　

東
海
大
会

ワ
イ
ン
ド
部
門　

優
勝

和
田 

奈
津
弥
／
愛
知
県 

若
宮
商
業
高
校
出
身

ス
マ
ホ
フ
ォ
ト
学
生
部
門　

優
勝

浅
野 

里
穂
／
三
重
県 

神
戸
高
校
出
身

○D
esigner's Sym

pathy

ワ
イ
ン
ド
部
門　

優
勝

和
田 

奈
津
弥
／
愛
知
県 

若
宮
商
業
高
校
出
身

○
ユ
ー
カ
リ
ジ
ャ
パ
ン

　

D
ESIG

N
ERS A

W
A
RD
 

フ
ォ
ト
学
生
部
門　

優
秀
賞

信
夫 

真
由
乃
／
愛
知
県 

若
宮
商
業
高
校
出
身

検
定
・
資
格

就
職

　

名
古
屋
美
容
で
は
更
な
る
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
の
為
に
取
得
で
き
る
資
格
や
検

定
を
積
極
的
に
開
催
し
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

◆
主
な
検
定・資
格

○JH
C
A

ヘ
ア
カ
ラ
リ
ス
ト
検
定

○
ヘ
ア
ケ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
検
定 

 

○
色
彩
活
用
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
検
定

○
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
検
定 

 

○
Ｉ
Ｎ
Ａ
ネ
イ
ル
検
定・ジ
ェ
ル
検
定 

○
Ｓ
Ｂ
Ｓ
着
付
認
定
試
験 

 

○
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

　

プ
ラ
ン
ナ
ー
検
定

〜「
高
い
就
職
内
定
率
」は

サ
ロ
ン
か
ら
の
信
頼
の
証
〜

　
名
古
屋
美
容
は
100
％
の
就
職
内
定
率

を
実
現
し
て
い
ま
す
。（
2
0
1
7
年
３

月
卒
業
生 

就
職
希
望
者
実
績
）そ
し
て

全
国
に
広
が
る
、サ
ロ
ン
選
び
の
選
択
肢
。

有
名
サ
ロ
ン
へ
の
応
募
や
Ｕ
タ
ー
ン
就
職

な
ど
、選
択
肢
が
広
が
って
い
ま
す
。

◆
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
１
年
生
の
終
わ
り
に
は
1
2
0
社
近

く
の
サ
ロ
ン
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
各
サ

ロ
ン
の
特
徴
や
方
針
を
説
明
。サ
ロ
ン
情

報
や
サ
ロ
ン
選
び
に
つ
い
て
学
生
に
多
く

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
て
い
ま
す
。

国
家
試
験
合
格
率

　

名
古
屋
美
容
で
は
教
職
員
全
体
で
、

学
生
の
国
家
試
験
合
格
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
ま
す
。

　

国
家
試
験
を
想
定
し
１
年
生
の
時

よ
り
毎
月
行
っ
て
い
る
マ
ン
ス
リ
ー

チ
ェッ
ク
や
、学
科
小
テ
ス
ト
。

　

更
に
そ
の
結
果
を
分
析
し
指
導
を

行
い
、試
験
直
前
に
特
別
授
業
を
組

み
、実
技
・
学
科
共
に
全
員
合
格
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

平成28年度

96.1％
（全国平均89.1％）

実技：98％
学科：98％

全
力
で
何
事
も
取
り
組
む

○
体
育
祭

　

お
そ
ろ
い
の
デ
ザ
イ
ン
ユ
ニ
ホ
ー
ム
で

挑
む
ク
ラ
ス
対
抗
の
体
育
祭
。

　

競
技
や
応
援
合
戦
で一
致
団
結
で
優

勝
を
目
指
し
ま
す
。 

 
 

○
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｙ　
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ 

 

　

学
生
た
ち
が
全
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
行

い
10
分
の
舞
台
を
作
り
上
げ
ま
す
。

　
ア
イ
デ
イ
ア・
企
画
力
・チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
試
さ
れ
る
渾
身
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

シ
ョ
ー
。

▲フォトシューティング

▲マンスリーチェック

▲就職ガイダンス ▲JHCA

体育祭体育祭

体育祭

ＢＥＡＵＴＹ ＥＸＰＯＢＥＡＵＴＹ ＥＸＰＯＢＥＡＵＴＹ ＥＸＰＯ

求人社数

1055社

48 47
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平成22年4月／開校
校長／豊林 由美子
事務長／秋野 健太
学生数／49名（女：49名）
教員数／教員:4名、非常勤講師:20名、職員:2名

□
□
□
□
□

□ 設置学科／
◎ブライダルビューティー科 
　ブライダルプランナーコース
　ブライダルスタイリストコース
◎トータルビューティー科
　エステ・メイクコース
　ネイルコース

□
□

□
□

アクセス／「金山総合駅」から徒歩1分
所在地／
〒456‐0002 名古屋市熱田区金山町1‐6‐9
TEL：052‐683‐4011
http://www.nbb.ac.jp/

２
年
間
の
ビ
ジ
ネ
ス
体
験
が

「
プ
ロ
意
識
を
持
っ
た
学
生
」の

育
成
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

「
初
め
て
の
行
事
」

message

1
　
入
学
し
て
１
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。初
め
て
の
行
事
は
体
育

祭
で
、ク
ラ
ス
の
仲
間
と
沢
山
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
ま

す
。ク
ラ
ス
対
抗
の
競
技
で
は
団
結
力
が
深
ま
り
ま
す
。ま
た
、

先
輩
と一緒
に
行
な
う
競
技
も
あ
り
交
流
も
持
て
ま
す
。こ
の

行
事
を
通
じ
て
普
段
の
学
校
生
活
が
よ
り
楽
し
く
ス
タ
ー
ト

出
来
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
全
て
を
楽
し
ん
で
頑
張
り
ま
す
！！

長
屋 

日
菜
子（
愛
知
県
松
蔭
高
校
出
身
）

○
ヘ
ア
フ
ェ
ス
タ（
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
） 

　
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ・ヘ
ア
メ
イ
ク・ネ
イ

ル・デ
ッ
サ
ン・フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

様
々
な
競
技
種
目
が
設
け
ら
れ
練
習
の

成
果
を
全
身
全
霊
で
ぶ
つ
け
ま
す
。

○
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
学
校
祭  

 

　

学
生
た
ち
が
、楽
し
い
企
画
や
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
と
ん
だ
模
擬
店
、仮
装
で
訪

れ
た
お
客
さ
ま
を
も
て
な
し
、同
時
に

収
入
・
支
出
・
利
益
な
ど
経
営
や
接
客

を
学
び
ま
す
。

○
デ
ィ
ズ
ニ
ー
研
修 

 
 

　

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
パ
ー
ク
内
で
、

接
客
や
お
も
て
な
し
の
心
を
学
び
ま

す
。接
客
業
に
と
っ
て
大
切
な
事
を
直

接
体
感
し
ま
す
。

○
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
’Ｓ 

Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｎ

〜
サ
ロ
ン
接
客
で
お
も
て
な
し
を
実
践
〜 

　

本
校
１
Ｆ
に
あ
る
サ
ロ
ン
ワ
ー
ク
ス
タ

ジ
オ
に
お
客
様
を
迎
え
る「
学
生
サ
ロ

ン
」。学
生
た
ち
が
１
日
美
容
師
と
な

り
、お
客
様
に
サ
ロ
ン
メ
ニ
ュ
ー
を
施
術

し
て
経
験
を
重
ね
ま
す
。学
生
で
も
お

客
様
に
と
っ
て
は
美
容
の
プ
ロ
。こ
こ
で

の
経
験
が
、プ
ロ
意
識
を
養
い
、接
客
に

対
す
る
意
識
を
見
違
え
る
ほ
ど
向
上
さ

せ
ま
す
。

○
芸
術
鑑
賞
会

　

劇
団
四
季
の
舞
台
を
見
学
し
、舞
台

の
ヘ
ア
メ
イ
ク
、衣
装
の
他
に
世
界
観
や

表
現
の
仕
方
を
学
び
ま
す
。 

 

○
そ
の
他  

 

　
・表
参
道
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
見
学

　
・イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
職
業
体
験
）

名古屋ブライダル
ビューティー専門学校

ブライダルビューティー科 ／ トータルビューティー科

「
夢
が
か
な
う
環
境
」

「
こ
の
出
会
い
を
大
切
に
」

「
マ
ン
ス
リ
ー
チ
ェッ
ク
」

message

2
　
名
古
屋
美
容
に
は
充
実
し
た
設
備
や
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

が
あ
り
、美
容
師
の
カ
ッ
ト
や
カ
ラ
ー
の
技
術
の
他
に
ネ
イ

ル
、エ
ス
テ
、着
付
な
ど
様
々
な
美
容
の
分
野
を
学
べ
ま
す
。私

は
お
客
様
に
対
し
、ト
ー
タ
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
で
美
し
さ
を
提

案
出
来
る
美
容
師
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、こ
の
環

境
で
夢
を
か
な
え
る
為
に
頑
張
り
ま
す
。

小
寺 

七
帆（
愛
知
県
至
学
館
高
校
出
身
）

message

3
　
自
分
が
や
り
た
く
て
、自
分
で
美
容
と
い
う
道
を
選
び
ま

し
た
。名
古
屋
美
容
専
門
学
校
に
は
、朝
も
放
課
後
も
親
身

に
な
って
練
習
に
付
き
合
って
下
さ
る
先
生
、同
じ
夢
に
向
か

い
切
磋
琢
磨
出
来
る
仲
間
が
い
ま
す
。こ
の
素
晴
ら
し
い
環

境
の
中
で
、周
り
の
人
達
への
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、２

年
間
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

辻
丸 

加
奈
子（
愛
知
県
春
日
井
南
高
校
出
身
）

message

4
　

名
古
屋
美
容
に
は
マ
ン
ス
リ
ー
チ
ェッ
ク
と
い
う
、月
に
１

回
の
実
技
テ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
。１
学
年
１
６
０
名
の
中
で

順
位
が
出
ま
す
。努
力
次
第
で
上
位
に
い
け
ま
す
。こ
の
良
い

環
境
で
、自
分
が
ど
れ
だ
け
努
力
出
来
る
か
が
大
切
だ
と
思

う
の
で
、自
分
に
負
け
ず
に
努
力
し
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

遠
藤 

萌
々
子（
愛
知
県
名
東
高
校
出
身
）

ヘアフェスタヘアフェスタハロウィン学校祭

ディズニー研修

50 49



▲1年生の歓迎親睦会

▲ハロウィン学校祭

▲模擬・結婚式

▲学生サロン▲面接指導

▲ディズニー研修 ▲テーブルマナー ▲企業インターンシップ

　

学
生
生
活
を
彩
る
２
年
間
は
、様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
豊
か
な
感
性
を

育
て
、実
践
力
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
身

に
つ
け
ま
す
。

模
擬
結
婚
式・披
露
宴

　

ブ
ラ
イ
ダ
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
科
の
学

生
が
企
画
す
る
模
擬
結
婚
式・披
露
宴

を
２
年
間
で
６
回
実
施
。演
出
か
ら
運

営
ま
で
を
す
べ
て
担
当
し
ま
す
。学
生

達
が
創
り
上
げ
る
模
擬
結
婚
式
の
招

待
客
は
体
験
入
学
す
る
高
校
生
。

結
婚
式

　

本
物
の
結
婚
式
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
は
２

年
間
の
集
大
成
。

　

忘
れ
ら
れ
な
い
１
日
を
み
ん
な
で
つ

く
り
ま
す
。

学
校
行
事

学
生
が
輝
い
て
い
る
の
に
は
理
由
が
あ
り
ま
す
。

夢
に
あ
わ
せ
て
選
べ
る
2
学
科
４
コ
ー
ス
制

数
多
く
の
資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

現
役
で
活
躍
す
る
講
師
陣
か
ら
は

最
新
の
技
術
を
習
得
し
実
践
力
を
高
め
ま
す
。

１
年
生
前
期
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
の

基
礎
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
ま
す
。１

年
後
期
に
コ
ー
ス
選
択
を
行
い
、よ
り

専
門
的
な
技
術
や
知
識
を
身
に
つ
け
る

こ
と
で
就
職
活
動
に
も
安
心
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

一
対
一で
担
任
教
員
が

親
身
に
指
導
！

各
学
科
40
名
定
員
の
小
規
模
校
。先
生

と
学
生
の
距
離
が
近
く
、ま
た
、就
職
指

導
は
担
任
だ
け
で
な
く
、全
教
員
が
履

歴
書
の
書
き
方
や
面
接
指
導
と
内
定

獲
得
ま
で
、熱
心
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

主
な
就
職
先

A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
コ
ー
ト
名
古
屋

ザ・グ
ラ
ン
ク
レ
ー
ル

高
砂
殿

フ
ォ
ー
シ
ス
＆
カ
ン
パ
ニ
ー

株
式
会
社　

坪
井
花
苑

株
式
会
社　

呉
竹
荘　

株
式
会
社　
二
幸

た
か
の
友
梨
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

株
式
会
社　

資
生
堂

ジ
ル
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
コ
ス
メ

株
式
会
社　

名
鉄
百
貨
店

株
式
会
社　
ス
タ
ジ
オ
ア
リ
ス

目
指
す
検
定
試
験

　
Ｊ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ネ
イ
リ
ス
ト
技
能
検
定

　
Ｊ
Ｎ
Ａ
ジ
ェ
ル
ネ
イ
ル
検
定

　
Ｊ
Ｍ
Ａ
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
技
術
検
定

　
Ａ
Ｅ
Ａ
Ｊ
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
検
定

　

色
彩
技
能
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
検
定

　
サ
ー
ビ
ス
接
遇
検
定

　
Ａ
Ｅ
Ａ
上
級
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
検
定

日
本
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
試
験

着
装
師

ア
シ
ス
タ
ン
ト

ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
検
定

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

基
礎
技
能
検
定

フ
ォ
ー
マ
ル
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
検
定

ブ
ラ
イ
ダ
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
科

◎
１
年
次
後
期（
選
択
）

　

ブ
ラ
イ
ダ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
コ
ー
ス

　

ブ
ラ
イ
ダ
ル
ス
タ
イ
リ
ス
ト
コ
ー
ス

◎
１
年
次
後
期（
選
択
）

　
ト
ー
タ
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
科

　
エ
ス
テ・メ
イ
ク
コ
ー
ス

　
ネ
イ
ル
コ
ー
ス

学
生
サ
ロ
ン

　

ト
ー
タ
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
科
の
学
生

サ
ロ
ン（
卒
業
制
作
）は
、エ
ス
テ・ネ
イ

ル
の
技
術
を
年
間
12
日
間
、一
般
の
お

客
様
を
お
招
き
し
接
客
し
ま
す
。

就職希望者
就職内定率

１００％
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進
級
当
初
は
、

不
安
や
緊
張
が

見
ら
れ
た
子
ど
も

達
で
し
た
が
、一つ

大
き
く
な
っ
た
喜

び
を
感
じ
な
が

ら
、自
分
で
や
ろ

う
と
す
る
気
持
ち
を
持
っ
て
少
し
ず
つ

行
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
次
第
に
表
情

も
和
ら
い
で
き
ま
し
た
。今
年
度
の
年

中
組
は
、「
折
り
紙
あ
そ
び
」「
伝
承
あ
そ

び
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
折
り
紙

あ
そ
び
」で
は
、し
っ
か
り
と
指
先
を
使

う
事
で
脳
の
活
性
化
を
促
し
た
り
様
々

な
折
り
方
を
覚
え
、形
の
変
化
を
楽
し

み
な
が
ら
完
成
し
た
喜
び
を
味
わ
い
ま

す
。「
伝
承
あ
そ
び
」で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
、約
束
事
や
ル
ー
ル

を
守
り
な
が
ら
、仲
間
と
共
に
楽
し
む

共
有
感
を
培
い
ま
す
。ま
た
、年
少
時
か

ら
引
き
続
き
歌
に
踊
り
を
付
け
、身
体

表
現
を
楽
し
み
ま
す
。様
々
な
活
動
や

あ
そ
び
を
通
し
て
友
達
や
保
育
者
と
の

関
わ
り
を
深
め
る
な
か
で
、共
通
の
目

的
を
持
ち
、相
手
の
思
い
を
理
解
し
、楽

し
く
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　
『
み
ん
な
違
っ
て
み
ん
な
い
い
！
』を

テ
ー
マ
に
友
だ
ち
の
輪
を
広
げ
、１
人
ひ

と
り
の
個
性
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。一番
大
き
い
学
年
の
年
長
組

に
な
り
、は
り
き
っ
て
年
少
組
の
世
話
を

し
た
り
、年
中
組
と
は一緒
に
散
歩
に
出

か
け
た
り
し
て
園
内
で
の
他
学
年
と
の

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、園
外
で
は
老
人
福
祉
施
設
を

訪
問
す
る
な
ど
様
々
な
活
動
を
通
し
て

地
域
と
繋
が
る
機
会
も
設
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。年
間
を
通
し
て「
自
発

的
に
や
っ
て
み
よ
う
と
す
る
気
持
ち
」や

「
や
り
遂
げ
た
達
成
感
」を
味
わ
え
る
よ

う
に
挨
拶
や
そ
う
じ
な
ど
生
活
習
慣
に

基
づ
く
課
題
や
、伝
承
あ
そ
び
や
逆
上

が
り
・
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど
の
活
動
に

基
づ
く
課
題
、友
だ
ち
と
力
を
合
わ
せ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
る
課
題

を
取
り
入
れ
た【
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
】に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
活
動
を

通
し
、互
い
を
認
め
合
い
な
が
ら
個
々
の

力
を
伸
ば
し
就
学
に
繋
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

昭和45年4月／開園
園長／水野 晴基
副園長／中井 美幸
事務長／岩月 修
園児数／370名（男：２０4名、女：166名）　　　　　
教職員数／教員：17名、非常勤：8名
　　　　　職員：3名、非常勤：２名

□
□
□
□
□
□

□

□

募集定員／３歳児：125名（男・女）
　　　　　４歳児：15名（男・女）
　　　　　５歳児：若干名（男・女）
アクセス／
市バス「大根荘」バス停留所徒歩1分

□ 所在地／
〒468‐0028 名古屋市天白区島田黒石507番地
TEL：052‐802‐5256
http://www.shimadayouchien.jp/

島田幼稚園

C
O

M
M

U
 2017

一
人
ひ
と
り
が
輝
い
て

一
人
ひ
と
り
の「
島
田
」

　　
今
年
度
の
年
少
組
は
基
本
的
生
活
習

慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、自
分
の
要
求
を

自
分
な
り
に
表
現
す
る
こ
と
、歌
や
踊

り
、体
操
を
先
生
や
友
達
と
楽
し
む
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。初

め
て
の
集
団
生
活
、思
い
の
ま
ま
に
行
動

し
て
い
た
子
ど
も
達
も
少
し
ず
つ
園
の
流

れ
を
覚
え
、身
支
度
な
ど
自
分
か
ら
進
ん

で
や
れ
る
よ
う
に
な
って
き
ま
し
た
。体
操

の
曲
を
か
け
る
と
、嬉
し
そ
う
に
保
育
者

の
真
似
を
し
な
が
ら
元
気
い
っ
ぱ
い
に
体

を
動
か
す
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。こ
れ
か
ら

１
年
を
通
し
て
、子
ど
も
の
好
き
な
動
物

や
ア
ン
パ
ン
マ
ン
等
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
体

操
、又
季
節
や
行
事
に
合
わ
せ
た
体
操
を

取
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。保
育
者
や
友
達

と一緒
に
全
身
を
使
っ
て
思
い
切
り
表
現

す
る
楽
し
さ
を
味

わ
い
な
が
ら
、「
幼

稚
園
大
好
き
！
」

と
言
う
姿
が
た
く

さ
ん
見
ら
れ
る
よ

う
な
毎
日
に
し
て

い
き
た
い
で
す
！

▼遠足▼運動会▼運動会▼わくわくサマーチャレンジ▼わくわくサマーチャレンジ

▼芋掘り遠足▼大根抜き遠足▼発表会▼発表会▼卒園式

元
気
い
っ
ぱ
い
☆
! !

年
少
組

と
っ
て
も
パ
ワ
フ
ル
！！

年
中
組

み
ん
な
が
輝
く

年
長
組
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　学校法人愛知産業大学の平成28年度決算の概要をお知らせいたします。

　本学園の設置する学校は、愛知産業大学・愛知産業大学短期大学・ELICビジネス＆公務員専門学校・三河歯科衛生専門学校・名

古屋美容専門学校・名古屋ブライダルビューティー専門学校・愛知産業大学工業高等学校・愛知産業大学三河高等学校・愛知産業大

学三河中学校・島田幼稚園の10校であります。学校法人は文部省令（第18号）により「学校法人会計基準」にしたがって会計処理を行っ

ております。本学園は、同基準に定められている「資金収支計算書」、「事業活動収支計算書」、「貸借対照表」をお知らせすることにより、

本学園における財政状態をより正確にご理解いただき、皆様のご支援をお願い申し上げます。

財務の概要 （平成28年度決算の概要）

資金収支計算書

事業活動収入計
事業活動支出計

（参考）
5,479,368,000
5,516,467,000

5,526,515,894
5,369,268,869

△ 47,147,894
147,198,131

科目

収入の部

支出の部

学生生徒等納付金収入

手数料収入

寄付金収入

補助金収入

　国庫補助金収入

　地方公共団体補助金収入

資産売却収入

付随事業・収益事業収入

受取利息・配当金収入

雑収入

借入金等収入

前受金収入

その他の収入

資金収入調整勘定

前年度繰越支払資金

収入の部合計

人件費支出

教育研究経費支出

管理経費支出

借入金等利息支出

借入金等返済支出

施設関係支出

設備関係支出

資産運用支出

その他の支出

〔予備費〕

資金支出調整勘定

翌年度繰越支払資金

支出の部合計

3,400,017,000

79,096,000

20,753,000

1,575,540,000

207,210,000

1,368,330,000

302,770,000

57,820,000

13,246,000

187,780,000

0

767,515,000

651,570,000

△ 857,297,000

3,947,535,000

10,146,345,000

3,282,455,000

928,056,000

405,110,000

0

162,291,000

1,047,451,000

106,257,000

20,306,000

291,054,000

（47,940,000）

52,060,000

△ 123,356,000

3,974,661,000

10,146,345,000

3,377,942,885

81,887,688

23,348,000

1,598,063,879

220,041,000

1,378,022,879

302,770,000

59,860,102

13,211,700

226,818,608

0

803,847,206

662,164,514

△ 889,171,119

3,947,535,999

10,208,279,462

3,269,266,217

898,508,849

387,702,289

0

162,289,978

1,012,235,400

105,140,893

20,305,736

312,124,308

△ 193,620,827

4,234,326,619

10,208,279,462

22,074,115

△ 2,791,688

△ 2,595,000

△ 22,523,879

△ 12,831,000

△ 9,692,879

0

△ 2,040,102

34,300

△ 39,038,608

0

△ 36,332,206

△ 10,594,514

31,874,119

△ 999

△ 61,934,462

13,188,783

29,547,151

17,407,711

0

1,022

35,215,600

1,116,107

264

△ 21,070,308

52,060,000

70,264,827

△ 259,665,619

△ 61,934,462

予算 決算 差異

科目 予算 決算 差異

事業活動収支計算書

科目
学生生徒等納付金
手数料
寄付金
経常費等補助金
　国庫補助金
　地方公共団体補助金
付随事業収入
雑収入
教育活動収入計

人件費
教育研究経費
管理経費
徴収不能額等
教育活動支出計

教育活動収支差額

教育活動外収支差額

特別収支差額

〔予備費〕
 

基本金組入前当年度収支差額 
基本金組入額合計 
当年度収支差額 
前年度繰越収支差額 
基本金取崩額 
翌年度繰越収支差額 

経常収支差額

3,400,017,000
79,096,000

0
1,549,785,000
183,683,000
1,366,102,000
57,586,000
187,647,000
5,274,131,000

3,298,348,000
1,694,763,000
415,061,000

722,000
5,408,894,000
△ 134,763,000

13,246,000
0

13,246,000

3,377,942,885
81,887,688

0
1,571,544,479
195,749,000
1,375,795,479
59,649,006
217,192,219
5,308,216,277

3,280,361,463
1,661,163,577
397,614,476

718,590
5,339,858,106
△ 31,641,829

22,074,115
△ 2,791,688

0
△ 21,759,479
△ 12,066,000
△ 9,693,479
△ 2,063,006
△ 29,545,219
△ 34,085,277

17,986,537
33,599,423
17,446,524

3,410
69,035,894

△ 103,121,171

13,211,700
0

13,211,700

34,300
0

34,300

0
0
0

13,246,000
△ 121,517,000

0
0
0

13,211,700
△ 18,430,129

0
0
0

34,300
△ 103,086,871

144,836,000
47,155,000
191,991,000

144,835,212
60,252,705
205,087,917

788
△ 13,097,705
△ 13,096,917

19,444,000
9,802,000
29,246,000
162,745,000
（21,673,000）
78,327,000

△ 37,099,000
△ 1,150,999,000
△ 1,188,098,000
△ 5,922,378,000

84,000,000
△ 7,026,476,000

19,618,544
9,792,219
29,410,763
175,677,154

157,247,025
△ 912,789,629
△ 755,542,604
△ 5,922,377,988

84,000,000
△ 6,593,920,592

△ 174,544
9,781

△ 164,763
△ 12,932,154

78,327,000

△ 194,346,025
△ 238,209,371
△ 432,555,396

△ 12
0

△ 432,555,408

予算 決算

科目 予算 決算 差異

差異

科目 予算 決算 差異

科目 予算 決算 差異

科目 予算 決算 差異

科目 予算 決算 差異

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

受取利息・配当金
その他の教育活動外収入
教育活動外収入計

借入金利息
その他の教育活動外支出
教育活動外支出計

資産売却差額
その他の特別収入
特別収入計

資産処分差額
その他の特別支出
特別支出計

教
育
活
動
外
収
支

特
別
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

平成28年4月1日から平成29年3月31日まで

平成28年4月1日から平成29年3月31日まで

資産の部

負債の部

純資産の部

科目
固定資産
　有形固定資産
　特定資産
　その他の固定資産
流動資産
資産の部合計

固定負債
流動負債
負債の部合計

基本金
　第１号基本金
　第２号基本金
　第４号基本金
繰越収支差額
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

34,107,993,650
31,243,587,008
2,803,408,620
60,998,022

4,917,685,424
39,025,679,074

34,419,134,028
30,983,565,492
2,868,094,665
567,473,871
4,640,275,506
39,059,409,534

△ 311,140,378
260,021,516
△ 64,686,045
△ 506,475,849
277,409,918
△ 33,730,460

1,372,442,258
1,790,014,599
3,162,456,857

1,458,852,168
1,894,582,174
3,353,434,342

△ 86,409,910
△ 104,567,575
△ 190,977,485

42,457,142,809
41,987,282,809

92,860,000
377,000,000

△ 6,593,920,592
35,863,222,217
39,025,679,074

41,628,353,180
40,989,503,180
177,850,000
461,000,000

△ 5,922,377,988
35,705,975,192
39,059,409,534

828,789,629
997,779,629
△ 84,990,000
△ 84,000,000
△ 671,542,604
157,247,025
△ 33,730,460

本年度末 前年度末 増減

科目 本年度末 前年度末 増減

科目 本年度末 前年度末 増減

貸借対照表 平成29年3月31日

資金収支計算書は、当該会計年度の諸活動に対応するすべての収入及び支出の内容に当該会計年度における支払資金（現金預金）の収入
及び支出のてん末を明らかにするものです。

事業活動収支計算書は、当該会計年度の活動に対する、事業活動収入及び事業活動支出の内容及び基本組入後の均衡を明らかにするもの
です。

貸借対照表は、当該会計年度末の財政状態（運用形態と調達源泉）を明らかにするものです。
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平成29年度　学校法人 愛知産業大学 役員名簿
平成29年5月27日 現在

　 愛知産業大学 校友会
《常任役員》 会長　水野広大
 副会長　嘉森大輔　山田剛嗣　門井由佳
　　　　 幹事長　金刺健太　
《事務局》 〒444-0005　愛知県岡崎市岡町原山12-5

愛知産業大学校友会事務局
E-mail/info-koyu@asu.ac.jp〈mailto : info-koyu@asu.ac.jp〉

　　　　  http://asu-mate.com/
《近　況》年1回会報誌発行、大学祭での同窓会・総会・校友会主催企画実施。

昨年度から、学科×卒業生コラボ事業を開始。卒業研究制作への校
友会賞の実施、造形学部教員と卒業生による作品展示会の実施な
ど、母校と連携した企画を実施し、情報発信に寄与していきます。

　 愛知産業大学三河高等学校 同窓会
《役　員》 会長 神尾篤信（第1期ＧＢ）／副会長 星野英明（第1期ＧＢ）、

新實幸久（第13期ＥＣ）
《事務局》 〒444-0005　愛知県岡崎市岡町原山12-10　

TEL 0564-48-5211
愛知産業大学三河高等学校　事務局内

《近　況》 役員会・総会を毎年実施しており、総会は母校の文化祭に合わせ
て行っています。1月には入会式を3年生対象に実施し、同窓会入
会についての説明をして同窓生としての意識付けをしています。ま
た、賞賜金・報奨金などを多くの優秀生徒に贈り、さまざまな活動
の原動力となるよう在校生をバックアップしています。

　 愛知産業大学三河中学校 同窓会
《役　員》 名誉会長 木村誠一（校長）／会長 水野剛寿（第1回生）／

副会長 黒野隼人（第2回生）、尾崎怜子（第1回生）
《事務局》 〒444-0005　愛知県岡崎市岡町原山12‐10

TEL 0564-48-4881　FAX 0564-48-4886
愛知産業大学三河中学校　同窓会　事務局

《近　況》 今年度も8月に同窓会総会を予定しています。
日時/8月23日（水）14：30～16：30　場所/本校音楽室

　 ELICビジネス＆公務員専門学校 校友会
《役　員》 会長 平俊一（平成3年卒）／副会長 加藤佳明（平成5年卒）、

樹神睦明（平成5年卒）
《近　況》 昨年度の総会では50名を超える会員に参加していただけ、積極的

な意見交換をすることができました。本年度の総会は7月23日に実
施します。

《沿　革》 昭和63年、開校10周年を迎え校友会発足する。
《事務局》 〒456-0018 名古屋市熱田区新尾頭1-12-10　

TEL 052-683-0035
ELICビジネス&公務員専門学校　事務局内

（旧名古屋法律経済専門学校、名古屋法経情報専門学校［堀田
校・金山校］、名古屋法経専門学校、名古屋経営経理専門学校）

　 名古屋ブライダルビューティー専門学校 校友会
《役　員》 会長 川内星理奈（5期生）／
　　　    副会長 伊藤瞳玖（5期生）
《事務局》 〒456-0002　名古屋市熱田区金山町1-6-9　

TEL 052-683-4011
名古屋ブライダルビューティー専門学校　事務局内

《近　況》 3月に校友会を実施予定です。

　 三河歯科衛生専門学校 校友会
《役　員》 会長 坂部（谷田）京穂／副会長 蓑宮恵子
《事務局》 〒444-0005　愛知県岡崎市岡町原山12-130

TEL 0564-48-6680
三河歯科衛生専門学校　事務局内

《近　況》 校友会の活動は、年1回、5月から6月頃に校友会役員会を開催し
ています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
また、会報誌として『Wisteria』を発行し、校友会の取り組みだけ
でなく、日本歯科衛生士会からのお知らせなども掲載しています。

　 ＡＳＵたちばな会（学園退職教職員の会）
《役　員》 会長 原康二／理事 兼元博史、杉浦三雄、福井俊彦、本川暉久、

三村昌勢／監事 横江嘉明、渡辺孝夫
《事務局》 〒460-0016　名古屋市中区橘2-6-15   

TEL 052-339-2781
学校法人 愛知産業大学　法人事務局内　業務部 業務課　成瀬

《沿　革》 平成23年9月、会員48名にて発足及び設立する。
《近　況》 総会、新年会の実施、会報の発行により、懇親を深め、老後に役立

つ情報交換などを行っています。学校法人 愛知産業大学のホーム
ページに「学園退職教職員の会」がありますので、ご覧ください。

　 愛知産業大学・短期大学通信教育部 校友会
《役　員》 会長　加藤志郎／副会長　鈴木洋子
 副会長　常喜崇徳／副幹事長　原田　玲、 原　知之
《事務局》 〒444-0005　愛知県岡崎市岡町原山12-5

TEL 0564-48-8282
愛知産業大学・短期大学通信教育部内

《近　況》 平成25年4月 大学通信教育部校友会、短大通信教育部校友
会は、統合運営することとなりました。

 平成29年3月 校友会主催卒業記念懇親会実施（本学、東京）
 平成29年6月 役員会実施・校友会奨学生決定

　 愛知産業大学短期大学 校友会（旧東海産業短期大学）
《役　員》 会長 安藤 暁（11期生）／副会長 戸松孝明（4期生）／

幹事長 井田直樹（8期生）
《事務局》 〒444-0005　岡崎市岡町原山12-5（愛知産業大学内）

E-mail/koyukai.asuj@gmail.com
《沿　革》 平成28年11月　開学30周年・校友会設立20周年記念式典および

祝賀会を開催。
《近　況》 会報誌「校友会だより」を年1回発行しています。毎年12月に

クリスマスイベントを実施しています。

　 愛知産業大学工業高等学校 同窓会 「たちばな会」
《役　員》 会長 近藤誠一（第3回生）／

副会長 成田（第12回生）、丹羽（第35回生）／
財務兼校内理事 河原（第18回生）母校教諭

《事務局》 〒460-0026　名古屋市中区伊勢山1-2-29   
TEL 052-322-1911
学校法人 愛知産業大学 愛知産業大学工業高等学校同窓会

（旧 東海工業高等学校）
《沿　革》 平成23年  9月　創立50周年を迎え、

　　　　　　　同窓会設立40周年記念総会を開催する。
　　　　　　　同窓会総称を「たちばな会」に決定する。
平成23年11月　創立50周年を迎え、記念行事開催し、
　　　　　　　「母校創立50年誌」を発行する。

《近　況》 会務は毎年実施の定期総会（会務議事・懇親会）、常任役員会を
母校事務局で実施し会務運営の充実をはかっています。

校友会・同窓会の活動について

理事長

学園長・理事

理　事

監　事

評議員

小林　 英三

小倉　 紀彦

堀越　 哲美

塚本　 紀之

木藤　 新吾

堀田 友三郎

木村　 誠一

伊藤　 旬二

浅岡　 勇夫

長谷川　 昌

石川　　 清

青木　 高弘

三島　　 證
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H28.4.1
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Ｈ29.5.27

Ｈ29.4.1
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Ｈ28.4.1

Ｈ28.4.1

Ｈ28.4.1

Ｈ28.4.1
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Ｈ29.4.1

Ｈ28.4.1

Ｈ28.4.6
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重任年月日

日本証券金融株式会社社長

弁護士

愛知産業大学学長

ELICビジネス＆公務員専門学校校長

法人事務局長

東海学園大学大学院客員教授

愛知産業大学三河高等学校校長

愛知産業大学事務局長

税理士

愛知産業大学工業高等学校校長

愛知産業大学造形学部長

有限会社フルボデザイン社長

税理士

愛知産業大学事務局長

愛知産業大学総合経営学科長

島田幼稚園園長

愛知産業大学経営学部教授

愛知産業大学工業高等学校教頭

法人事務局業務課長

愛知産業大学短期大学通信教育部長

愛知産業大学三河高等学校卒業生

愛知産業大学工業高等学校卒業生

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

愛知産業大学三河高等学校校長

愛知産業大学通信教育部長

東海学園大学大学院客員教授

三河歯科衛生専門学校校長

愛知産業大学造形学部教授

名古屋美容専門学校校長

役職等

伊藤　 旬二

木村　 秀幸

水野　 晴基

吉田　 　修

伊藤　 俊典

森　 登志男

横瀬　 浩司

神尾　 篤信

近藤　 誠一

堀越　 哲美

塚本　 紀之

木藤　 新吾

長谷川　 昌

小林　 英三

石川　　 清

小倉　 紀彦

浅岡　 勇夫

木村　 誠一

佐藤　 延男

堀田 友三郎

和田　 　昭

木村　 　光

豊林 由美子
※名古屋美容専門学校、島田幼稚園の組織はございません。
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